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IAI 解点ヴロマトゲラフラ安 lリ~~離ふ村来 (X VI) 
ジルコニウAの挙をb

F反丈コニ，泣犬理主二~lIJ峰崎 kt GB ，0吉島ー敬 35車水n鴻 松根耳E，

I .襲、#..7ロマトゲラフ去を嗣いて y ジ)しコニウムの襲、長、fじを11'';よし勺主主主lじおよび長点、
線の移電力)4亭f事公ピのが鮭.を栓討すゐこヒを目的ヒし fく.
J乙.試料(;;11孟1t.~・ 1しコニウム o.otM 溶液および'15Z.rφ トLーサー落戎tシュウ政指逗)(く

濃説酸ヒ盛長素敵を加えy 加齢し P シムウ政婿t長をみ解したのち温酸lくより塩イじ鈎悉来

を試粋ピして閑νq之。 iliお夜とし τlコo‘/Mt長酸，O. / M極地ナトリウム， 1 f-::: 1-;1. O. 
1M塩酸十 0.1M 極此ナトリウムのふ捜泉念:・.~殺を嗣1.'，爵位来の錯比制どしす l;;l，ク

コニ〉鼠，Nアペを嗣い「く。加是正， .i.通電回春闘p 五位戎おふぴ員偵捜の PHの変ィιおζ}:C). .. 
員碓煮の針{じまリの積類をifjじさせて y ジ)しコニウムの旦夕、iじの義過条件針金ますし化。焦、
点、lιの-1:(態は71)ザリン5(くよ b本色 2.j金広し fく。守5Zy， 付Nbφ費、童、事l-;;t)安一トヲジ

欠ゲヲフ(てよって調べf<，さう l( ，ぞれら φ 濃縮$~iえのよ戸、例庁 lてつ ω て試射有同事i、生を調

べtfSZVPJ 72陥を確認し「亡。

実、蛤条件として )j)O電圧(-js-(J7) -V --v 1.3 tJ7J i{ )通電呼間l:;l， 6 fo..，心$-， t81J:t)およ ():'J4
bピし「く.
d 結果

J -I ; 針金戒に 0.1Mクコ二ン厳 (P H f. 75)疹戒を朗、ハ， j正栓殺lくO、flV1 '" I rv11孟

邸主(<t司 O./ N1事長¥，6ナトりウムJ めbψl:;1両1まのう長ふ戒を嗣v、代場4h FSZγω着点位置
。、ら移動し r，;凶(..) tJtJ電正 0".高 ι な b ヒ謡史.~内 1" .1襲、車 jじす 6. ?SZγヒI'SNhφふ離は£、

とらない.

』ーム; 費出戒に D.I M N T A ( P H 8. 1， Jメアンヨ乙ニ7よまぬぐJ容得)，正fDa決lて
0.1 M場駿を嗣 ψ 牝場ふ(-;;1，第、恵比のj立置l:;lt" l5Dγ7・ /8 ，f.j.岡、品告をし r~ t j ，着点邦，7).(く
めt)，/DIJ1JV (，，(;;l，正治l~~(く衿動す b 1>"'， 集点1じ娘。、ら員位i質的:d"向に淳、9..(くか‘げ1i昼

、緒的にチーりンググ見られ6，し 0、ゐ着点、手~~ト(:::放射能の J\$þbぜ裕泳寸られ/;).
;1 (くy 正，地点ヒして 0、/M古島じナトリワムを同いfく場ゐゐ l司じ‘替射を糸す。
j -j  ; 局検戒にして (J./ M NT  A ( P H 8'， /， .3.;.アン乏ユア感戎lく惑解)，正他

殺として (J./ M喝破と O、IM場兆ナトリウムの選必殺の場ふla，接点化の広重(;:;l， /DOO 

V1‘18，f}制品量す1;>t， t.長4じナトリウムの噌'PO(くより正位制lく移をゆす b • 代 t(' し革、 J忠弘
線ぷリ爵-t.Ða(~仕向(三デー!)ングをとあ公会。過敏壇賞 D、。噌仰す b ヒ着点・主主〈てや焦点jじす
る~~面白()，.あ Q ，

J -4; 員..t~:，定として/)，cs M N T A ( P H .3) O. 4-r.水政弘ナトりウムヲ容ぬく惑解j

p 正位決として O.I川温比ナトりウム感淡を閉小fく場ふial.長点iιのj主査は 7{J()γ2γE
iJ.Mi!遺骨す{)r_， J ーム今場必と I~じ結果を得るが;民Þ..lιの収能'.l司 J ー斗タオ/)，.，犬ート
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ラジ大プヲフよ明瞭な~.I乙を王手す.

つ主、(く民主クロマトグヲフ来 l( 去るふ能回の -$9リを~す . 

.1-/の川 ED O..t M塩酸，80‘/tV1クコこン政， i品位。事胡/.}~内加盈J玉/ó (ybγ。

@ 9 

♀ームφ倒 ED o. / M塩酸， e d.1 !V/ NアA)通畳時胡18aJ.， 加愛;;E./ d (J7)γ。

@ 左手 !三I 8 
+ι.s' 。

J -Jφ タリ ⑦ O. 1 !V/t.長弱虫:0.1 M~長1じナトリウム=4:6 ， 8ð、 JMNT A) 
i通~時間 Jム1ìJ..，加佐正 jD IfD V 。

@E  I~I. e 
十~f 0 

主-4-の例 ~ ()、 1M噌!itナトりヴム， e /)‘otMN了A，通電時胡18!iJ.， ;OO~是正 7(){) v' 

@ Q 

十J.7 。
ざさ l:::戸Plてついマj妻、占ぎりロマトゲヲフヲ去を仔つ代とさ，ジルコニウムの挙動を多〈の

他核稚のtl-I手ぜいヒf..(くB司帳lくとらえ !;>j事t'"2"きながつれが。本実、寄金いより p その基域的調

委としてのま。兎刻字i<。
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IA2 長、美タロゴトデラア法 lこよる分高産分析法 (XVfI)
RR義守ウラン中勾恒寿命校長r誕生成物町分離

阪大工 Jロ111N.主 sfl0大老 nB 大壱イ賛美茅

長、長 7 ロマトヲラ 7 法 I~ あ・いて a 通電礎体 t L てまi手ろ語気付O.1; IJ 宮町いき易会) t~.持の

匂ヲユ Iレイ才ゾ Iまio-Lm.制[が限定て努ザ， をれ以上の試料 t問いる t毛主主fがら /J e，( t

持動τず4f離の詩草が‘よくない. {!定車の硝酸クラエ 1レをゴRR-1 (宇佐矛来 Jx 10"悼μc!C/1t')，" 
乙吟序1~互射し伝 t長特で 1;1: fi. Pの生繭童ぷ1-tJ' <誠特の量的制限があ :J， f謀λぺ7トIIf!1-

i二よる分離枝植の分析 lま比較的困韓であづ花。 モ乙て・本研転て・ lまニ酸化ウラン 100吋を

ゴRR -2 (判主予来4-X /O/.) n/此 f附)で zo分向照射し，碕敵Iz蕗静し tもの t試料として
章、葉子ロマ 1J'17{-主行 υ捧寿命の F.1'. e 分離 Lt:. 0 

錯{ι制と して IM主政令 t-0" /).01;11 N了!Ii容波宮 a 錯静雑音1)t Lてイオン舜度が O.Iの

Na.cL i審決ぁ、上ぴ NCiCL-H U i昆令i容夜 !If}ぃ 1三。通を保侍 11:， 平均聖位勾配 41)7/cm_， 

通電習を向 10 ~ jS"附九 t 1長.通電fえろ紙主乾燥し， 2相批句やで切断し t三もの lユついて ι

了MC製 4-00よトセネlレ5度菩I解祈基{:fリ f"l皇スペ 7トロメトリ-t行い，技稚の飼え， 1]丈討作

手的 ~tl支の ìl'f えを行つ手.

??離結果的例主守口 1 ト7ーラム (f)， (Z)， (3)，制 1:示す.

(1) 

(2) 

(3 ) 

(4の

J品1 1Jq 
叫弘具，UA

Tc Ho 
U 口1日日

11"， Q口1 日口ftgdfr匂九 ''1:e

守atv，時84

ちr，F弘

312 1 

s~~ 
7 6 S 'f J 2 o -/ -2 -3 -4 -s -6 -7 -8 -9 

f集ィ十 錯解離奇I}

(/) 0.111.似 eL.(pHH)

(;v ~oJHN.CI. ~oS-!1 HC{rfHI.り

(3) 0.1吋.Nacl{fH !>:!) 

(If) p.aS-H. N"，cL. p.OS!1.HCL rfH 1.3) 

Division 

錯イζ制

0.0，11. /IITAc，TH ;.7) 
， r 

'.0叫享L政 (fH/.6) 
F 〆

，、
ο 

』主脅~ 11;手rtJ

/.2批i凡

ぞ〉

， 
〆



結果

1. 0.1門N"cL - P.O.} H NTI/ (介主露国 1) 
従来ラT離が困韓であフ在五綾{霊，]の分野 I~ 診いての州在 1: 効東がある.持 lf主 l主免 q 保 i十
で広ラT量産が十うtでないが， この場令 lま純梓 l二分離し する JZIZ錯アニ;fンヒ L て考動 L
要桂樹!こ考 fhft汚豊 itIぃ.

2. P. ~.}"H N"，cl， o.o，H HCL - f).日付 NTA (分革往画 2)
五極{勝!の企主主設で， "t，wh，Z，1JbfE，F1コpか5なる一つの怠長首長主巧威す苔. この妨
聖ヒ昼、長線の移動在夜が小ざいのは，五選昼夜キ iこ易る HC L 1与 kるものと芳えられる 1か

q:主君主の配列崎重存 iま1と支?がむく E 上ま乙の息長採の中て f主11"正桓iこ最も近い{え置 t占必
る乙 t が ~tß められた.

3. 0.1 f1 N..C L - 1.0 M 写L酸 ( 1J-誰阻 3) 

1.とめ比較によリ司王の移勃!こかける錯イヒ制の彰響 It1， られないが， ~t 持 1ζ 分離する=と
lま虫まながワモ.守eb~' 買挫傷I} へ移動するのが認めら j らの鐸司予言え iこ色、げる N了AdL費交の
?色合ず嘉ぃ・もの t考えられる . N T!lで 1志賀Lめ骨ホロいが季L般の掲令1:I古'LK3aサ離が
tfLめられる.

ヰ 0.0 s' t1司 f/._CL，0.0'1'1 HCL - /. 0 1'1 ヰし職 (fr離[lJ4-) 

1 J .zの時百億ても誌めちふ杭ぶ， TEt令ち才一怠長議の移動 lこ対する ffC /..の効果が着る
L <示される.11i古いずれのほ伶 1:tフZ:L. . 着長野から移動 i ね~ I こ暗線11'('，t移動
iまあま?大き〈ないが，持軍 F細ν息長線左官7戒している。

明恒 明 142 1~3，醇

4延し之の rRR-I RR射試料 1::.つ"'1.ヤタ確誌する τ ピが・弘まながフ 1三. 7主， )10， 7五， I， ly， 
1ibiZづ日て J JRR-.z 照射試料て‘ lまr繰エネ 1レギ -t半減期 tがう確記するこ tt¥て・ 3作.
/.. (J、しギ減期が{，uf由民内の核担1:.つ u て!ま，試特p，f.11伎の:令書fH寺町名、J;U"化字見Jf./:零
(， 1: U寺向ボ‘釣 g崎市であっす三 1三め十4日曜t込干る二 k台1・z."tねが?1モ.
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IA3 ぅ?秀久電宇l~ネ動法 l工よる R. 1 的介高佐(続報)
H30t OH - N，，22めよ永動7i変

広島丈 理 山本勇麓 。青木達 ム幸 日英ニ

目的:演者ら叫中私電気 3永事円 ~Ã l' J 1I ラ乙才コロイ...(7)学新 品.t Ii放射性~~孟主的介

龍l.， 7 1ft '(戸建的訴克を行な、? v'晶. "<の襟 稜々の PHl二ぁ. 1，.1 { ;永助長行フわ門であ品

力J 水素イオン 水面交イオンなと町ノ刊訂速度 E調べることは丞五霊的伝肉題 t l ?童手と考

え 4 れる，時に焦点クロマト 7 ラ可は放射枯枝律的迅速介融 12，~わめ才有効 U オ乏で あ品

句、 ミ伊 t ;l Ij 7}ι素イ才¥手車ftq.， IJ面GI}、重宇佐四千と広、百いる，こ日ょう U 免に看司 L

t 方後PI1訊特払 E保体とし τ. ヒド口二勺ム寸才ノ 7k阪 1;f"ンおよび普通の :r軌ヒ由
比較の「ヱめ lzNfm電気流動的't事力 E詞ベ Tz• 

寝耳食:従来1})i通 1I 手製的手脅，1;沫斬装置によ')実検 E行なフ I二・ NacιT イオン始度 E

0.1 1こ{主ち 後々痕定の Hd J; Jレ NaOH溶〉夜 Izづい"/rR"tオした.試料とるyi氏ιに十T看 J 1!: 
吾方法と F易程嘗 12 H~e 1 1之は F全佐官 IZ NaOH l: へ似る方:ま t I~ ついす比較し『之。涼告lJ~刷

機出 1正、1-130す 1:1赤包 OH 1.紫芭のパントの位置主制定することによヲ Z行信ヲ「乙. N"..2. I孟

1孟常的ラシオオート予ラコうに.t')検也 Lfz • 

結果: ①杭料 t;1' *氏ιIZ附着きてると 流動か進t;1<つれ τ ホ色刷ハントり、不鮮明

になる.

@宅解書 ¥z11ιA J rこは Nt¥OHo，:事ぅ夜を入れ 赤色 j f= Il紫色町史端刀、冷却閉四 E包ィι草案干普 1:

J ?i.JLんと一定位置よリ 沫華I1ï主的 ;~II;t ~ 行心フ方法がよリ官初 zある，

③電圧 砕向，痕定なヒがう永事告距離 Iz あ 4 ほす影響五検討した.

200V ~ 600γぁJ 11-" S f.与̂ "60-1ト，..1;1 水案イ方ンお 4ひ水画室 f オン町:.，I<幸Ii:te_敵 1;1 電圧 よ

よひ時胡 12比例[ こ仇.J ')流動度 E等合 lrニ。例 iば IN Z許宗和広(c制 /γ/川/拡 ) z 
a)ヲ fz • H30' ( ¥6 x IO4酬 ) • OH【 (4EX164訓) • N~' ( 2.5 X IO4肉 ) ti30十J;Jひ O!-l-

m 米軒定 Ij 水本汲 Z 電導皮法によリ来的られ fニ易新夜明それそれ約 ~oo J; j. !f'戸。 Zある
J r二 5農1:.11， ~臥今、すれば流動産 1. パ、 3 くなる時向をふ L fz .これ 1;1:. 0:十鉄伊色iと司相

~"下附 12 よるも町ヒゑ ι もれる。 N，，' 1こづい"(11 .普i亘l7l;1'払上と 万能PH試検私.t:._?は

手台んと-~文し?お') l f:二 O. Schier 1， 1]) lc.学的方議 1:よ 1) 友約られ「二信 (4.3x 10戸ぺ判)

( Principles ~"d Applico..tions ot Paper ElectrophoreSiS . P.166 (1守61 ) J と殆九ピ一号，~l "( l、る a

。



~r {仇電気:永宇々による尺 1 (J) 介高生 (手克 f更)
連苦乏 L永事力 f重量的 ~T\' i下 ιR，lづみ官監へ mた用

I A 4 

広島丈 手里 山本 男 官主 。青本 i主 村上 3晶子

目的; -.tJ去に用'" ~れ 7 いる電~;氷駒 2笠置 7，' I~ 水耳打町湯句、約 3D 倒てあヲマ 米初疋の

わすかに異なる放射性核捜を介給するとと l正月わめす困佐 Z ある，演者ら 1;< 下図的守口き

連続沫新技置を吉氏i下L 長時胡 5永寺IlJtt." <Ei代み「ニ.

霊験: oi!<.針守主体と L ( 1正 まうと 'J 骨量氏

前ぃ Z ¥lOaV /40(，" " N，，"お J ひ ts'げ{之ヲい

'1IL置はうシオオー ト7ドう刀 1:よ 'J じめ h

力 7 ン*' クコ未，ナイロン T- 70ν とと

7 0，1 N - N"d 主持電角手液 z 流動才~ t"園、永動

結果: {p'j i_は No.
22
(' 3，"時間連続米勅さて f~ 結空I)ç例泳，1" ，永寺hß高 P~l ヒヲ，j< 華'tJ ~E品目、 1 ニ IJ

比例4生h、;Z約られ h_ マの 1巴 ~)草í-'Í町 I亘書員 l' よる ò7Ì<勅ラシ才オートタラム'J:つ F の il ') ( 

3:) ;g . 

~ ;，紙(t!ロ予ー7.~J.リ

FAl ナイロシ

?コ介、

寸1守レ缶、

'-ーー占但白山J 2C11'¥. 

・・ {O C机
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IA5 グ玖」削教 f買は;/~革委 A才 J"'-J幻 -0 珂免
井ゆえ '1ン政スえ1・7争j才:;/交ヰ奏砕 1~ F? 7t-zケ't:-'~M っ If謁ll.

受壬仁丈 を五守 広々非正ιノ オム寿トノ 0うE拝 4月予

祇射う主晃衆向手ノ放出車十舟延長写 t'ft Aιす 1--:'1!1 1引い a 的イ弛お E ぶ沃知埠イ lr J引 J~ 討

し1..1-え fik~忽匂 7 オプ支草委伴内/づじレ'l. 1 /'椴 λ ズ・ちヒ~ I--，f'， 1E.-1r.予'7.1: 1のと戎

仏，持久，文字礎jbJZF4ιす的手え司王ノ Jf:0ょが事正知錐1:'河 11.1己幻乏/椅立写ど勺是才的
ワ叫頃 Z刊ち司、 f-:'す 1);.;f.-パ，ア 2レ切'}，f"" sJノオを夕張弘、失将司伊税1i):，. J';. t~ 1引し t手(，.

(~. J，川匂 I/v-dゆ刑， 印刷千ノ 9v.1Rゆ!tl， -;'-C/， j~伽'" Ji_， nペ'川 (J!63 ~オ
7 JßJ吉丈抑止す f:H~.t~童5竜) ぺ前'J1幻l1." d)放/.i梨'Llペサ湾、 !j拘I-1阿究 1';.}:;、、1. ''1-9tj，Y_?('f>/b ，1 
Ju~ 守 τ カヲ IAIくげ1..)，者レ吐専攻 3 二 b ち械事 l 1"-;3:/ 1.71幻11乙勾 ?F4シ-'fJ)t勺ダ税 1-:'づ"1. 防
長 Eめι写つ f工作J長z手乱世 q，. 
h 闘を1ど4ズン女1要1手IILI二手足J主ι1'-負.llfu如ドグ吹 ll'乞む勺 (W0.'7)H夫l羽LT-:. 在T

1iJ 1t，約局剣士 J'l01ιキ習の 1--1717;-/ "1110 fッテコー司丈宇都オ 0・f，-~ E-1';安_l' IIÞ;持政赤米"t. þ角耐え.~Í-

~Iil :t} ，副}<. 'I;t}、え L '1. P号局責主主主 1-:'!iJ併l7--:.のち， アイ乙伊 lレアィ乙卜;/~ベンゼ〉初量、 Jゑ

(τ 協ア州必ル'"d J'J f3u.te 'μ.d， c.k，...， Re，o'/ k〆世U..wv./!i:L， ~/.，_ (_川1)) I--.J:?グ訴1-iIil
唯 ιí--;，甘みお~ ĉ、 1t仙のうわf之1;0...J \fl~ :f'i入レ，〆 Cノのほ創昔、t --r手術1"-&:-1.， 1: ，(氏
、重レ'1()./"ヲ.;;JI円)おこワつれ. タヲム持"r(J永守主lの/μ ん μ 。メッテ1ーク文時i会会
?もフ VJ1-:..主芝?仰のカヲ久ちゅ、、〆水草 0，;2/'-(). 34jダ1.0 :.ずつ穴
弘被，埠A乙アン毛長。ム I -"Ituよf害弱気午ザ、、み、、わな?材料'1'1粧す守 l 1-.. 多~--i / 作局売却~ t 

ヴ Yわすぐトt、、 3 こ'e-f;.. 7乞しかY1..吃 4ダ1pif:科c1'-‘yi{-:.. p気照 0.1>tJ， /1../， げ ，'y-5 J: 
か:b }J ~争F択にい:T1 去門タ玲俳句 1]: 売上ν 7-( r- //?.. 0・3'7ノ tJ，/17 hιぶ pρ :l. 1.・・ムつマゅ

のf;j命i完封 11高止、主ι が (11・7併， 'ftr， メIfJ fう~ v: 0./71.・わっ fく さら 1-:'カデム詩作 1:'エ

う拘宵宮市 fji高れf手j4Ji手妓;';f[.. (( 主的片手必尚i終1.'寸 Ijj処援 l r--;:: ，rヲ)(_'ti/Jt 司 ;>l;骨吸秀衆
主れ孟功労 F ムザr~~t/~!A-:嘉手ぞれのちノ ユrJ7/f，_政 I斗 j :;tゲ，9('告を5鮪Ji--1! t円ヴ、、 1・W

Z '.":<!与
以J-h;älilいド，}ヲ rJ 1均支 ，r~ ，r;，j N J!f7 iK乙長生局買う詑右ず応矢 l二川 rtrJt '&ラ絹針ぜヲこ't，，;む
ク h七J:;、研艇味付'1":h_....こ也市イ;， "J" r:: 二内 E与守管るの免A._，手死ゆグ今 75-;Jン Eア
1レ三 F タ A吸~U1tl-:'ιiι 手しキ J克 i 乏 1"-ι っ 11在搭 t 代
以 iこの係l'~~名右[..， 1. ;吹か F平匂主主夕張、正吹吻勾/f税.J1..e-純音:..l [';.， すなわち見比五i止

協手段~廷に ι うあらかに/')祥事、(.1-;，殺事裂'1..博文明らわ~1手 1:' r1J入右させ「えのち 17，).'1世恵比

ア?た Pみム t・<7r，ヲ・0 門下車均じ1，/ ~ ~ J1 A ，" CづJ sN州政1・帝王ー麹乙舎を IJ有I$-り づ U
イ).fJ首幻被 t・1.:(， 3~ん仁川 -t，，_晩t-tUb を崎ぺ fj~事1 す，.
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1~6 ' %'、ノ。ン持悌 I~ 同アメリ分ム" :f;2. 'iウム内子会ィ才ンえす実僚へのP良二番

日本字砂利多乙11 告勝帯要注
l' i岳、、1

ア又リシウムおよび千ユリウム A 酢融市街計二島戒lこ才リd ンをノ¥"7'、リング可ゐとこれわ向

元きが・織化され~ 1~ イ才ン文様樹脂(9" 1 i'イ才ンラ斤司〆叫 sv~11/7))( アシ ::L)1乙吸着 1れる ι
kがわかつに { ::..で他的アク今=ドえ幸 k比較して， それら内~手陣およかい北存可 E 穆

請し f;:，. 

徒主キユリウム l手j倍以外時二各件以‘箆制、特急ぞれ1:¥， r J. I '. 注 kア止リシウ白川ア Jレ

カリ~f'乙 l干 pH伺域A 厳 lri~ 浪守てい才ソ・屯シ l二よコて鴎jとずれゐ L とが知られていゐ ψr，吃押

戯4仁川;r~Aをていあ IJ i島骨子地 η 洛f予:1);:能め河免除 ~F~ 1"間島 7-あふ， そよて白‘下岨~ ~ 7 Iこ

i!l~j ヒ 4生直ち 1:: l?，及肴ぎれるような張置を L久 L r~. 可与わちずヲス

者ω)(~ 7 x リシウム事 r~ I宇{.:>. !J ウム内面F厳 t11~~各米主人れ ， A 

ソ1‘ンモ含む空気 Et7X "J込む。 事衰のー幻 l守主完1:.1:: 'L 1 ~畑"晴(13)

C l邑リ その遺決は樹脂(ι)上、 1'"主‘ち， 空気 11上告?の松前小久力、う

扶乞ぞれら，埠t<tI宇管(ω l:j主りずラスf官CA)(二もど‘ゐ， よ剖埼 I~ を

之~川寺 i司令免 [j ， 準決 'é A8 C_ D~1J で侮場さゼみ， ι 司場合~t防の

λ、ゾシユゆだきいも内き闘いJωtp苦(AJgpよリも島くして1局場注
度左久ぎくしに さらに空気官主調約して樹脂よ l己表求M f'二宇今

fJ.υ ょう l乙つとめ f:.

アえリふりム J 午ユリウムともに 3伯尚 lヒ号的作争 11-ろシタ

z ド元手と~~存 1::'ι くイ以 L 1Iる， もし面白tされ千!己才 f ン町宴席

現象によるも司であれ l色、‘ランタニドえ1':1-;， t 'f見われゐも肉と鬼わ

れる， 松葉;1こf.!tc:i.. v'才ソ町、ンQ)*'~ j~U 1: Lらべたが，"-1司も主化がま見わ
れながっ r~. ぱI~ ついl，{_同株τ あつれ. l r己創フ τ才ゾン爪ア

メリシウ向， キユリウ白 l乙対 L1，船時11としてイカ u"1いゐこと

1)¥"わかった

dんι

，l03 

オソ・ンパ7"')':..7・1之:3"踊装it

っき。 l二向元牽申r'3イ品人主二内希手陣 1::'なれはり それち(7){と苧旬以他'"J '}ナユド元手 1::'類

似可みも的~ ~われ1; . そこ τι 比較的与定α骨子他主主ゥウランVf(UO;')ノキ'7'ツ三ウ向"lV，
"1， 円(ザJhゆ吃昨0;つノヲ iしトヨクムwノ l7f(ぱ:品0;)等， それで、れの回泊ーさえ祖珂の冷抗
七七("'}1)をしらべ、ノアバリシウム， キ2 リウ向的分自己tt~ 比較有みと，Vf情的ア?九ドえ専
lら それら内手動ヵf頬:.{þ.人~ 1 いちニとがわがった， 吃れ政 7λ リシウムノ キz リウ向司君品

作状態、とし tιo?J c，.4すu定論lr-:.. 
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IA8 キァ"ソ二ウ山田フ、パ七ランタンヘ司 k良右

目玉手考宇手力五干克#什 合目彦水子
7 骨V

キ7''Yニウムのァ、/'1とランタンへ円失ー疋l手，官くから‘}70 'υ=ウム苦ウラ午

ザブ。 lし卜=ウム， 1.受今裂空局{抑から令島監するとヲ m もA /，:つ珂手践として{空打れた現象であ

り， キヲア二ウム 1J¥'肱(U丈、第 1::あるとl'1'1英沈七とホ， l塁走~:J::~. で亥 3史オる二とが知内れて

ける， キ 7，、ソ三ウム出水三島~i~l -z"与定ひ骨子 iめと L "z 1主， 41，岳， タ伸文‘~ tA‘b f，ゐ樹、f子千三す

る昔γ，7γ イ七ランタン 1::'択北しない局長イと技能と l宇 6伸 t、ふ')，其淀するlÎx._~工房 C 11:， タ

イめ eq. (岳であるを1Iう乙在民以前!工たしかめ，持答し T三 〆今@1'1-， このうちタ低内ネァ

ツニウム m フ、パヒラ〉タレめ英三史併と町、内ようにして起るがを L らべ‘ t みれ，

キ7''7二ウ 4 円ト)...-サ港淀 l乙 ランタンキヤリヤぎ '00え， ~~II(/) フ、7 jと水率

向;E1.11:/主ると， 主じたフヅイとヲンタふ t)\~史救 l ニ キ 7' アユウ μ ク{働如、悲~事才れる::.的場

企止全 <I訂様!こ l1， キl''1ニウムトレーすき合手ひ ι'%島根 1"-つ"て， フが， ¥七ラン?ンの

予児被C， 手之もって {EPl， LLJタ鵠Lt::的ろ， 列島ネ 70 '7三ウ山トしー?町キ硝磁器求C，

犯者~ t c 宇佐， o‘たれu:左IC今雛可み，1:， l'む l降主')， 1--7和9川"/ニユニウ 4 ト L 一サ A 悲鵡#ががr叫、
る， しれがって， ζ 内去三史 l立 t良藩で l事な 11がと J考之られ丘町で， Jt司祥子 εしらべて以
t:: すりわち 等毛 1[..d)ラ←ヲンとノ フヮイと水事践とがら フ、7 Iとランタン苦右高 L， み

えフf:.o足して， 軌鳴した主的を，一定嘗評号し 己れにs-{岳ネ 7'ザニヴ山吉，シく{，.'l' ろ l'ろ

な得額同地出水落液"1:t，l1) tて小リ宇也、毛 a フ、ソイとラン Pニ，矢先 fφ‘つうに行うと ;[1芋J フ

、ソ事イ才ン出tI!l*'1ψ¥":>!:-;溶己fo_中 1ニ待作し ており， おひじように 7 ':1事イ才ン壬 ~i[.: t島帰，

r~ ~え 1 1-'; 酪'r主ヮ、yjヒアン毛三ウ山なといのが2ちょ定cffI 11存在手 11-， ，. I帰岳主フ， tワ7ユりム
<; t吠良岩在れ(， フ、7イ仁内各局落度!こ， P，及j自号炉、比例ヰゐ， ニれ r:-;すして J プツ宗ィ方ンき会

手作 lJrJIh， r三とえばI 硝践ランタシひと.'(/) J/乙落己完 tfF11 Jるt キ7'ツニウム l立公〈ぷる υ

11， わ苛いかしか成義マ札 1"j.ll. よ同ことから， 会 7"'/ユウム向 7 'Y 1とラシタ」ヘ珂安光 11，

フν系イ才ン間関手 L1三吸着現象で 11.刀打#、 t推克すれ丸

この l手控 a，反着であれば・;.史殺めゑ面出状態 lこよってノ宍究宇 ψγかわる t悲之

られるのていノ アツ tとランタン法裁内控町出実波キヘ m 品管もしらぺ‘てみた，
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IA9 
けb)::H Pl丞相叩マトク*ラフ守 I~ よる会為 ~::r/"> 夕鶴(対 E 収)

臼本穿子力五号先ア庁 5産旦質斉

HOE.HP!1:f!ぃ f::1主担クロマト少ラ 71 Iニつ II -r 1手 放今集主首長向中町長持今挟搾ゃ

i故宮め締i類元手のZ自主令離なと、常つが同報色申γ必も. ここで， 1-;1.、 シリコン処理した砕芽、

主主{手持停としれけ DE H Pのカラム吉明い府政 f漆融制とし化、メl制， k お tか，:Z・』の

合主頬ゑ季内相主4ト離 l乙?いて調ぺ，砕ぜて T0 P 0宮崎 l'作並相クロマトク"ラ 7f l;:主

る品W:t.，弘前令齢l己つりても妓討しれ.

安験方法 l手サ l報 k弗ど同じであゐ. ジメゲ Jしジクロロ乙ラ〉で月理し件延、語、主と け

b E H P李氏11tJ・s行TοPoーキシレン円ア也トン洛3えをよく港会して波置可る. 7色トシ

がま華北し去ってから伽酬を抑之、正鴻乞が7，tむ宇で過洛よで・2晶めみ. ιれt.7k中l乙貯え

て会才、/メ!f. 1 乙 fov てす宇品 I~ つめ J史閉す~. れど、今回lτHDEHp"t各会11抑 ~ν内
相手元り註金主主吉明い、 TOPO今場令.1主前回同株/ilTi ι ;51)加えのむのを i食ヲ九 円ムも

前回iり、小 tいま"":Mt/)(7飢のものを主 l己株用 Lr~. 

も工類え春、とfkt母今経iトしーす量的1J"t.)p"，，-) "E: Li..ヒ カラ内のわ襲名撃の約10見i主主ゐ
J匂母ゐ在、 C./ ~ ()・nl局職お為官、ち方ラム，:t，良着手吃、 バげ五R践でfJ"，.を海fit~ f斗量 s
ρ.~ IV ，五百磁 t‘、応札J 九， ~は t. II}員攻落書生i~. A，相 11 ι れら ~ι 特ぇ号、申、ら九4- ι く少佐 F れん

-~~I;: こ内才会去による鳩令ぅ争工教え!iの 4ト離イ手叡 I~λt と云われる沖γ よ円ょう fι突妓

者~I守で /i ~元馳除草足利之でマリ、守い骨て‘拍車ー令青色 1::' 支博 êi 苛二と 1宇咋い・ L&tかrF.トl
q守(:;只犯し 1ミト L ーす雪の々叫ぬt1: O，It:/'I泊画室晶司王とし 1 古ラ 4 /-=-つ寸().)t(碍~で、 Lt>.. ) 

ん .Pr- ~， /).(;-/II);~践で P帆 t 亮隣有る./h...持 Pr ~雪作ワ/与陸できかいれLc..昔、ち 11-品駐すれ

ゐ TopO E 岡いれ年で‘もLJ:. f吋 l:'~;:;庇ぞぜニ r::. Am t事 ().:tS'1'I席検ゃ i品昔、ち今維ですゐ.

キf::. tJ. J{ 1'1 II/VO] _-之，?S-H IÝH~ N/)ヲ I~ れてル リパ冷挫でき Q. 主ヶ月間O)~鞭ヂ J

7曲 tf令、与蓮'!A-'kしれ同一等，Iキ1'-1... '1 J.;， A楓偽名弘佐官[_C 'IJ. ~ 1;:手不
隣Jr糊昔、ちト令髄;約7句出荷附才ジムを |れ吋! 手
JRf<-/で主時間担射/...， 約均時P耐え置して M，'~~，J.. I μ 叫 I )抗旦

iキ

川嘉手乞い、今バυ陶芸弟決として . HfJEHP ¥ i./ I，()'/〆 /c"，1.:~ .~ 
-I:主孝之目方ラム/:;..つ 11 史 I~ 1)伝刈百臓で古う I .1. ~ i落館者1) d.3 /V局面支

ムc~亮フて 1"'0仰がら 1"-1， 匂け髄 L f~. それf_.. I j，:?' I 法ラ山 HPEHP 

収減惹回線， rスヘ・ 7ト tしき測定し‘玖射代苧 ¥ ).;; I 3"，咽μ7ι札

的 1;;.Iキよく令障されtいんこ Eをぷをめ 1と，

制 1/b.1.副精号法jwんを中tt球射し， MAμAa.t仇川ヘ・7ト tしを淵免れ 7年/11悦主椅現
有為 1乙め付/)EHP当L相クロマト少ラア 4 空間、I1乙.
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IAIO 送料 yロ叫 1ラ71.， 1:::よるグ}しコ=ウム ハフこウ'""> /ト緋

日亭尽'.}h昨究所 主野署 o童三今男

') ~局rt トリ i' +Jレ( T s P )ヤトワ-)'¥.-'1 7十 lし寸ス 7 'I >才持乙ド(T 0 P 0 

) rt 'tれ't..J'L'会民 1 ドイ1:-~主1 ~オニ司;-~:~手抽.x..用言え t. ~ L て A<- 利 1J1~~'-1:\I:;リ~ jι谷

刊であ 3。 ζ 小4叶畝手 iユ抽%，剣/' L '(句宇，]序1"1 IJ_司、 lz， 最近 1.1益事El7ロ可ト7"ラ 7 1 1三

土利!司~ ~し， 手主dト誕生仮初ゃーヰ土燃えt:勺 E、円相互主少青i王q 町史 11'"i! <h 'l> ，ト t い;， ， ι、γ

r~ .J'L ~ ")ま入手:1二J. ~ ，、、 'l コニウ'"- 1'¥ 7 こウ久司法相 7 口宍ト 7、ラ 71ふ離 Fまえサ，

イト手権手 i十F嗣イ r，。

デ7口口・ジメ今 lレ・るラ;. <:“書1λ~ fll'. l t之官。~ 100 Y ''/ι ユ内セラ 4 ト(I手持体

) l:' 100 1. T s P 5' i}，、 Jひ..10万T0 p 0 キ乙 Lシ森永 E宣告比て・ 3 セラ 4トユ:試宇和夫

1叫守l沿、て手千り耳:i<.~ 乙ωj まえ草案決 l二j島当畳句アセトン F加え』 セラ 4 卜 I~ T矢報炉内一日

っくよ') l' l r， "lち すさまぜ l 日放置幸~. ~令後， 永E加え湯込ム τ‘lrs" ~く万ロ iml

放くか~ ~ tt'セラ 4 トが水 l'吃むよう 1-す il， ，"lよウ 1- L て試革主~ 3霊F持率‘づ段セラうト

宅キtl' ~5'え， 攻喰 1: ?夫同~ 3。セヲ 4 ト号 b水宿町 j均勺グ tレコ=ウ久広 J ぴハ 7"ウ《

内/i}iIIttヒrd i夫前 Eウ{二 l<:'Y<<ht二。 すなわ 3フドF処理下 l r，セう 4 トF よく ?Jιfえlr，町方

} Jil乾 L'i "l S'()O""r. e枠リ苧リ有拾メスうつユ Y‘ー lて入れ 3， つ与 I~ -iゆ色tヒ苦手め高森永

町周及型閉じぅ草度0}@えず、安号令cd，' ~守主判 E幸町甘す I之扮，)ゐせ 3 • ζ 司般を安験司前 1亡耳瓦安

え陵町全~ S.J. i:' L，ギ「恥 l之官Nb島小骨量 lTc jS'Zy J:..'ょが， '" Hjちて小 tれ司予リシダー lζ ー

史量加え， loa SO品、よか‘印刷向:j'JるリJ.-1!:" ~事決町 l 叫き平リ択射能 E 利 Jえす上 'r-• t ラ 4

ト吊舟放射能 l' I..J...泰夫句すた射能ピ・剃っ τi司j者阿南小自己比モ草;t l r~. T s Pーセライト

;1~ ご IJ q.Zγ J;'ょゴ""Hf J) 外 1~1è. t仁1;1可 N J~量級以上乏に上早 ι ワ~宕 N Jk匝l支1::コィ 1)ヨ符ヌγ お

主c"11'1 Hj J) h.ト白ut，) tt (小散係者又) 1;):拘斗.() 下心F'0 -セライトヂーてい J'J， :1'.ι則i_v)城京語、、 l
"" 3 N J)与を itclて"?J2.' 'l・ふ 3 ごぞか‘わか 7 r，‘ フ S J:古ラ d、下向1¥¥ Z 晶敏j主~-%之 1十司 jr Zr主

ょが日1Hf J) ア13Pーセラ 4 トz、よぴ J0九了 o'p 0 -セラ fトヘ均千動 F制イ‘ f"0 丁目 p -

セラ fト手て細川ゐ切す‘之.N jl.由主 r・rf， 酎トl:f)d比較時!怒号 J' 5，容骨捧.1 f-.， -'d"9'ZγJJ 7-2!;-N' 温

暖で‘すてド悲惨す・必ず泊、ぃ、げがわ h、ヮ t，. T 0 Pο 一七ラ 4 卜手て、 16， J 川 rN )晶画え

τ‘上記 4 ょう -J:~王様 0) ，刻字 b~" r号4十f>，， ごオL '7 J) F'青果よりデ‘ iしコニウ A ーハフエウ ι 町広]

ぇ 1去の小縁~，.，比較的 l南平 ιl 方、 t lBJ玄 J~ ，":2 ~ζE がIわ4、づ r，， 
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I A 12 TetmtheY1ylarsonium Chloriたによるlレ子ニウム殿様の抽出
近畿X者初，広大理 0 原田弘、失 ムネヰ?麓
?京大工 品 111 踏 !1Ff

jレ'f==-ウム4tk物11十1"-~の希与 1íl1iを 4 ち，括主夜、 J 重ノ合なピ北ぎ的孝動が持持 1・め:9.

焦点.7ロマト 7・ラフ(::t拷殺な接点線屯理のす.ホ。ーヲ o7いヲフ分互のイての珂究 tTJ才れ
て似るが， ここ τ'I():I03Ru屯トレーサーヒ l1局L1tlレ守 z ウム殿様 RU042.-ーの te1Y!J.phfny/-

o.ysoniuW¥ dloy・iole(以千 Tl'AC 'I:略作する) r 7 0口;J-Iレム1:(メよ 3抽$1:つ"7. 

報告すし 0.111-RUt.f3 ~%液 lëI:キ販の三品化 lレテユウム( Ru (回)s.. t:ル，.1(IA仰を壱帝)を 0.1

N-H U 1:ぅ事情 l1.銅製 LI 葉書 11fr ye n d e 11 i yl tI)方法に便フ之， 4' ffiマ7'、求シウム 1・if'.Lι
在庫 lレ干=ウム tl t併fL L ~どめれ， 'RCc.内/仰03R比CαR3μlμ三f担H停t'c.L L 0司.1門-[(，以C13宅3寝控右
l 1. ， 約0.1ゆpch川F札rJの1)IO~句安bμ ， 0.'川阿件a 臥α仇斗古よ t沙F

t リ，)， 1ρ2N仲-M陥'o.OHO.よsrrJ処-rJ 主背初Dえt了lルし -P'リ)\世ð~ド亡 L， ~同叫 N仰aαω00ωよ例刈P Iにtよ ヲ 7.í!j説空 f代t す ~1J払、，
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iAI3 アミンーアルコーノレ系溶媒Kよるプロトアクチニウムの抽出挙動Kついて

日本原子力研究所 石原健彦 0古牧陸英

I 目的

演者らはこれまで， トリウム系燃料を再処理する際の核分裂生成物，卦よびトリウム，プロトアク

チニウム等のアミ y 溶媒 K よる抽出挙動 Kヲいて検討してきた。 その際司アミ y の金属硝酸塩の溶

解度を増す目的でしばしば長鎖アノレコーノレが加えられるが，一方それらアルコーノレ Kは，例えばDi

iso butyユcarbinOl I D工工sopropyユcarbエnoユ 等のようにプロトアクチニウムの優れた抽出剤として知

られているものがあi，;，!J.アミ;/(1(アノレコーノレを添加した際のプロトアクチニウムの分配挙動を知る

ために若干の実験を行なったのでその結果をとと K報告する。

E 実験

使用じたアヰンは主として Trioctyl a凶 ne(T OA)であ !J. アルコーノレとしては n-Butyユalcohol I 

n-A皿ylalcoho工 ， n-日目立7ユaユcohOl ， n-Heptyユalcohol ， n-Qc七ylalcohol ， n-Nonyl a工coho工 nー

Decyl alcohol • n-Dodecyl aユcoho工(n-Laurァユ a工cohOl ， LAと略)を用1/'>.希釈溶媒 Kは主 Kナロシン

( K と略)を用いた。プロトアクテニウムー 233は JRR-l (1(て照射した硝譲トリウムから卦離し，

硝酸溶液中 K貯蔵しぼ¥: 1ヶ月以内で使用するよう Kいたし，その放射能純皮は T線スベクトノレと半

減期の測定 κよって確かめた。

実験操作はポリエテレン棒状瓶を用いバツテ法 Uてよ !J 1 - 2時開放置後(26・C:!:)0 )主 K 舟配平衡

値を求めた。

皿結果

クロシン希釈のラウリノレアノレコーノレによる各種硝酸濃度の硝酸の抽出実験(1($>いて， 硝酸溶液と

接触振滋している時間，平衡 K達するまで K要する時間等を検討した結果， 振巌時間 V亡よる差はほ

とんどなく，放置時間 Kついても種々濃度の硝重量溶液 t亡がいてほ¥:1時間以上で若うれば充分であると

とを確認した。

ラウリノレアノレコーノレ/クロシン溶媒(LA/K) と穏々の硝酸濃度(1($>けるプロトアクチニウムの分配

挙動を調べると， 1 - 6 N (1(かけてほ宝勾配1.1-1.8 と連続的 VC変る直線関係が得られ，駿濃度が大

きい程その分配値は大きくなる。また O.5N以下 lON以上の猿度では信頼性ある値は得られ難かっ

た。酸濃度 3N附近の 5% LA/Kではプロトアクチニウムの分配値が非常K小さいこともわかった。

つぎ(1(TOA/K溶媒 K対し酸濃度を増すと，ほ¥:7 N前後(1(Paの分配平衡値の極大があり .3N附近

の散濃度では小さな値である。また溶媒中のアミン濃度を変化させると，約 2唱以上では才 3相がで

きる，それ以下では Paの分配比の勾配は約1.4の直線を示す。 ζ れらのことはそれぞれプロトアク

チニウム・アミンまたはアノレコーノレの比が 1- 2の割合で結合するためと考えられる。

クロシ Yで種々の濃度 K希釈したラウリノレアノレコーノレ溶液中(1( ， 5Voユ%(1( 'fri octy工叫ine(TOA) を混

合した溶媒を用い， 同様 K してプロトアクチニウムの挙動を調べると，個々の成分の分配値の

14 



単なる力日成値よ b もはるか K 大き~分配値が得られる ζ とがわかった。~草子. 3級アミン 5 ~もの場合

ラウリノレアノレコ Jレがクロ γン中 1、-2%以下であゐと芳 3相が現われた。

一方 5 鴨ラウリノレアノレコール/ナロシ y 中 K 種々 TOA アミン濃度を変化させると， 8%TOA/5~も

LA/K附近に分配伎の極大が現われる。これら大き念分配値は，クロシy中でアルコールとアミ Y問

V亡何んらかの相互作用が働きそれが新たにプロトアクチニウムの抽出 K影響を与えていると考えられる o

~;þ' .ラウリノレアノレコーノレ Kついて云えば，混合するアミ y の抽出能力は 3級. 2級， 1級のj願K小

さ〈なる。

ラワリノレアノレコ ル以外 VC.種々の l級直鎖アノレコーノレを加えると，ヘキ γ ノレアルコー Jレで混合し

た場合にプロトアクチニワムの分配値は極大を示し，アルコールの炭素数が増加する K つれて漸次減

少してい〈ことがわかった。 ζ れらの場合の体積変化をしらべてみたがほとんど無視出来る程であっ

た。

希釈剤の影響をみるため. 5 "/0 TOA/5~も Octyl alcohol/diluents-3N HN03系 VC;t' V>て，希釈剤13種

κっきしらべてムたが，多ぐはクロシン程度の分配値を示した左かで，クロロホノレムの場合 κ小さ<(. 

ニトロベ y ゼ Y では異常 vc大きな値を示すととがわかった。

日olvent急 Diユ.uents Kd(Pa) Alcohols Diユuent Kd (pa) 

Cyclohexyl diユauryla且1ne 0.35 Butyl alcohol 0.0045 

Tri oc七ylamine 0.17 Amyl alcohol 0.09 

5~も Amber工ite LA-1 K8rosene 0.02 Hexyl alcohoユ 0.25 

Amberユェte LA-2 0.01 Hep七ylalcohoユ Kero- 0.15 
50，¥ 

SDne Primene J"M-T 0.003 Oc七yユa工cohOl 0.12 

Nonyl alcohol 0.1 

cyc工ohqxyldi Decyユalcohoユ 0.09 
13.4 

lauryl a血ine Dodecyユalcohol 0.076 

Tri oc七yユamine 5"/0 7.5 
5% Lauryl alcohol at 3N HNO， ( 26・C土 10 ) 
Amberlite LA-1 /Kerosene 3 

Amberl工te LA-2 0.8 

Primene J" M -T 0.25 
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1 A 14 DEHPA による塩酸本来からのウランの抽出

京エ試 O~左藤太一白崎誠-ム田勝進

1. 自由り

5賞者うは既に D.i，.-( z -e.t旬以品すわ-rft“付叫ん叫.LeL(DEHPA)による厳喰戸よ
ぴ戚霞是非識がるのウランの抽忠実草食を行ない， そ札らの研究結某のー部を略表tJと;-eJぶ
報菅I主主らに引続き DEHPAによるウラン一塩酸ゑの抽虫に吋して検討した桔某を発表

する。

1I. 実験

ケロシンをキ老~和lとした DEHPA議攻によリ塩曹段落成からのりランの摘通えを符ないp

塩冨食事lえウラン護度p 抽虫塩度などのゐ証平衡直に及JX'す影響を調へぐた。 そLτキ模紛l

の相違による抽虫効果】こえぽす鷺零を調""""また T札-n-仏勾L~μdι( T B P )の

協調劫さま3，4)につき検討を加えた.

][.錯来

品〉塩竃愛護皮， DEHPA護度芯よぴウラン魂皮の事響

DEHPA  によるウランの抽æ効果11*~本或の塩酸三重友の増加に横つ τ 脅しく域少す s

bt塩酸z震度lJ¥拘 6M以上ゼはウランの分配平衡盛 3主あまり喪Aヒしない.

そして令龍平樹直の DEHPA~震度に持する椋特性広よば射実相中 1こ抽虫主れ品ウラン

三葉患と水審議担?のウラシ5震度との肉ほを調て3三。 その持某DEH PA  ，;:占ふ土星稜率五反か

らのウランの抽lh叱一般に

υω叫Oι:+〈川a的〉十日2(ωHX叫)4(ω川O叫〉 芋戸主 U叫O九;(X為i-Hz(OωOω〉十之 H的+九t
'一4)のよ 3おイ二守ン交換友J芝、 〈ただt， (a)あ・よz;.¥・(0))まそれそ'tt水率境相およが布桟相を

~L ， x= (C8HI70).zPOZずある。))ニより行お札るが，ウラン護皮が晶い易令lこは
U02X4Hz(o)十Uoffa〉十 (HX)4(0】戸<UOZ;)ZX6Hz. (0)日前ω ω 

2+ _ ..... _ . _~ ... _ _ .. .. • ..+ 
. 2 U O~ (a) + 3 (H X)2 (0) 手主 (U02)2X(; Hz; (0) 十 4H"(a) (3) 

の-potす抗的A..-乙 U(VI)-DEHPA ckr叩-kの主主義に基プく反応により支配されるもの
と思われた。 その 3え塩酸5車度1)'品ぃ場合同Sこ】l-， D E H P Aーウラン一風貴金ゑZ));: 3>'ljる

と同議Eこ

U02九α〉十之ぱーはけ(H x).z. (0)戸 UO.z.ctぇ (HX).z.(O) 仰

の謀者草加友定・ポ蹟~.\干すると考えられる.

-s..)令官皮革度の事響

ゐ認定操教の抽去三温度』こ対する掠蒋牲を欄ぐた精気抽忠:;~皮bぐよ昇するに咲ってふ酒IE~桑

歌山良干することがわかった。なお訓主主持果より抽忠平衡のJl~、熟11\表められ，主主えす s

a昔~t念~の持命、工J年ル有:・ -11治雄克之れた.
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C) jf7ゑI'::~Jの影響

種々キ軟剥をJlえ DEH'PAIこよぷウランの抽.fu.能力 E比較した。 その結果を例示する

と ~I :表のよ 3ずありJ キ釈剃の謹類}二より抽:fu能力法大きく左右されることがわかる.

キ 1 走

寿駅や1 I抽砕石「ーキ榊!
ケロシン

ニトロ〈ンゼン

四塩Aヒ農業

d) T B Pの協同効果

クロルペンゼン

ペンゼン

7ロロホルム

DEHPAIこTBPを共存させた場令p 塩哉書菰からのウランの抽出能力は芳Lく噌太
ー 1，3)

される〆p その協同効果の作用11ウフン一放置貴義 司場今のそれド著しく類似 Lている

ζ ミニボ明らかになヲた。

文均反

1) T. Sa.I.o， J. I~. Nμ1.叫M凡・ 2476 q q ( 1 q 6之).

乙)T. SιM， J.lnbもま.N札ιι 仏μ凡ー主主J 10守(1 qι3). 
3)T.Sah，J.I礼杭す・ Nμ.t.cιM札・主主7311(1'164); 注意義〉ヨ争マ回放射4ヒ
考討論会請書零言集J f. 17 ( 1 qι3 ). 

4) E・2・， C.A.B払.fe.e_，Jr・， C. F. Bau }Jr.} K.B.B江刺肘¥.) C.下.らι川叫札 M 叫
J.C. Wぶ.L.， P.i'UT叫~サ.6 i .tL. S.eιω乙ω.&->'¥.叫叫L叫""，-U叫t;，.dNa.t悶ω Iγ仏必ゐ仏.ltJlI冷訓t且Jit<.叩um刷114
ω十叫叫 e肘叫Y礼\.-.t品ル~ιP.ea.相斗Aυ仙A叫寸 A恥 ι…c E叫苛す小， G-.仇ω-a.， IQS8'，
V~. z8)-r.之 8q J U叫んd.N~ (IQS8'). 
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IAI5 Ltp う政カ jレシヲム I~ 対する企為 J 才ブの昇格β

才〈よ It.. iu可 i ，tAノほ信 凶 ~K'..iL L 0 A拡井正和

f しゅ j 議方ルゲウム I~ .t与実弟舟 /1綿毒殺は方、手線ょ類 ι柔、 X亭 Yグヤ A、スト

ロン寸ヤムがど司イ才ンま ôri和雄掃するの '~íH lfI :_1れゐ・ 二点らのゑ柔庁γ(ゆj政庁ルゲ

ヤム/~対[.， ?ど司ようなオ1訪をすゐ津、場券今ゐゐ l旬題であ h • 択だ舟 1:rJ: 2-ゥの }U俗的が

先か、渇? その 1つ巧 r 小i1T'Q.'Iヒ寸 IJ:'別みも巧，rFi.穿主主一局利 i司lこfのJι考平術11¥"1iX'上 L Z 
いるヒ JlI.岸し {o事中 Z‘為。、 古う 1勺の戸すffi1.ト赤 ;['1rt lru Aネ表面ヒ弟決巧 l可i三Jι宇平!針 Fぽ
立すゐヒして本め f三も勺ごみる。~ト方 J;ffi、生 1:' 対[.， Z主主ゼ叩珂手か長;理主キ乞ゐ L月ι与れ

ゐ〆 その長 1: 1却すゐ月事~11:あま q 謹んでい rl c" J ~ら 1< グメ宇 lレしゅ?験主靖\\ t均

/痔泉市、与し中う腕万 jレ γ ヤムを主!f.~ヲヴ: その掛州、砂鍛の 5議度、ィ;f;/場点$・どを変

化さ住 主ヒ"1.効L綬¢案(R F.. )の t7!E- J~).手官官在中台討し(<-. 

2 実勝才 j主呼 ~4子'Ilt i突のj_.'1 t.みゐ.ea2T o，2M."尺E. /;"M. 11/~賊( ~ r= lt ~，~空 J 級

ij;y;jt i ，'vf. pH視を i工用いゐ NIl.0付、 ダメナ 1レしゅう政玖1Mから T，fゐ 200判A の誠子決主エ U レ y

ハイ-7 手スゴ(:ヒト極遁梧{ユ入れゐ， 7 1ズコ 1:It葉、必}:p;'(ι(=め1:冷却官主つ'1.

J. T= JJ紘加校悟重:_1'1み fこめ l' ~， ，'1 l: -t!"~手てつ '1 晶 e 通告 υ 時間ご):: 1: 7・'jJ. 741ド1-

5-1"三五雄 l三ヱ"，p'" J:_?後米主且~ .持車i官邑知'f_/ミよリ'$泌すの微量肉、か今宮 lH~'l:t ヰ 11.

1 り i 之その務次~ ~基 IN~ z.' it、， rゴレ Jh五柔 iffi~ Z:'ゑ介民 iι 後 fSí 証)~系乗ヒ~ ( EDTA 
-i) ~ A争z、ETTA ~評決 Z" J，訴えしea.2十の菅左手めゐ・ 乙れ与の J孟より均 ~dト滞係長i( D ' ゐ‘よ

バメ;生必亦 dゑ ~λ 主計1-し「こ e 与与が干ヒし l s'r-n， Sc.-ωF ト'1/， Ce-/叫 f，1A-/tz，L<<刊わなど
をj究車L-r之 e

3. 3-1 幼ム報五:t1< しゅ 7殿方 lレゲ勺ム!こ対して対象介耳'fiJ'/Iこ鋭、、夫 1t月日ずや一一-

teO"_ ， Eu3¥ yJ' ;r，' J: l)." L/~ 1こづいてし中 7殿方 Jドグマ AI之戸すすみ介方を禎糸川の 4とど実験

しにヒこみ、 tfrAi4t盈11""jι す占予争点トも念め tヘ"z it童文かiIYf'l 1: ~走 J 0 l-かし Sc.
3f
，;): R. E 

ヒグし要ヲ(=)待f主しめず e ず市わち pHfJl"イ氏、、場点ト 11入 11'>-定lごワゐ F、、 pH 1/'高〈がゐ 1: 
つれ<:;X 茅(工声「遺uト方 ~'I /' qえれ郁 ιなリ まf三戸'.[.A訟の丞J}tf):11;磐もフ '1る. $r'討，;いすれ

のか方 g'l" t j之わず不可解ザ災 ?t~~昔~ i L.めす e

.3 -2 ft í帯 l来最 iこ ~7 !::tJ:p1手主与 Lゐ因子 1;1:長 jjず占イ .:r;/ドよる緒主哉、と月 ι

られゐ -RE- Ca. 公司死 ?t- !ff~ 1;): i茅求め pH(:よフ Z実作ずる.伊)1..'ずら (J![)- cttゑ勾 p!t，jトー

併綴/げ多来 ，J: 1 兵 if.舟干ると Fパ r 式 7~， {{，//.Z，仰 F ヒ減ナすゐ lミつれて対象か方t全会 14'#7 
I?， ;j， /7 ~ }哲7' レ e 了頑安 it1 ?務次Z'. ~ pH /1'" l，u6， 3 ， ~O， z.7z t I氏くヤ占 l'つれ之入 l'仰向 Jち

75'と増加すゐ， 河様(=府保安主要点 1= よゐ弟-'t ~ L-、ソ例.L(. '-<<ー αゑlユる、、， ? pH 4.，/;o ~夫
泌，殿し fこ場b. 俳腕聖護j妻I}'" Z 門 ，I N! け門ヒ減、タ Fゐ 1:つれ Z 入 1;):抑 81 ρ ， t. t増加
苛ゐ. ι点、 L実β するイ才;/dI 家庭 IミJゐ舟，/dあ苦ゲズきくな" 0 す時わち首必のは門
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回干l員長pH#・.)0内務決 s、今押入，1的μtあゐ炉、 ( A 才 ;;IiJ主，.え4ネ川パ) Na CQ.を tれ tれ IH， 
z 11 / ~午みよう iζ 加弘 f之湯舟{ 7合ん ι、河じ泌をしめす・ダメナ IV(ゅ?厳司萱 k貴仁'(j'l 
厳五反主主 Jι フ1[ rこがそ司~Jf /1 J告ムピ早< ~ r三Ie.Eの薄皮 lこよ l.l:fH幸tJ世却し f三議産
耗l男t'1. J台ιど言語 η られ Tj ν 。 ιれりの亭実点、ウ R.E.. - μ 外 t 入 1; 最も久 F 乍動響~ Jjι 

ゐの lð 緩衝非L決 ι~ z 師、、 r~ 耳減、鍛 A ;fプのJi_点 z、あり. その締まぶ，~よゐあ撃と月 ι 布
のが長老どあゐ。 qfJ、わち採決今 pHh''' 1臥 ι 市占，~つれ t みゐ" ，. A;f.魚J耳鼻の謀反 y氏、 q
る日フれて嘉五えず 1;点fiず七R.r: ( h'よぴca)巧緒A汗 Yの重 /1病ナす告。 tφ 傾向，.3 
ji1IJ z'めゐ Rr:のずかい C比よ') j王手止、 l r之点、? Z 入かよヒ午ゐi./考.t~れる・ F般の場4子k
官半面2ι2:'I t 1¥ d) ji1，ミ tI~ い、/; }主要 F務めら点司 ム巧ょう旬結j 1. μ ;f室類{二 Jゐf-.1JtJ.~ 宇

多tft，!i抹のある l句甚之、あゐ o $ι-[ι ゑ，1R_. E ・ I~ L.. ~べ少し茎ヲ~ ;r，‘ 'J ' lif ~本内での 5ι1I R 

Eよ 1/不*1t z:.ゐ);)，
3 -ョ Ce3t I EuH ) L"jt の/I，.~/;対主主j}. ilfid、益支 1'1'増月日ずゐ一一l司ー仰ヲ抑~' '7 T? 

f. A庁プを1.ieJ.~ レ .λ の 1íf. I! n::較し r~ ・ その狩某，'{，突の主主 Vどある . rH 3 ， 5~ ( ~'i1Iを I H 

蕩決) Ce3t'抑止o E./ナ: ，WfS， L，}ナ /60(?) pH4，S'O¥1II}画監/門戸怒次 )Ce計 :抑 IS，

ELet 相 I~， Lt/十.初 2.2 Yけ J古 fudtI二本" Jil五ふ可 11"'. );cJt' ，1 J也ぇ素 iミ ιらベか rrf.~ 

1~ ぃ j孟!:.. Td-ゐ， sd十，1~2十 /::.ι6 ヘ(. f/' 伊'/ A ifプ半径 11'''ノト♂ v、T=めー L lJ' 7減方 lレ;;'1 

ムの国iみの中 z"1.不客足な湾人言語をしめず k汚ιられゐ o ySt'五A土砂稀全額斉-1，.イ才ン宇佐
11¥'仏2す(;進、‘「二り ご.j'¥りのる去の五島茎Aま巧 1良殺とJ耳l有牲をもつの m't 1(11れ 'fv' 0 
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IAI6 テグ朱ナウムの水色釘じクヤュ金夫への失7児」

すそ天安豆 諸4永点r 均))¥は入目孝夫，O寒竹嘉彦

業予香ら降、 ぎ宝 lてず>'7'‘ズテ y、 jレデ zウム、 レP ウム昨む、め尿手佃存長ひ、、に pHと7]<.目安

ι ;f:::;.令長への 1j 品目 l有{禾ち調う内、、 4微量放射地検穆の分離7濃縮の勘定旬棋釘 ~t守写 p てき

たo ~:ろで今回 l本テ 7 主ナヴムにフ u て水瞭イ乙芳ニ敬 1: 交いす吉夫:児崎拳露首ち平安許し九
試 粁: 実験 lて用 uたテクキナウム11:1三官帆、Tc~州必 X ぴ Tc，??、てd ある.727fで rc'?6?1t

¥d: ~芳P ;K学 Æt.l} ~.骨鬼併すイ 7 ロト 11 /'1亡ぶリ門。(p， 'x. ) Tc反応、1-::ょy型企レ、 ぽリジンに
よ 3柑t-¥弘ぉ、 d:lA" f-易イ;f;/長検樹指lτ エちイズ ン長棋は1::Fジ門oエり分齢、精製し最総

帥 1<:此TcO今の水高成E して用¥A~o 1en 1手応ぷ酔d酬 i.cd， ce品 4.A悦飢A制札よ y購入レ
Fミ屯ので化掌官接l工NH4-Tc04-の水落成であ，た。

葉 遣: 放射能的削良l'"1事、1(1反軍液製命門計数菅、 メトロ電機製合門事T敬苦也市レ、
;丸 そのイ也、島津裂 RS-20型旬記尤寵分先々友ま七棚本製作付製 P6-I05"撃ポ-'7ロテ・

アプ1iむ、 2使用した.

実験汲; 場化才=鉄あ事帆 l事硫酸党ェ鉄の 7K~吾被 l三 7k厳4じナト Y ウ Lへの水 i事政 t ピ会

レ"/ト l亡エリ l葡予レ、 中世1丘傍てか7)(酸化庁 z鉄也事政、芝也、 問時 1<pH包調卸した.ι誌
の1思決 1-:::. あらかぴめ pH~調持したずク?トナウIA.の原決ち加丸、 Iサ暑にお V て急修畷イb
制拐事 ψl手還九者~も抑九、 d 鬼出港量院した。 pH調師[:~撃し て1歩、去最街;春雨ち用日尺喝

令名あリ、 柄、、写官、っ穴場令指あ 3宮沢 イ::r>' 5敬意思 O.i ~し?と。に l壁鼠乞芭ペットで耳又

リ扶射能ち i~~ 昆レ、 さら|て\~殿包ロ別レモ f7>. 放射能 ~ì~~ 足して択;児苧色紙めた。

持 呆: 酸化者1 r-:乙丸 li'、具柔水乞加わ~~、デク~ケウム 1歩、す々ての pH 報t訴に

お‘凶て 1手、ん冶、JZi巴L与Lへ。 -}o. レPウム l手ReO.(ヒして 7)<';落成中で、をわめて裳色で、あ
リ、 かついか写~ pH l-::: d"いて考 7)(駿{じオ ι欽 lく実i応し か ¥A0 ::.め争臭から、 デク主ナウ

ム 1歩 ícO'; ￥して号伝亨 3 場合\~ I幸夫ほし争いじうき士一られ L

品 11 えナウム駿の~t:J挙時で地口:丸事乙、 被~t:.者~折、1-，1:争し手ぃ喝令 l~ I広告義修if~落成立用叫
穴場令い老. 閉¥-¥t長い場合 ι彰、初期 tl宇l字じん沙:!Ki[，し字以古川放盤すれJ1."tft岩乙卑イ舎で、

株々に 1::.i'f，レ l歩じめ、 何草寺倒的後l~l歩約 '5070 (亡孟す~ . し市寸 1-:、税制創ぁ、よぴ: アlν

力リ惚1~1 て民 l字、 衣it-キ l付ヲユ'5% 1::しか孟L争し¥0 した折、って疎化者1) カザ吏 ~L 手ぃ場令 þ降、

トレ J ス量のÍcO~ 降、株々 lく曇先ぎれて、 7K.留著作才ュ鉄 I~"i忠しヤ事ぃ原写個Fと't-i， I京、

icO.i-に写事事の乙芳九ら申t~ 0 

君主ぁ者.~ "'i古口元ン穴場合 l-:::1ゑ 百千棟討咋であ$炉、、明竹、(亡き丸事::'t-I字、流暇;t-歓円

i島次長リ 7K犠七}\':::-欽乞~~風した場令\-::; r手ナクラ干ケウム時 l字ヒんじ 100 弘美~~ぢ事。
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IAI7 1取調子盛れ蒸発す~ ;)'，0 1:1エ予ム伊券重力

尿五有 o ¥亀本雄ーま? ム寿~~

(/) ビスマス 1'1.咋fま手照射昔行時うl! z，包:l， (?t_， '( ) 2/0.<，二二E与の秩又為、れよ?2.1うも E注減寸
ム 5買意ら {t〆久マス小ら，1"口 Z 争A.0> /.会易産法 E して融制司孟梢弘，法 "'~l翁』刻みJ 胤 (τ

kCf.ーム'Cf.:J..融弘正イト物-kムダ久イえ l句φポロユ寺 A 伊Aト画巴 l'つψτ幸氏告レド. 二開実験

l' J会レ、て易収岬v孟咋のポ(.]~守A. l... ;j:丞的て，~~色し伊す< ぜf7)JゑJをし T之がスポポロ二争ムの

li1え σ'¥i、手f史〆p月う制"e 保守"，
そこでかl同(1 21:九 φ トιーサ- k 1相νIiCR-u:U~'もの!fq巴J 政手色 νT<布、、ス 1疋午、。ロニ守 A

引 ~i-Jキえよへ例 Jf])t， その l到え時相 Ij，Oロ二守 A 相』ヒ手釣 -rfI!'、何本~.封亙什 T干ヲ 1，切で以下ド

幸良」告寸吾，

ω 脅し若ロ萱 nうp をメ会川急、 I<[f-Ldj .jt， 融i髭~~勿ì! l'しプン添削要して・， 組 q 1f 5:孟ゑ lミヨ件l司

ほ， fくj失介却レJ4のJ 都在寸シ 7・')ンアし τJFoBえ憂す 3ι l!L'ょっ， ホ。ロユ守 A の

‘長名手 E糸、め 1'-0 同Fヰ(，ニの語訳都品伊よ打l之お折れrd台属板(棺 <t1f五豆jえ↓てほ持1/r:初
旬~， ，¥'ラザ勺ム J 線ヰ語(， f 2噌( )~私杖) 1ぇ j患毛 IIF 2/1".0 を場iえし， ずスヰ犬 l'祢、ドポロ
エ守ム引金属叫えへの、本通寺 Eネめ Fo

ポロユ守入抑え萱(-1:.:7。ロ;f，'- 'l'~ r Iレ方ウシアー l常事事瓜遁'jえ l主主 q行td'， 1'. 融僻

fII.市明ポロ手守A.l本井胡戯れ且か IIF K長線紙上 1~ ;jJrよJゼ J 民規'1え E什 tij'， 1ミ.

[の KCl'μ[()そ誠氏'il:.Ai'，均貯らt7l ;voPd引永!e/宇州車生時i旬3時間-rIt... :1" Y}本l翁気てや 11:'/-00乞

で 71・1" I/fO・も で竹・1・弘主訟で昔、~ . 

法皇レドポロエ守ム E金属);f.えよ 1<:広j首干 .-t1:昔喝!，ii'¥7li基良 E成員寺 Z明1州系島 幸~1，白~，
J¥'・ラデ、守 A，扱核iミつ凶て来、映し i'尚泉主 JillZt、寸， 晶君註l'ゐIt~ ;t，'ロエ宇 A 伊永畠量
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j)¥' p ニウ A <1>~長へ伯爵、~90 示。ロニウム相ノマヲデ、守ムへ

の蒸着
80 

70 

60 

5"0 

40 

明
，

w，
2.0 

(
三
)
蜘

s
£
ζ
」

'10 

'1-0 

30 

A

V

A

V

 

r
o
f
 

(
w
h
u

蝋
E

泣
い
ド
ム
20 

600 200 300 4Qo. S-O() 
紙技引遁及川)

10 

!O() 之00 300 400 500 600 

ハ。ラジ守ムまl明主皇友 ('0 

10 

/00 

司書耳

主将

のj低下 l-t-jJ，_Jt ~ %-及上 l二氏着 l-rて示。口三守ムの金採1;t.員。、らの J長先 l之よ~ e考主.;， 1ベ~ 0 

朝以外17>-&弟紙の F場合lて4th旦円九ドて唱、私員量的政，，;してい苦夕、、_17>裡命邑 U.l11:係正

拍ヰ，Y;f: ;1¥'ロ手守ム(ホ挙 1"-11孟iιポロエ守'"~レて、武高レ τν、干のて l "l: n < 4' J如ズポロエ争 A

(戎 I~ ，~友 4ヒポロシ申ム) !!. [..て，t喬す 3 のであう I flj註J1::.F口手守ム畑、ら-t孫J#(11'-:ロ多守ム
(戎 (-t(~わヒポ口手守ム) 1之変化す苦 Fが[之官売品良明雄友〆 1)4-_ey_ rf切で (tr.. v、ρyj時zL
f手) ，f\' 回会守ム E 忌 j自 J 正 r~4::Pn紙 11:-r )レプ γ 苦いえ咋で碓ぞ1&-J):.[て/時l苅刀b扶レ， )金森1n、

ワ。 φ、民/，e宇 t払皮/!.(f> )幻株主品並約1'， JS''l1ミづρ 明トレーサー司会戎ヵ S;2/0" "析

$.，'J.JJ:.f'-4子ふまえl'つが l 1 {j平年 t~ 裏、検 E 汁?干フt'-持果~ ~I:. I教レ t-:: 0 I丙着の{~ t.~孝子 追及伯

尚j系[1:初]， .t~ I之ついて Ii:袖めて委員加え ν ド 1司 H~~*~Î'-o

主F ニれち念品雄 1-:'応急 J 拡 i'-V"fp 11"ドマうす v'lii金Ic i島研レ ffV'， 

二れら明二且旬、ち肩虫I~~ 必ずら良識E レドポロエ守ム l -t -t !fJ主えよ lて挙 1"-吐瓦.t.ポロエ骨ム明刊

で広追レてい吾のでrl:.n:くノ 斗p，p河.1a7Ll'Ptw 1寸什ゑ y.¥{ i之ホ・ロユウ'" ~ )司ヰネ持品うで!dらして U、

吾左希えられに レド〆ヲ l ..t~ポポロユ守ム/!. v て旬、執 11.岐iヒポロニ争 A 足レて~為

してい苦 E 秀之られ予.
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IAI8 
品良育手品系 l'おけ苦 UOzがい下 P 初づ令書生

最向 l亀ネネ昆 r 言下 。山葬 ぅゑ

(1)融僻通系 ("-hIt吾 uo之いも骨 F?切今誰iミつぜて/j:，也Jt物系 lてついてヲ〈品荷えが、

fj: ，1 れてし、~ . VOzいJEdヒ拘系戸惑解す zす?去作 l'私解必えす/'- UOz. " イト散~ -1i:， αス十
日Z， αz守 H(.Q， αzサCO1甚 r_"明う夜二息子 11'・ス1i )̂マー ゾ1"-; ~元法..，\"、 n l' Iv }!."であ吾.

ょ賓iら("t， UOz"& 対局安アン乙エ世ム主 ~t、融南草花孟ヒ方口、終レ r~ 場合 VOz Iリ荷宙実ア>:t.シ守

ム主i_え;、レ~易 f'-融解温 I十代五色解す E こ k 左長!_j:_レ T". ニ'" VOz. CIlゑ南寺法!令下品Aヒ物ヲトい

お '1~ポス号、。一ジシプ法 l丈比較してば王監下ジつ足時間で.h-え亙余|点 E 干与っど J号之らいに
モ二で員践活孟不 lミ恥 V て UO~ 主 ， F l' ~今離寸吾主主 E 試み/ ，f_.訴えま戒戎v，及j色戎n~'(ミ

よ苦い〈つ p' 相時~ "&kヰド φ で、奴告寸ヨ。

(7.) I羽い r"瑚岐也/i:， イヤ星納付及伺尚政ア〉毛ニ守ム J 湖面実リ二子守ムノ科副委カリ宇 A であ号
炉; これら!宮実 1験lミ[有レ、苦前 iミードんI融秤レ煮、場l-rのちデ b ケー 7r.rてい〉令ま-y， 凶作，t-<t 
T'"ものT!J吏l利レ Tべ 、丸験l~ すべ、 τ 主義t 寡 l司占有で什 7干し、 1融市平盛明.$-森 lますべ、 τ ハ 1) 才が

ラス(淵註政ダラス J銭的も明 k(和、ド.

U) 削弘N03 再三 (< l'& Ij ;:>官γ- 9Nt 01)¥ ，) オがヲ λ ヘ骨吸高: 摂射改杓 z()() 官会均し T'IJQ;乙

/ /J O吋五 2J1明品機/>'ゑ手守ム iて会 P レ I~() ・t いほ ，T 之 tp~/(){) ハャ ι 骨ノ\ 1) オ方、

予 -̂.OI 可ラム ( Il前司.f)( 6t悦明〉の上4F干lミ t7I-1:と /NI'，ι。吾首画灸 T y 毛二守ムでウラ γ 明もが

予え);._レおわ事二主で3丸v'it.. V l'・ 乙明寺ラン i~トむ寺下ふれ念二主 rt ~ 9Zr _ 9~ゆ("t&~コ与の z." 

以下マわう )f-o戸咲上が、カラL>， /"'-"，及肴 J 十1..r-. ニ抑カラ A 1i 手<;1之シユ守峨T!4-t、州

薗i~ T Y 乏宇骨 A でうえう二邑 l之主う y及畠~ ytて U、i'fをy_ 'fyt 明九/()()吸 が3えい it.，1十九1'.
よ仰ベ告下ふの γ何えぐ?ト Jν(ヲヤ IliI ) l~ 得られ 7て古y -うゆが拡真寸兆字自句作 i't;;: ~陀 rf も伺

であ音二 E 主ネ ιて L、'9.

1'1-) U /'(0" -)(1(03不lミ恥 't• !，争守予〉盛ゆ
えF止ま ~Iてよ吾ふ再生 : 場~ s /ま/ U仏

T! 71レ方 1) f向賦也主夫 l之加熱レド喝ゐ〈

7 ルカ 1) !金泰弘引韓換 iミよヲ T 混声tI軍事Lす干

g V~、 ) UO" (1:t南西食品t及Jt、、レ， 黄色惇レ、

レ育者褐色町子光肢が達成す否こ担 Eえ;b.レ

ド. ユ和系 (71 ;i盈友 E又為、退j)._以下 i之下

げ五両面主アン毛二世A.i!市口え e I! :.初予吃耳え

[下意易 lて議掛レ J 手 í~ 存議レマ玉呼吸 7 ン

ゑエ守ム左足発(イ合併 u手う)干佐右左

前きも 01 ~t般的毒ちが~ :. i k且JT..し f'.
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二例 5吃肢を~仰?案骨 F- P 柄下余家守主レ台べ‘ Tミ.

A怖 Nfh 13--Lイノ'(tJJ I ρ~-AずíYt>j1 /01の'!t:f:fT，秘書早春1且 1I0z /t>tJ判'j t トレーサあ百 ψ11.忠実的 VOz

It>t?マ t 主'えたι品げで 2口総レ/.. /¥....-.2μ 。己 てOLMU之吾会計レ τ委色の主主β!j1f;iz 1てレ.Jら lて
に f

之?f""'-320'C_ で加熱す~ ::.占 lミょっ斜邸主~7 ;;.毛三"A ~千余苧 今宇ヲ γ 塩町予定反主 Bつぐ吾.

'ltJ是の7l.域前 ι 逮 'ÂJえ F よ 5金えの-~五ぜいぞれ干ね乏し 手下令守デシ世主主干柔奴レてそれ

ぞれの萩如位4 y'舟 λ ぐ 7 トロメー 7 でヲ~'Jえ ν ， 千余夫~' ~来、め T之悼呆左ヲト l 表{ミネす.
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I AI9 桔イ位色3法建反t二お t吋7♀方核文財州‘悦|
(叱王勾一) ユ一口ヒピD ウ内勺孟/じび)?分子亀色 tζ つ、叶3て

j春、 五可 0キI'l包寸人 イた怯走、

(目的J 極化法定，:.ぉ，'1J物官円挙華設の理常 sト生 l三つ、〉て，;t~えにけ〈づ 1\ の辛1}'I ;J!"報告さ

れて叶 J • ~~韻令棋体可放射性問イ''lLイ本主主役扱う 1-:: T柔Lて、 これら η 零サ・除 1-;:づけての甚s足

先q宮前 E長c .;l二乙 I~ 極的之 T左手ぜあ品。 折々 1色、極他業主の物質主J長扱ヲP鋲η技術的門司垣ε
校討す A 乙~，二‘票移民色免Jk ~予良 1 i乞量的に記述す J こ之主因的三 Lて研究左悦めた e

今@d:まこ-(_ L -z_蓬l己分占企にょうムーロピう Qの海舟量点徒、Lf令官:} L た.乏 I~' 分色色 ，'1 i也円@}ー

に広事th~付 1ダう.rLずに粒 :r η 大をミ乏反日央さ-t!. J之之;di'~責点 J 。 定‘紘t色3まl主円物質 ε検

出す与す;1，、 zして l宮古文射従r-:::たよら.r.;l'ぜなら合、リσ、域射線白身 15¥'k_1;t'、可奈手権η埼特に 7

けて I'J現(i_η t:. .'5，f;皇官萱ぶま，)，勃く~，色、遣しJ各 t 半減期司祭キ旦イ本幸司射，は l司位イ本州、め十且ー

;夫氏 1::'t-手伝寸 A非放射，1之l司イ江イネ勺古文財イヒ的 &J非主 η えさり完走三 L之ユーロピラ向邑孟ん

た:
(-55者J (().J ~究明 l た水 t立、ハ'イ L サクスグラス滅。7 葉、渇~ oz'‘， J @'j、る美智l¥it:.泊客ずえ

1召集活 Lた仇.之宇 000 rpmη主jぷ1T総定ず 1s寺i明iIl¥:.、-1r馳 Lr~ .全て η武東t1司故

に i主に、1r執 L た伎に明、11ミ，手しず、!した左手1Ir事l1三検金 4工主れ ，i'(ヤ敗 η微粒ヲー託銀判定L

足直)、 ，1士、ヤη 不本，卜えだ令りを w:l主J，，:.'分地ιよ 7初来白トz減少す品 15)"'t全'("， ，:l-なけ. ，kの

精製 t二唱し之 I;!- 更に玖 ~ηI〆容がめ J. I註士夫η進入 E防ぐ、ために実験室 η株主l..iま停ム tた

ぇ、 突再定宜保ぞj色局長針 ι明会議アン壬エー 7町役ゆと避 tすた e

(b) iHk.，射怯ニLーロピ勺 hη /0-10rv /0-1' M % え ttkoH 令ー1).'、民んrH~ 0 H '::.ζ1 pH 

左舗を L 、垂心、分議t(/6000 rp 明 1 崎 f~) L た i主‘上主賢一え量 Lf 紙 l 二 L キ~ま tι

て幸Uil:.L. JR.Rー 1 ~...JRR-:;_ の長L乏菅 f ナト主手@、射 L'z古文射イ仁し、生じ、た ""-E此

(半減、期?、立 h) ~ "-1'-，v;;:: t勺イ也からイι4担分離 L L 乏の古文射能左京'1えLて孟3忠孝色計草

Lた.

c.C) J R R一之!で 4サイケ 11..十・院予息長射 Lた仰J'，.. q 03 JS、ら ISSE比左イオシ-t4史今総 L、
このぼE...C宇:食制 l、7y) gトレーサ-t.. Lて、これに非吠料l圭.:1.，-ロピヲ向 /ρイfv/of
t1 >$-~民主加え-z. 1((;0 H z" p H e 1，周整 L、、阻3良三LJ己、介馳(え '1000 rp"'dl， I日f伺) (たt9._
よ者一え」量定キたって古文射能と兎.1/えし逢ょた苧主刈え tた。

〔本官更〕 川ユーロピ勺 Qη孟3定過線(乏対こ宇一f'H ) の立 Fム 1p H I~ .:J-.ーロピヴLt~ま

jidfJ虫、守す 4佐イ色、、方へ奇号室4寸占 e これ司、落解J量減ーえ司法引かう且掛 '1Jニ外札 d'1.っ

τ毒7し x.. 1 ヴト 7 勺~ J セリうム寄につ、、ての奇民主'(i -f;人守九

(~) 地位表j史ユーロピ守ム η場令、 pH d¥'、d、S-rv 久 s- 2" 重，y:t.キ.~ /ρoゾe二iι〈三 A
!)¥"、 乙判以上 ηpH "l." 11 与えオ t二主主危宇品ぐ~~'ケ苛 J • この傾向.1./ O-r M ずは企〈みうれ号

、1ぶ‘ l ーロピワ匂;食事Lの哉アすJ経大をく令 7、長担品名 η場令 (/0一切) 1二'在、 f'H 10、
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ずfをかス D戸しかえ咋 t~、 l (団移持、). この説叡 IJ.マ'1Q).室町 7k蹴k_:l..ーロピラムの波

及 η ゐ裁小0;1辛子演|えたな、)tのであ;¥. p 件?、 s で 4車、祖必コーーロピう Q り孟=;t宇 I~ 、 iヨ

転数乙壊。二噂加す占丹ピ、ユーロピヲム色合心主立ナ司，他介iヒ75¥'、ζ円札事え左 i1o.うす4ηz

考i 言札 J. 

非古文射，陵町イ包~ý...骨文粁性問 4立体勺向勺す勧勺差 t立、~ð) 1ミ号交z_"'1 認、めうれ告がった.
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IA20 薄唐ワロマトゲラ万一lニ同放射性按婚の令離

古史医石4干 0;可本オ正一，イ手沢正実ノオむ下車己

権零

;. 1)カゲ 1レlζTTAを加え七7。レートお上が，乙，)カゲ，レのヲし一卜左Jtす)'，て I .よニ L以Jれ4 
らのつプ。レ一トに付する放前柱枝藷の2挙F勧左 Lらベた@誌斜，t主と Lて救与裂主J民可u均勿点ι、Iび.
5誘脅導政身射恥1，)はi
あこ fなよつ h匂デレート 1工1司、)t~ ガ、ラス掠1立長主 20 c.1l1ノ中 SC W1. ぜ，度酎槽 ，1" I ょこ型(
角型)ゼ向倒の l司王立あ、ょぴ庖⑫に rろ紙正 l王 s 土牢J五で尾銅 Lt7. . 
1、アアAε 信心 7'レート ε{愛i引すると芝

TTAd:，主く l弔いられているキレート剖ゼ¥予言暗油虫戎lこよる令離のPf"，こ， t; <利l刊士
山ていゐ。その今く I立， ;.夜tlilt'利l弔主点ていてノ l到来司で利l弔宝』れる二ど，;):， (まと λピ、ない

。TTAεをんたγ。レート芝づく，)，故知pト生投手量正スt"、ヮト L，展開青小ュ君 Lーと雰士せ，
その挙動を Lらべ， 111相ピ戒相のヴロマトゲテフ5t:'ニよる布離が、ていきるかピうか，七しが
わた。

a)安 E長
1K開制 t二I"j: J rイ酢鵡 tこアンモニアァ|くま加えて pHt調整 lt: tの， j)，よぴ II可毛/ケロ Iレ
曲全面設なピ;t=Lち¥， 1 t::. 0 二の実、経ε行「ょう iニl土，えず， {費l者ずきるような;丁TAε 事む 70

レート J:"I下るこどが諸島ずある .7プ./_--，卜、の i菜~i働奇 lは立平 5芳宥て
. 

白的守Tなよす効b軍εもち l玄層ク Oマトゲ、ラフ3法去の才操安{下sι二人，t.たミえるよう fなiバ;姪皇/怠昔ε4つて、い、るこ乞がが
f坪与幸ゼある.二のような I!;.:考案件U靖之氏アしートJ:f下るため，滑R.I持計 lh結家 I--， 
主‘のよ?な方法ピイ乍ゥ止プレート止イまl引する二ど、:ltz.，すなわち I SeiQerの方法て、、精製

L tニシリカゲ 1レ2. 3~十 l 二 TTA ワチZ加え，手L鋭、ていよくfE宮寸る a 二のf毘右拘<f:， ;k_ 

50 c亡，て、λ♂ん 10 <t-の者:戎:夜1二，少L才、"よくろ、 1)まぜ、なか、ら加之る@ これε，;1く
平包」二の 70 レートイ乍~告 1二あ、 l tこ1]、ラスネ反上 l二I App!;ca:ナorε ーっかつてノ 。、之~的刷の

/軍吉てい，(]'壬のIまいLt.::。これ ε白完史民峰 lて主ち， lt:乙。
b ) ffr 泉
シ，)カゲ 1しεヵロ之な、 3ゼ， TTA時、持剖ピ lての f ずμ?ムε加え九7'''レー卜 tIfっ
たが、 d患注目、長、ぜ、問題がある。い)ーかJf'，しきち~z.ムど発乏が、ま寸ので、よいように~えられ
る。 こρ ヒ去 I DI2えたシ 1) カザ、 Iしのもま岸あ要 iこあ、よ I=f'す野智 I:'~ けて j土持討中である。

ストロンチケムの Rf1士，イ色、γHぜ1主拘 o、つゼーめきが，展嗣i花開 pHさあ'1'~ピ下がる

ようである。セシケ Lへのr.f1なIl酎段の pH2、5昔、らふ3の周では J ほど λピ一定 f豹 o、ワ
てやあった。密室長(/)l<f 1まrr:.聞i及、のFけ3ぞ l主r豹 o、η ピ・di;勺 t2. D L ガ L~ 同夜の rH !>以1::ゼ rt

J革主J ピどまる。コパ』レト，1.展嗣段目 pHI、6て、 11:庫、ιこ一計どど、ま‘)ta:;{.円守する。
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LガL，尿剤i設のrH2汐らるの詑l司自立康、吉、 1ニどどまるよう r，s:-.(1111 j勺主示L， pH .)!、はぜl才
安室 t二手力がない。ジ lレコヱケム"1-;):展開取のpH之、3ずら 6、3まで、の周ず広島かない。 T7A

と話料がキ L-- ~イヒ在均<!:. ， -:> (主ようなお千で， 70 l--~，二 r どど、まる瓦うすよイピ鮒ゼ、あ

ると~えられる。 L のと三，キレートイヒ伝均の tW定浸定数か ，I<f 値 1 ニ ， t~ λ らかの l刻俸が

あるのではtL、すと走之ら刈る。いす以のt品主 tI話料.=.t@ィ本主加之 t:d事告ピ，如えな、、

t~私生とてい lま，貯の直が I 1まヒ人ピ>>._わ与な、 υ 二点のの科手ずら 1-セシ~ムとコベ tレト

ノストロンチウムヒコベルト，セシ ryJ-¥とご Eしコニウム J 又トロシチryムヒジ.L.コニヴム

/ス卜ロンチ ryL-， と聖匙 F セラf7iJ.ピ堂島fよど、が相亘4う高直できることがわ方、つ h。なわ，
ず1しコ三ウ L，正三.)カザ tし乏ロl主着剤ヒ Lてf;j祥 Lt2紅宰苫，--"7壬、の之， ~)I二示す.

2 シ1)カゲlレのプレート在使l羽す会どさ

包)ど 1レコヱ手7ム一二大ブ、のIjj奇在

fええの玄/事 70 マトゲラフ』むこよる lI)i与IJ:， I王ピ λど、 HFε雇用討にit，)ているのず
~11J~ 、、 t こ不慢でめる。 L たがって ，H F 2: (司、汁ょ、、原同制ずの粧f王るがどうか， tミ(か

約「と。

安 駿 予1)方ゲ iレの 70しート lま，'$eiJerの方法ず I11.-ヮ型乙 1) カザ、!し E精製 Lて
l官、、 t<.• その知~/;): ， 乙 1) つウゲル 40~ I * 40<:<: ， で人、S~ 人 4-}で、ある。

結果
12.，N 

1自体ε加えなに、，:."，J.....コ二ヤム，ニオプ I土ノ展周剖と Lてγ説的程在イ受「て令灘て、、主 r.:..J;両
面性ゎ -1草底 t二よる/最高庄のようす ε(らべたとこう I 10 N上L下-z.."，士，う五くの高皇子王「よか「

h ， tr. j:，'， 12、!;N崩白撃でt， ~正料、=担イネ主 0‘01弁門理夜件え告とF，j説 f圭なか~ t<.~ 崩疎

のずわ 1)1ごii由主主，もちい f之がIj;昔ft-(芝なすった。
b )ラど、ヴL..>， D， E， Fの宅高監

RαD， E.fのぺ_，¥0ーワロマトヴラ 75t.=よるの離l土ノをわので長時 fb)'t争すFY腕
ヴロマト 7、ラフ法七、足是 lこあ艇でをきずピうず Lらべf<• 

先栗

yi - 70p~D Iレ1'1レコー lレノ n-プニトルアルコー Iレ(あらず七、めワN尉強リチウムとす

ユNTめ轍のう宰i夜ゼ、佐和 llある )ε展瑚剖ピ Lt.こ f悪名〆 1， _c断l旬程Fまず令誼ゼ、を h.
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IA21 5手暦 7ロマト7ヲ乃ー lてよ診明。ー押明
神昇平.)11エ言丸、

島 言吹
。島 L季扉寸
村ム y与弘雄

のJ年総

市。より宝局、する'II-[ct:.考'( 1) アアワー 1<. 1;令蕗ずる二 k 左目的として藩~Î ロマト f ラ 7 f ー
を/む明 Lた純泉迅速筒堤J:自的 tJ!.~う予三 k がわか) Jと.

訊、新1-::IJ'f青製i..r-.己局長{じ毛 'Jif' ~を昂手 t! t-:: て鶴 t判主チ院解í:r1訴ヲ F.ff財1え試拘1:1:
0.1 ;v刷φOパ多投1"7，)長かし、あよオ門oo.tザん.11てrf奇ょう{て掛裂し、 μ下の史鞍(-::j界い

j之。吸着寄'1{す平販の皇子層 7ロマト 7・テアィー晴子'}力(，レ(ぬん.pB")も{胃 ω、ユれを
約之{告撃の?/乙 Zね 'J# t.丘、 1/ラズ核ょにえ rレァ〆ーを i青いで均一ff厚手伝f'グバの建膜色
づく q、 11ρむと/昨聞乾場L-T-::. Á雲南剤~ L 7. I長、蒋落、球一品政事一子才;..-7 >0護軍その

把色 l司いて投釘 Lr.: )':とろ t:[~攻、古'7.t ~，修卑~-7えたわの ldア乞トン、メ 1I - 1レ‘ L タj

-1レもそれぞれ単位t-::I司いた場局、とめヲた. 二れら{亡つ 3えら札た治「々』時fl反抗、 j張所
3考l前もてf;l r /会(iJ.}重リてJ::る，

Rr 

Deve10per 
tinDeeve(rlaoipni) ng 

Front line (阻) 99 Mo 99mTc 

Acetone 30 ll.8 0.04 0.98 

Me油田01 60 10.5 0.05 0.70 

Ethano1 90 9.2 〆0.05 0.65 

位しi.:嗣時 IJJ.~言ゑ (4320乙である。

二Ii') 1" Z' アゼト >~I荊 t;J:者もよい/合員帥喜凍をうヨコ'<: 17、;忠孝 f:.

時f直11展l布小厳L伝芽厚扶{て戯スワ ァト(、ヤ/グ問、厚~ Itl...~をみ 3 、矛〉ヂレ -:;"3 /'刀ウ

;;-1 一(~r /ミ(')(~よ q スキ T ユ;;... 7 lで、向。と..... r l7) グ銀色，@jえし夫)，::::ろ下閣のすロ
3量得た. 二れより Rf佐もIC'-7 q 位置よ')末めた結果ぬ看刀えきれい iごみ紅l~い;} =と

がみヒめられる。 ιてこオ(をκ緯7{ Iレム(Tu r-2é)?/) を{司~ Iて=岬芽/手 l亡フ3才一トアジ
オプ 77 を試み/そヒ=ろ"~Tc. lJ:予ャ-1'な棟、Rlei.，d)ι、q'Mott序点差宇べ1:.L..尺、j・才 tF
円状;でヒ幸ヲてお，)、スキヤエ >TでT手先ピー 7ヒオートテ予ヰ 1=;7 r/) (車ヒ I京よしい、政

~ j; L"2ぃFと.

こKi.らの {!f置刀、(11M 0ヒQ1''Tc..1.''Jみるニヒ c;t;_究内申ロきオ惑(-::よク雄認した・
Cl )犀;埼p乏rレート」ヱの P及着剤を{苫が.し、オートラタ才 7ラ7?:.. LめJオt芦それぞ，f1.の 77
7予ヲ〉をバi'1 z、唱の手持:明 E刻定(たとごろ、相川o66 持周、，~'lO<了c 6 Il寺J'a10ヌ;紘f主k

よ〈ー苦Jしf-:.

(之}つ、、 Z":: 7{'t_ゆ岬 0$泉えて 7 卜 1レを~ Q、その尤包ヒ0_7の位置よ 1)エキ 1レギーをもe:6つ

戸ヒユ今、え阪佳(0.(仰向V) tよく J 毒えした。
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予ヨン内崩 τ最も /71J崎市母子 1)泣い後殺吋L主新作 iく生九，;l <すけ守平衡のA'i，する内をみヒ

めl<f金犬ヒ tF吾叶l前It言T単位22，fJfl寺lii;t J ..(ー較し芦。
またか歯車 Lf<:~;何o 01 d" t衆文へ~/ト 1レもみ Z l' 吾ヒ、 lすとめ qい丁乙の、1，J rd乙 l主 ι，_クQ'~み

られう 01"、 ニiI1.111J寺向経与量it: ~も K 宅/) 1::'一?のF相手以み kめ乃れる。ニれιりピ-7，;')
桶~ r.経過時!日 k再度1侭長老め、二，j'¥.J;:;t= 0 {て宇ト押するヒ♂ h 丁乙の存A，古寺ヲ斥ど/京い
ニヒがわか勺た.寸n:Jh 1'; q;川o0 7フ7ラヨン{づ t幼鳥畠伎でlすQ1"T0[守Aトく玲均百1..1t_い
える. かくし Z分散 Lf<:刊寸01干寸マリアフゲーてある。ふれを得弓 1=(;t伽Tcのあるとみら
れ争幹介のラ 1) 刀 rlv/l~ 着 F舎を l守訴し、ニ JK 1i1Jf仁り乞 Ll~長止するヒ 1 00% ~丈島 i 亡<H-rc. {まう

つるご kがわかヲ 7三。 ごの Vf.クシオコロイドの'];s¥J、Iまみうれ汗がった。
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2A22 ニツタルアンミン錯塩のホットアトム化学

日本原子力研究所 吉原賢二

1. 目的 ニツタル錯塩のホットアトム化学は従来るま b研究されていない。 とく (I1:='::Iクル

錯塩(I1::l:;-いて核反応あるいは嬢変 Kよってニツタノレからコバルトが生成するさい C ホットアトム効果

は，昨年の放射化学討論会 K歩いて演者らが報告した以外まったく研究例がない。(n ， r ) 反応の

さいのホットアトム効果は一般にアニーリ Y グのため親の化学形が増加する現象一一一一親の化学形

への強い指向性がみられるが.原子番号変化をともなう過程ではアニ}リング Kさいして親の化学形

への指向性というものは左い。したがって後者は前者 K比べてもっと異質なアニーリング過程を示す

かも知れない。両者の比較は非常 K興味あるととであ]? ，重要なととでもあるが，今までほとんど研

究されていなかヲた。

ニツタノレとコバルトは三つ組元素 K属する性質の似通った元素であるので， との意味から本研究

では (Ni( NH3)，) X2 ( X = 01. ， Br ，工， N03) (11: ::J:;-ける 58Ni ( r ， p ) 57 0 0反応あるいは 51N.i→ "00

(β+卦よび E口)嬢変の化学的効果をと bあげた。核反応Kよって生成する 5700 と接変K よって生

成する町00 の化学的挙動の相違を比較し，さら t亡とれ Kついてのアニーリングのさいの挙動を (n，r) 

反応 Kよって生じる 60CO反銚原子のそれと比較した。

2. 方法 ニッケ Jレ錯塩(N i ( NH3).) X2 (X田 01.， Br ， 1 ， NO，) は文献K よる方法を用いて調

製し濃アンモエア水中から再結晶した。 町Niでラベノレされた (57Ni (NH，)，)入は，あらかじめ精製金

属ニツタノレ粉末を 20MeV直線加速器で照射し， (r， n)反応K よって S7Ni を作 ]? ，ζ れよ b出発し

て上と同様な操作 Kよって錯塩を作った。

T線の照射は直線加速器を用い，最大エネルギー 20MeV ，平均電流 30μA ([)条件で使用し，必要

(11:応じて照射温度をー78・c

(ドライアイス)， -196・c

(液体窒素)(11:保フた。

生成した 51C 0の化学形は

イオン交換法によって決定

された。照射した錯塩を

O.IN塩酸 K溶解し H裂の

陽イオン交換樹脂〆イヤイオ

ン宅Klのカラム (10血皿φx70皿皿j

k通し， 0.9MK01.+ O.IMHC1. . 

2MHOl，8MHOユ， 12MHC1.の I1長

K溶離した。 ζ れ Kよって

口02+(∞ (NH，) 5 Xア+， (OO(阻，)，f

ターグツト

Ni(:阻，)， 0]0

Ni(NH，)， ~. 

Ni(阻， ).1， 

Ni(阻，).

(NO， )， 

一

才 I表 58Ni ( r ， p)目。。反応の化学的効呆

照射条件 保存条件
アニー

002+ 。O(NH，)5X2+ 。0(NH，)， 3+
リング

一79'0 -79・c
82.0% 4.4% 13.6% 

30皿in 15皿ih

870 
1陸 ， 

30皿in
53.8 23.7 21.7 

-196'・c ー196"0
30min 15皿in

81.5 0.4 18.1 

室温
84.2 0.3 15.5 ， 

lld 

870 
， 1陣 58.6 28.4 13目。

60皿in

室温 ー79・c
66.2 12.0 21.8 

30皿in 3d 

ー79・c ー79・c
73.6 

30皿in 12d 
-2  20.2 

一ーーーーーーーー..1-
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方E表 57Ni_"  00 ({3+. EO)壊変の化学的効果

試 料 保存条件 アエーリYグ 00
2+ 。0(NH3JsX2+ 。0(NH3).3+

*Ni(NH3).01， 
-79・c

66.9% 5.1% 27.2% 
37d.air 
-79・c 87・c

46.5 1.4 49.2 
37d.air 60血in

一79・c
65.7 1.6 31.6 

20d.Ar 
ー79・c 87'0 

51.6 1.2' 45.2 
21d.Ar 60血in

室温
44.2 1.6 51.0 

37d 

*Ni(阻 3).Br2 ー79'・c 80.5 -0 19.5 
62d.air 

一79"0 87・c
68.8 -0 30.4 

などが分離できた。

測定は 5700の T 線を 20チャンネ

ノレ T線スベクトロメータ - VCよ三

て測定した。

3. 結果 いろいろな化合物

Kついて 58Ni(r. p) "00 反応 K よっ

て生じた 5700の化学形分布をしら

ベた。その結果は方 I表に示すと

な bである。低温照射直後の分布

64d.air 60皿in

室温
63.1 7.8 27.4 

60d 

はいずれの場合も 00-">(口O(N&).)糾

>(口O(阻 3)5X)2+の順 K左9• ベン

タ成分は少量であることがわかる。熱 tてよるアニーソングによってをも K増加する成分は

〔口o(NH， )5:x;)2+でるる o. (Ni(N:(I3)心口l2!i'ーグツトの場合は〔口0(NH3).)'+も増加しているが. (Ni(NH3).)Br2 

ターグツトの場合 (00( NH，) .)3+の成分はやや減少する傾向 Kある。室温で照射した (Ni(NH，)，)工2 !i'ー

グツトの場合かな bの放射線分解が起っているが，生成した 5700の相当の部分が (00(NH3)5I)肘とま

っているととが注目される。 57m-J7口o({3+ . EC:)接変 Kついての化学的効果を研究した結果を才 E

表 K示す。 51Niでラベノレした試料は表示する条件下で十分長〈放置して 51Niをほぼ完全VC5700 VC 

接変させたものである。 (Ni(NH3) • ) Cl2でも (Ni(NH3).)Br 2でもアニーリング κょ‘って増加する主成分

は (OO(阻，).)，+である。(Ni(阻，).)Cl2では (00(NH3)，口l)2+の成分はアニーリング K よってむしろ減少す

る傾向がある。とれらのととは板反応 K よって生じた 5700 の化学的行動といちじあしい対照をなし

ている。室温 K放置した試料は〔口0(NH3).)'+成分がふえ，アニーリングと同様の効果を示す。

以上を総合すると. ( r • P )反応 K よ b生じた "00VCついてアニーリング K よって増加する主な

成分は (OO(阻3)，X)計であ !J. 壊変 K よb生成する 5700 VCついてアニーリング K よって増加する主友

成分は (Oo(阻3).)'+である。そとで(r • p )反応のさいには反銚原子の周囲の fra巴皿entation が大きく

アニーリングの過程は再合成型とな !J. 再結合の過程でベ Y !i'ができるものが主 tilEVCなるととが推定

される。巌変のさい Kは反跳エネノレギーそのものは小さく.反銚VCよる frag皿entation は少ないであ

ろうから，接変原子の電荷 K よる周囲の electronicdisturbanceが化学結合に影響する。今の場合

(Ni( NH，) .)2+からかな bの割合で (Oo(阻3).)2+ となるととが考えられる。 ζ のさいのアニーソ Y グ反応は

@ユ6ctronic裂とな !J (Oo(阻3). )2+ (水溶液中で不安定)が周囲の e工ectronicdefect VC電子を放出して

(Oo(悶 3).)3+ (水溶液中で安定)と左るととが推定される。とのよう K して核反応 K よって生じた 5700

のアニーリング反応と，援変 VCよって生じた 5700 のアニーリング反応の傾向の差異が理解される。

〔鼠(阻3J • ) X2中で (r . P J反応 K よb生じた 5700のアニーリング反応を . (Oo(阻 3).)X2中で (n.rJ

反応 VCよって生じた田口oのそれと比較すると，前者では主流をなすものはベ Y タ7Y ~ Y成分の

増加であるのに対し，後者 VCi>-いてはヘキサアンヰン成分の増加である。 前者では殺の化学形への

指向性がないのでと C ような結果 Kなったものと考えられる。
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2A23 Jt"7トアトム初黒(<-d: -?放豹作1"fVJV t1I ;，拳偽

J:~イE ヰゑ苛完 F庁 焔 J育回若宮子

1 目的 デ )VJV磁滋l。宇佐子苦 R弘知 Lたき U の(njr) 草公 1"- おけ~ ;i，匹、7 トアトム初累!じ

よ3技数Jf主J!V)Vの場稀干しらパ吉乙t-[官、えるpι詐偽存性的 J)レル ρ ヲジ芳アイ Yトf プ'安

調第~ ~九め l心孝弘、日あ 3 乙じ 4 あ 3.

7)レJレ説ぁ 3り li'1)レ山政ナトツクム t。ず悦チも?見解 L‘ (守化，r)ぇbぁ?c' l;r: L仇 1.2吋丘えf

l乞;-，'11 ?乏挑~/)累 l乞エる拡~I他ヂJ)/ 11/ (}J 鋭化弘悠円安「却をしらベ‘~易的Jおまえ世第ゐ L 九

..2，古諸 デJレJレIlit;r;ι 1)."チ ，V"/v隣ナトリ汐ムt>P -グブトl::L .-zωcJ イずや 'L1f説持
ぬる干イ主的 l1~ 。 芝ず弥物 J<' 1R~- 1. イ~t:lま閣す作手壬滞解 L 、 O，~ N).弘政ノ 与が各政，

I N l~ 政I 1 N水路ftナトリウム場決匹、 ιか，I N長雌T トV èJ'?' 諸求内もれ毛“れ 1 :4i~夜 τιe

Z巻動レ デ IV)v (.w) l: t IV )v (VI) 円分脅与を付与け‘路イ巳収集のタ勿を L ラベ移絡1:-Lラベ九

o$-1o.， It;s主l胡グ悦干1;~k * lτ 決議健闘あるい伊係る2民友?主化 L(. "~捧締 1 予知 :13-$ヲ場
主(/~ A" 1"'， 。，r) ;jz_ル円よ?をE 肉~ ? ~支弁r+乞ず IVIレの ψlφl耳、 12h f-Fl部対等"Bl -z， ~ます， 3 .lJ弘4主役今"]:"

が1i砕す志のち¥克つ-')1I~ 1: r急くザ~.ó~'Jみる . J ~ケゾト殺 j魚 t tJ，3f'{(/)場尚弁i良工 L-z. r.--

予し1- I吋tIIk1 ~名[売も料体 z し乞到。乙， @蹄化水害オ乙 t加え t暫ι者千重Lτ .r-if;)乞脆
イ~" L f-.めら、 iSp I-=-よツユω利払すれぽ目'1-1王[1.~んじ支1i: J1- íf3 P 平副 J~ 油会すれ ieoり'tTe 

(w) (1)ドヰ自 I~ 徴、 3 の τ-'2料 t タ拐瓦( 1多のち、 y仁科もでう 1"- 今N由主払殿離修 !ι淵梓 1-Z iB P利

払効 lリ宮古椀j~ (.." ie (w) t仰の付加す本?仏す M ちゅ椀峨|初川 m帥制
攻悼すl司持 L1. ;J.$メ -rJi P ノタロ γ ン ?~ì色1: IJO 乙 l タ鮒~ ~主-'i!-" ':3_ 2. ~午前弘 ý ，(ク(主 L ， .2.. 

耳G も Ijj 発徒す~. Î主(司[~ [1 芯んピ免~ 10 isP組 l乞捕弘吉tj-t..， Te (1) 以来利 jユ始、:;l， 'rep平日中勺
チ}レ lレ(古r，s-Nの雄政!t仰乙 τ 2.r.9 ì.丞相会壬〈ク昌古ぱ Ie.(，り I:J:~~'亡え量的 )<0 Iド手1D，<ω4交

うれ官、 υ フタ事~~払ずある。 1主(吋~-1e (ゆ内fB7ヲアレヨン J-:-ク、 J之サタ雪之 ひンナレ~ iレヨ

γカ?:.. '1 -1'-J:.. J詐取告もを利え{..，.ltイ9のフヲ JVヲンルク LI1.ジ多少)レジナメ刀 JVJ-:.'

ミγ純ナト'l 7 ム lιι~ v乙色え尋坊 1<; j:. ')乞鳥イ芳プ舎三Eイまし，ぅ第怖1争政苦手会 Lι

宇品¥ す )V IV 路 T ト y ク山を !J~ ケ 7 卜悼し九場4;(ょ及)#.俗 1 0 目 j的主 il 丸 ρ う戸地。、

端、事Lわめ今)労務ιE付与フル。
ま1:- 認可的ザイ 7ρ トロン 1<-); I ~ぃマ他干も民俗し"1.. L仇〆ユサ及名''''J'-寄金正ル佐テ

}レルめ予事協 I~ づけ-z. Lうベ'色。

3、初# J~ ケブトを乞 d孝 j鋼 7 見1<-1 J車手けfん 3〆/0'φγι・1-2.， 5eC)τ・反射し た場合， いわけろ
な議i位ず説得(わが 0，3 N的主弘政も説得 L1三さLl)シ 11:今イ診の 7ヲクレヨンの私財青色 Ij:似品

メ1."，ぅ得格俸をtは 13ry殺ゑ'-i“あ i， ザ〆の?たiIe1乞ジ主将 Lヲ己主事1;エツャ、古るいイ院予系 lた. )5' 

E多)明1愛知 l1. "，3 t{ め島政 ι~街 L チユ小、件ほ、 4イ般のブヲ 1vヲン A氷象悦i手向["!..付E
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メ 1・'あ~ 11"、弟、橘伶数以ヌs;<IrJ ~い?晶、，ィa 壬糸 l 1ζ また‘ '1五銭 4・米~l ら場合 J 殺体

i争φ・2伝勢?l 1る場企 あ各い 1;(8lt 1，・1手作{作場11日ク υτ3鼻筋今場~.~ Lラλ ，r~ ~;: 8'0 

tβt急車 L:ゐ称号~ J乞々、場瓶舟数がi献タしれ耗最ゼ¥捗j襲の事{甥 l事1:1) 本 e、った.

ま:f>.， Jlレ}Vρ ブヲクレヨン I~ づい tγ‘株主バワト伊メ-- !J - I<-，F J '( 1-~久ベクト υ を

微i免しわ勧奨 町内滋司王仇恨みもわヤ.jl存かフた，

前Fじさ主総能的 1.-1ソト_..I・?タl場ず君比係 ζ めガ挿V埠作が・l明第七・ L昔、もあ:係長めRLdぐ.
地歩が事美4・物IfO' 't 芳込ラれ~. 1;:が，%，あ毛いはIql主や3庫織を主阿J主え掌督 l羽υτうぐ
ず枕十事盛和も付与ぃ、 己の芳持七持続可れ ri~、恒弔ノ，凶千e t7) 毛'f1'1."ヰt~ R.Lを鋼撃す 3ユ乙
骨f寸ヲ乞ィ・歩)?， 
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2A24 無激化令物!こおける及跳アムナ毛ン虎与の尿手i両分布

鰍放射zfj青草だ。ネ守房、蕗ぜ拍手イ1ヤギ朽 tl司恕f
1.序論

ア二ナ毛シ政カソウL.!'t熱守地喜て'jJ.l#.、射した}l!f lニ生ずる~眺アシケ毛シ雄喜の v"atentι叫

にづいては、1:A.derse凡 4-A. B. K"lLtseκりみょがJ.F. Fa.ceU': 2) 1こよヲて研究されて v、る。
~々 l市販のピ回ア::.-1)-毛ふ酸ガリウムあょが.4-. Bra.ue ( 3)司:t-去てら戎 L花アシナ毛ふ政

力リーウムを中惟芸照射 LてSh(V)町Y"etention憧をしらペ'、結晶オく1:.retelt tion 11直司岡山ある生IJ
見.u専氏。

2.烹j失
2.D照射訊料品.l'/)・.QR射
(A)市販のピロアユ今毛シ酸カリクム 1=1古式美特級ゐfI丹、、 τ、精製ある刊 '1前処理する

こkな LIニ中性き照射 lt三。 (6)G-. sωer司オ涜lzi事~l て求申ように会最・ l ，-=. 0 す
なめち試薬特級三政イζア今今毛今を Jl<.i酸化力クウム;忠夫I二溶ゎ、した成、遇政イヒ7K棄t恋加
し30，，-40分朗、約6'O"cI二保ち fJ Þ~. 1j 酸化を党ヲ寸る.、ノタノー JL ~加えて結晶 E 祈公 3

せ温みIニで乾函 lr::ものを照射 lt三。
言訊式料(ωA刈)、(ωBω)(は立 JR限R-2ふl亡止リ 、4χ|川ぱd3'lI咽叫r附.伽旦2..s舵E氏c→10)の中性喜束てでで‘"5分胡照

ぺ匂
2.2)イヒ守操作為4、び‘古主 催場l史
中陣吾隈射 LTと試料l証} 611 HCL 1こ落解 lた . L tJ、Lω)(;t 6f1HCL-I二本け lこ<<法解する

の I~ 数分間を t l t乙。 IZ+SbCωtIZ4S b(IID 司令融(~、 N.A. Bonner的司方J去1-:::'縫って什勺?と。
すなめ多 2.I4-HM8CL~ の 6MHCL;$.3ft ~イソアロピ IL エーテ))..を含む分史ロ斗 l二言託料 ι過当な
担体t添加し十分iこ報告量lて同Sb(切をイソ 700tO )しエーテルでj由虫 Lt三 e
明SbCりを合むイゾ 7'ロピJLエーテ11. .-祖k吋，IJ(III)き舎も、HCLi~ l. I星、井戸霊10線用ふふ十
レーターにて計数L. ，'l4SbCV)のrete.ntion値左311Jめた。

3.結果あょが克来
蓄え料(A)ょう~' (，1"(8)1こついて、出品(V)のreten.tio札値左 L~べ‘た結呆 J ;t TJI.e1J二 jf，すとあリてあ
っR。

ピロアム少毛ふ政方 1)ウム(;1L Pa.uLj l1~ S)/::よコてすでlに之正ア2斗一4今ナモ」ふ〉商磁主カソウムとj周司一

物であるこ k献

KS1ωm臥sι什.1にlにこついて lは喜、丁:A見rtJer同se仰民 _，t0.[ 1りJハI~ J' ::>て 7初0.1片土1.2ズ あよぴ'工 F.F凡~c印et抗ti〆必 iに亡 J:>
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下リポ')'Jシ誠ナトブ'7i.-. Na.s P3 0 凶句 10 水 l主~;-;品ツ。無水宅品き自 Coの 5拐で照脅τ

生政物差 DOvle珂-x 8 ゥテムで滋4ι 刀~ 7 ム~~来，~ d つ会主dス少離(，) lI， 私費す緑章、静位

三芋在郷]走む 1':.t.r-:.$.1-if中で .2P主主三 Bえき也，ょと同操司令3去で・F金イ才ン支J1:5.対症 71'2 
ぜトゲラム E親孝し f:絞果邑報告す;;.o 

F線照射Itf:皇狩のえ吃キュ リー繰る件、て・約 IS H r ~ l"J!A射を fすい， lft，J#，書NAr(j絞・
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余力/内氏Wノ沙 70 ιIレ内今現在 J.r・乙。 ~f亀 τ· 6'時IE12毛射した。之・hぞ'れの試料l三 7 生ノ

ヮダ句舌 ;.t._~. [_(戸'Uvlb)d]汁 η都タ左I;7j在し，見の試射イじ羊的収年五なめら J

ま《耕 A，C

.<0.，..1引にに柱体上し 1. Co æ~ z与ええぺis:日向3)， c"a3三私設..<.".Q (CrJ+ノ0吋)，んじゅ
う各支 0..[，..).( ω .. '-.r吋)I ((o(JI.ぬ}6Jこ23本京 [(cO(ÌV'伶山打ふ~ i， 乙 _rJ!.勾品"~/~μ~~ -"~~ゴ落与干元ヒ九叫、ムιυい‘_rλ_rムr九‘J川，(.心ι/んr

〆0吋)主昔仰E乙 bι@ これに i島各呈申照射-~"ìナの試軒主主義-也、事。

笠lJX.レ 1と'1&司金乱射能(To払卜(r#)忘ポめらため，-;;:I ~りうちのよd 主埠リ，

Na.OH (~N) 乞).....1.抑 L ， L ばらく払」工広.YC叫んyt~ Iij益事三拡 J ヰti'1全2..叫の )070
II~O.J. ~-I;a L I 、したたが抑揚ずい ~t イ才 P 主婦、樹脂グイヤイ f シ S 氏#- I ~ N仇良悦，

/8d "'vおけ w 予:z_)主婦りし C:Ol/.~- ~剖LQ か;-0強.<t~. 1急3fffLえ &t"."，2.に支持L-， 

4十戸雪g_~ユラトレ d 三 3 ::;.，かみユヲ F ♂故前位五線lえずら. ¥.計数値 • .J I CfHt.) 

手長、?た.u_"._f。号式料ヌ主義むこ壊絹岐仰刈五世IlL.， 1..訴し f:::.魂段物玄ロ&-， );，..~ :1ls'.史 i

71<. ，:: ?冬昔、 L，1.之拾干且体ι」三 co吋 l.r-吋j，crJナ (A"'-d) ~加久魂A悦ι官'fJ)._/ v 均九

反乱王-c-)....つダパ t~i本乏仰 Lず"三 ，''5 3 -Jtiヰ5再L尻えt1)う。 との占うに LL~! 今久

た札般車}k_に本かんと~の Nå. OH- H....O.i i疏4ι，イ才〉え挟弘'{.'I (Cr'\NぬんJけの羽~Jー

な， lc .!1Cr 左 tJoJ{..:z.ーの抗にし-c.~号車色 L ， l丈寺J能 (A_，_ 叩凧) Ii.測定すん。 ノず iこE凶作ι
芳(.11定ずけの本気f$."JIこうぢめノえ巷比呂計ず''''~えALtdAjEii〈めら。
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最初に加んた担体 (.4-(NH3)，;yrl:. J当理it句落え'UJ]に/，.，J禄iJ，CrOIf.~ーに肱~t.. L， 

えの司免責:.，it(d，) tポめ J-，，_ (μ己rλ'UfHJ仙3
}ん診 . 

試制 8，D 
担体 Lし 1.， ~a>;生寺弘之，.J ((.，.1+ 11)吋)， Crめ浮気之...1(.し戸 /1)"'-I") / (ll(./lll.))).) tR.3ゑ矢
/叫(((0 (j{他J.J汁 /d勺)I μr <.NHl). J iJl.3 31三えよ"，1. ¥. r.. ... "jf!I_;). y十/tJ，.. J) t iJJ7 ;C I あ七 1';試

料t..， t-り場今と Jiil~、 3ニヌ出子豆 4 ん_ (Q'f(lvJiJ).}Jt" 号5ぇ在、イじ t主的可ノ、キーに

町ワ・人 J'd .. 

また，二 : '-d~.~j:牢

ζゲ L州IJ)，)汁叩放射イ乙学的以寺 lζ会[事ゐ弘司.影学主調ずらために J鰐弘i.;'げ勺試料

込 I 8 t J}'Jと t").0時I自)初安らしたa この試射主にj毛司君弘 L同必仏処姐し， tlJ d...占リ

Eえゑdι守的4え寿Eも主点、めら“

続呆

iJ.=一主丘三生L
~ (， A， d..ふ ーーー ーーーー (/) 

i二~t" 1) 吉弘 lζ 占 7 (_ ~~タれにく(r!'f.(f(fち)，;Jけの款を~{じ学的収号、 1 <1. I 事z件によ， .::.. tは
bか、，っき喝の耗l裂の f五I二なら。

試料 A ハーと九

試VI s 之、 3 ~も

霊長約 C 吋'-J 70 
試釆1- 0 u，t 、I'10 

クロ，，-¥，1t-十〆 J}¥" Iレト鋸イ f 予 Hij-勺結晶ql二督)~まえ約 A ，ぁ、よíJ." s Iこみ、J ~ 

lよ '!;;'¥ )" ~"1::.- の~ ?Otf" うえが、 ~_:r"f~M内JhdjT ち江らのすE イずシパ三. r~ ν これ 1:ii.'{ L， .J. ，，" 

Jレト ，~Þ孟 L ク怯品化令物 ι 五たんに椅字転向 lι完走令し「ι試射C ， ゐ、よ〆ひど・ I ，j:， ~t 告、jïtノ

挙的収争 i主t安易f色下弓).，.(f.I'， 応軟t;qM皇d)ll4-:f，州'3).3'すが笠t<i..?らこ kは守主凶 l二イ孟ぢん.

望号 ~r <j';)Jヲ試料三 F百'乙:"20 $吾lち1i担鶏しに湯令J;:_r主 Jιじr" (j{HJ)6J什の試制化，~的 ~Ät 
I主，例λIJ"試科Aの場会 I二は，t、7i弘Jこ増え 4ん。
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2A28 過マンガン険カリウム K骨ける 55Mn(n.n5るMnのホット 7 トム{じ学

金茶の水大環. .\~研 佐野博敏

目 的 事〈の錯化合物ゃ破棄被慌のホットアト《効果託金いて、中性子照射の際の試料 3 湿

度が室温よりもひ〈い場合 K は、いわゆるリテ;/"/'ヨン憶が家湿照射の場合よりも一般 K は小古〈

在るととが知られている。ととるが以前発表したよう V亡、返マ Y ガン穣カリワム K 告いては低温で

中性子照射してもひ〈いりテンシヨン値を示古ず、かえってわず 3 に高い備を与えるJ)一方 1 士号 ιι二

過マンガン捜ヵ・リウムを低温で照射し低温で溶解し分析したものでは、室温照射の場合よ bもひく

2 ) 
{ハザテンシヨ;/II直が報告されている。己れら白結果は一見矛盾するも (I_) (c ょうであるが、 との相違

む原因 fてついて検討するため K実験を告と在った。

方 法 低温照射を告と在うためには、既報の場合とほぼ同様 K 理研サイクロ卜ロンを幸Ij用し、

ドライアイス.エタノール中 K 精製過マンガン般カリウムを骨量、中性子照射した。照射試料をあ

らかじめ約一 50 'c ~冷却した 7 セトン K 格解し、冷却したうすい過塩素酸マンガンのアセトン溶液

そ徴景添加し、生成したこ様化マンガンの沈澱をロ別する。ロ液と沈澱の Mn-56 (半減期 2，58時間〕

の放射能を測定し、 ロ液 Vて〈る Mn-56の割合をリテンシヨン値とした。室温照射の試料 K ついては

水また t 7 セトン K 溶解し、同様の操作でi}布をしらベた。

原子炉 JRR -1 ~てよ b 中性子照射した試料については、 2時間の照射後試料在室温長よび液体窒素

の温喧~ 2 日間保存 L 、 Mfi-56 がほとんど崩壊し去ったのち K 、ふたたび 5 日分間 JRR-1で中性子

照射した 3 才一向の照射直後最よびオ二回の照射直後の試料 K ついて、水 K 格解後，上述と同様の操

作で Mn-5 6の分布をしらベた。

結 果 ドライアイス.エタノール温度 K 長いて中性子照射し、約一 5 0むの 7 セトン百年解処理

した場合 K は、あきらか K ひくいリテン V ヨン値が得られ t 。また、溶解の際 K 用いたアセトンと

水 K よる I} テ Y シヨン値の差異は小さいととが、室温照射試料 K ついてたしかめられた。

っき.' ~、 "RR- 1 で中佳子照射したものを、室温骨よび液体窒素混度で 2 '"間保存したあと再帰、刻

したもので辻、液体重索温度で保存したものの方が室温保存のものよ bも高いリテン γ ヨン値を示

した。また才一|刊の照射後のリテン y ヨ Y 値と、室温保存後再照射したもののリテンシヨン値とは

ほとんどひとしかった。とのととは、最初の照射~:I>' '"てうけた放射組損傷が室混保存では保存中

K やさ在室しをうけて回復するが、液体窒素保存では回復せずそのまま再照射 K 臣官して影雑音与え

るもりと解釈吉れる。

以上白結果から、過マンガン酸カリウムを室温以下の温度で中性子照射後室温の水 K 溶解してし

らベ先場合 K、室温照射の場合よ bもわずか K高いリテンシヨン値を示した原因としてつぎのよう

4ヌ



院説明するととができょう。ナ在わち、低混照射中医過マンガン喰カリウム結晶内 K 、 r線、中性

子線、反跳原子左ど K より生成した放射線損傷がやき左ましをうけ左いで保存され、とれが室温陀

b ける試料の溶解操作の間 K 反跳原子の再結合過程 K 影響を与えるものと考えられる。

Taト1e 工

、Ir r a d i a t i 0 n S t 0 r a g '9 9 i s s 0 1 u t i 0 n M e d i u m R e七en七i0 n 
Temp. (OC) Time Temp. (OC) Time 'T~mpò..(oC) Time (戸)

25 150 min. room )0 min. .room 

・1ー973302 6 0 
150 min. room )0 min. room 
工50min. room )0 min. roomも
15 sec. 25 2 hr. 2 5 min. 
工5sec. 25 2 hr. -60 10 min. 

..78 15 sec. -78 2 hr. -60 10 min. 
回，195 90 min; -195 1 hr. -90 工5血 n.

Tab1e 工工

工rra，dia七i，o，n S t 0 r a g e D i s s 0 1 u t i， n 
Tenip.' (Oq) Time • Temp. (OC)' T加 Temp.(OC) Time 

n
v
n
υ
q
r
M
 

2
2
4
 

180 min. 20 
180'min. 20 
180 min. ・72

)0、min. 20 
30 min.' 20 
)O'min. -50 

5 min. 
5 min. 
10 min. 

Tab1e I工工

1lme of 1st Irradiation 3to四段 Temp.
(hours) ¥')C) 

Tin由。f2nd Irradiation 
(minutes) 

フ
旬
内
〆
』
内
/
旬

-
ζ
J
r
b
 

2

U

 -

)0 

)0 

av n
 

o
o
o
o切

2
2
n
L
Z
e
 

H

“H
H
C
 
a
 
acetone 
acetone 

)
)
)
)
)
)
J
 

I

l

l

j

2

 

6
5
;
:
 

•.••••• 1
2
3
0
Q
J
8
5
 

フ
白
内
L
フ
旬
フ
旬
、
ム

Medi'Um Re七en七i0 n 

IしO
acE1tone 
acetone 

Retention 
(か)

28.2 

28.1 

33.9 

工) H. 3ano. Bull. Chem. Soc. Jap?n. ，01. 3J. 1738 (工960).
2) S. R. ¥fe工ikovicand G. Harbott1e. 'J. Inorg. and Nuc1ear Chem.， Vo1. 23. 159 (1961). 
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2A29 臭素酸塩のホットアトム化学(才 4報)

理研・東大理 斎藤信房・ O安部文敏・佐野博敏

才 1報1)に幸子いて各精の臭素酸塩の臭素原平の (n，1)反応 K 伴う反跳効果 K ついて報特し、同位体

効果や陽イオンの形毛筆 K つ h て兆べたが、照射中及び保存中のアニーリングの効果が無視でき在いと

考えられたので、可能左かぎ!17 ニーリ Y グが阻止されると思われる条件で再び実験在行い、とれま

で K得られた結果との比較検討を試みた。問題とする核反応は

79Br(n.n80皿Br

及び 81Br (n ，[)82Br 

で、表 I~ 禾す 11 :Ht類の臭素酸塩 K ついて実験を行った。

[実験〕

試粍約 1 0 mgを粉末の状践で JRR - 1の気送管中で 5分間照射し、照射筏ただちにドライ 7イス中

K 保存した。?日分後担体として 0，1mg/ m.tの臭化カリウムを含む日むの水 約 1日m.t~溶解し、 Na

形の陽イオン交換樹脂 DiaionS K # 1口口約五皿.t~通し、放射性の陽イオ Y を除いた。洗液を合せて

絢 3 0 -m .tとし、臭素酸ナトリウム 1 g を加えたのち、 10 m .t をピペットで採 b 、全放射能 ~IJ 定の試料

とした。残 bの i波 K硝照会主 15 mgを同体のまま加え、十分撹持して溶解古せたのち乾 h た F 紙で炉過

した。 ¥p液から 1 日皿 tをピベットで採 b、臭素険イオンのフラ !l '"ヨ Y の放射能測定試料とした 0

・ 8~r 目安は分離後約 3 時開放慢し 80 B rと放射平衡の状誌にしたのち日M カウンターで測定した。

8 2B rの9線は 7 ル者板で吸収し、 82Brの r線の容与は企主変油線を解析して除いた。 82Brの放射能

町は 80IDBrが』泉変し去っ売のち、 Na工シンチ ν--./ ヨ Y カウ Y ターで測定した。分離が完全 K 行われ

ているとと及び分離中 K 同位体交拠反応が向きてい在いととは 82Brをトレーサーとして確認した。

また半減期の測定・{じ羊介離等の結果から目的とする 80mBr及び 82Br以外の核種の放射能は無視じ 5

る程長と考えられる。

〔結果]

実験の結果は表 1~示す。数ペモは 5 回の実験僚の平均値ととれ K 対する平均誤差である。

〔捻討〕

表 nfて 1時間照射し、安混に数時間放問したのちか離した場合の結果を示す。今回の実験の結果は

とれと比較して明らかにリテンシヨ Y 値が低〈、照射中又は保存中の 7 =ーリ Y グがか左 b大きかっ

たととを示している。いずれの実験に告いても、タリウム塩を除〈すべての塩~ :j;' v>て 82Brの')テン

ν ヨンは 80mBrのそれ陀比して数崎高いととが結論される。己の l司位体効果は 7 )レカり金属況につい

てはすで 1'( J . Jach等の報告2)があ b、低温照射した場合同位体灼呆は在〈、熱アニーリ Y グの結来

初めて主主が現れて来るととが示されている。今回の実験では低温照射を行コなかったので、との美が

7 ューリ y グの結央であるかどうかは判定できまい。陽イオンの金属 K よってりテ;:/"/ヨン催が ι↓る原

it!lとしては、 1) 反跳照平の酸 {ι ほ元反応の過程で金属の電気~~性皮の差 K よる'恵子及び酸素ィォ y との

現和性の縫いが税特ナる、 12i 結品7.k~よる衿品格→のナき聞の増加が拡散の退粍~ -ÿ.~轡ナる等が考え

られるが、 ( n ， 2礼)反応で低温照射した場合ナトリウム境と=ツケル埠でリテン γ ョ;/fl直に莞が在

い 3)とと等から考えて :21の効果が大きいよう 1'()思われる。タリクム t昆が他の成と比較してやや異常在
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伎を示すととは T.t(!)とT.t(l([)の問の飛化滋元反応が反隣した臭素原平の陵化遺元反応と関係しているも

のと考えられる。照射したナトリウム堤を T.t ([)を含む溶液に持軍解してもリテ Y シヨ y 健は殆んど変

化し左いのでとの効果は固相での反応 K よるものと考えられる。

1 i 斎藤，佐野，安部，才 5回放射化学討論会( 1 9 6 1 .東京)

2) J.Jach and G.Harbot七le，Trans. Faraday 80c.， ~， 52ト 5(1958)

心者藤，佐野，安部， 13化オ I1括会( 1964.，東京)

NaBr03 

KBr03 

Mg(Br03)Z・6H:z G 

Ba(Br03)2・H20

Al(Br03 )3・9H2 0 

T1Br口実

口0(Br03)2・6H20

Ni(Br03)2・0¥120

Cu (B r 03 ) 2 . 6 H2 0 

Cu ( B rO 3 ) 2 .2 H2 0 

Zn(Br03)2・6H20

表 工

表 工工

8 U1lI3 r 

80 "'Br 

12.6 土日 .3骨

1 2.8 土日， 2

14.5 士口 .3

1 1.7 土日 .3

27.0 土 o. 3 

8. 9 土日 .2

15.2士 o. 3 

1 4. 8 士 o. 3 

1 7 . 4 士 o. 4 

14 .0 ゴ= 0.3 

14 .8τヒo. 4 

82Br 

14. 2 土 O.30T

14 • 6 土日 .2

18 . 4 士 O.4 

12 .4 土 0.2

31 • 5 士 1.3 

7 • 2 士 o• 1 

18.2 士 o. 2 

19 .日土日.3 

22.2 土日 .3

15 . 9 土日 .4

2日.8 土 o.4 

82Br 

電'<<泳動決 溶媒堵出法 怒気泳動法 溶媒抽出法 イオン交換法

NaB r 03 1 50;0 1 7 'Io 1 5 'Io 2 2 ~も -'Io 

KBr03 1 5 1 9 17 22 

Mg(BrO詰)2・る H2口 2 1 2 8 25 3 5 

Ba(Br03)Z・百20 13 1 8 1 4 1 8 

Tl Br03 11 1 0 6 

口o(Br03)2・6H20 2 2 3 0 2 5 3 6 

Ni(Br03)2・6H20 2 1 2 6 2 7 32 

Cu(5r03)2.2H20 2 8 3 7 2 9 40 

AgBr 03 4 7 4 8 49 

Zn(Br03)2.oH20 22 3 5 3 1 3 7 

Cd (Br03) 2・2J{2 0 1 6 25 2 2 2 6 
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2A30 

目的

コJ'¥'ルト錆唾のホ・ソトアトムイじ苧 (才 16紘)
'7'1Br (1Yl.， zm.) IJ.f Sr 反応・ l 士 J る .&.~兆 ~'}J'* 

i.大理 斎藤信!・富永佳 0 竹田浩剃点在

外国イオン!:l 1臭素を含も錆塩 ((0(NH3)r XJ Br:泊) [Co (e-rt)z Xzl Bn，3 (X = Nトh)NCS， 
N02.， OH2， ON02，αノ 1，Br ) t 熱中，は子p-~.ttすする掃、(仇，n 及 )70' で生 Jii. する tO'lll BY' ~ 71-" 
32 Bfのホサトアトム反)-;;;1てついては.既 tに±尉克 0が〈吋イ行子わ》昨れtれ1'¥いる

1ネb実史、男鞍官zで.目lは苫 (何竹叱，0川r刊)反.0とと‘ tめ比較を芭的l:.l て l悶司l'一達のイ兆じe令〉物に勺いて遠、い、1中.トは宝予(
l凶4.1刊附ev. i + t:A. → He 十 n) で照射する棒、<1l， 2仇)反応て'生Aょする 7tBr の，t~ ・7 ト了ト A 及

t.;・ 2研究 I1:こ.

安里主主う怠

サシ 7・ノレ(粉未)約 10-4毛 1レ!14.1 Mev.中・佐子健中‘ト生手来 -107仇/此) て‘ 12分嗣宣返照針役

者遁(10・c)"Aくに落解 直ちに喝.~宮イ才ン交成樹府 lて i量 I i~殺を行ない を<h.そ仇 IF-

I，F-Jl とする.照射終了後 IZ~ 14分で'それを・れの放射能刻定 E開掠で・き 1-:_0 f-1η放射此

11主tて錆陽イオン中の放射l主7'81"(T弘=6.午仇)， F-1L内放奇才能11主に'7'Br ~全イ寸ンにまる，
ケル. ごの降同時1て主及:する放射・lま核綾 J特に 13N(T弘昌 10.05"帆) ~ 60"，Co (丁抱=ID.夕刊)

め放射月もの、照釘終了後 IS' 1J'伎にあ、 Ij る 7fBr 内放弁才能 lて対する寄与 11 ‘等モル%が R~Jt寸フ

れ 7ごl:.l '(‘ '3N 1す';']'牛 60""'(01苫 I冷oで.'ij， 7亡。 ((0(NH3h]α3 1: ((0 (e11-)3 Jα3 につし I

T すンアルl:-i' <同 1・条件T“安喰を行ヶ，た結'*' 13 N 1な F-l1て官する幸を濯認・ l1と.

核/}..i::;で笠列 lたず"Brの}ち F- 工I?p ち陽イオン交換桔才~i に吸着ぎれるイL宇特中 1; 存在

する'7fBr司宇l令(都{主手松孝)

F-工中の'1&'Br内才丈身す月色
島イ叫怯宇 (LW= • 

F-I， F-Jl中町'7rBγ の才主審ず1if_のネロ

t t~ め 1 らにク8Br 母子 Iへのヨ草稿l主主詞べるため 1:縮イ手数 (E.f.)主計等 IT:。

結果ぁ Zが考察

<n，2.')1..)反応‘で得られた郎総与佼キ(l策縮待尚)を(句，η;;Jv'向喝令 t比較 lて次表lご示11三.
(CoArX: J 8r2，3 ~ ~，~奇才する p9f， (CoA， By~) 岬イ色， 1:: CCoA4X，B♂〕ぶ主$-(，、する可能はがある 1]¥"、 アコ

イじ及.~.巧速庄の差及ド('l'L， Q)反応 1ごJる宝Ar容についての荊託の結果叫 がう F-工への

(COA4i¥ B1Jの'/f与 Id:安駿謀差の範囲内て、無視で Fるもの t思・われる，ーす (Co(e'1'1.)3 J Bη・3H..o
のL.Y l'd 1晋コ o'{ある o t差，て、L.Y. 1;1 (Co (NHむB;Jぷび(Co (m)2 X BtJの主t-x，'此牢モ
王、すもの k考えうれる.

syホット 7 トム t配佐子メ t勾置撲反応の因子l::l i (0-X湖の持令の不 ril定フ(分Jも

イじ字会 f~ 7，") :: L. Y. !:の国保守詞べる t 不宇定守本:IL. Y. 1)'‘スきくなる傾向が行うれ:S 0 

他方方 f的号、街安l@_符 t~ If.する聖子 10: 反跡 7"sr原子司望号を刈1，米の jちのイ共与庁、子
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照射 Lた錯温 (札，2n)正iん巴

釦fL:j.4X字削;t:掃イ系紋

I (CoAd Bf3 3.5"土 0.1 > 2. x 10" 
2 (C.AsNCSJ Br2. 3.2 ) 0.6'1. 102 

3 (COA5 N02.] By.2. 3.S土o.J i 0.8' x 10
2 

4 (CoAs OH2JBy~ '7.?士 0.2 0.7 x 102 

S (CoA50N01BY2 4-.1土0.1 3 X Il 

6 [CoArONOz)Bfz 9.0士0.4- 0'.4-t. 10
2 

ずrC.AS'α)BY2 /3. ~土 0.3 '/6 x/cf 

~ (CDAd J B(z /2.3土 0‘2 ) Iλ10
3 

9 (CoA， ByJ Bft 1 b.g士0.6

11 (ι{帆.)JJBY3・3f-1..0 0.4土0.4- 0.'8 x 10" 

12 tr [ら(例);A2JslJ他。 3.2土0.3 0.3X 10
2 

13 bf [Cok叫1).(NC.5JJ Brri位。 0.2土0.2

14山氏。(刊)2{Nω'.JBTH，/) 1.2土0.4-'/ 0.4-;< 10
2 

ISir((.，{刊 )zCh) Br f守土 ιl 1メ10
2

/6山 ((olen)z仇JBγω IO.'?士1.3 lメ102

lワh((0 (e悦JzB厄1Br 1..6. '?土 O.S 

t吋l，ð) 日I~'

画G{fl.折z寺;1rJ
4.~ 土 0.2

よ7士0.3

~.D 土 0.3

'7. {土 0.'7

n土0.1
9，0土0.3

1 S.2土0.4

IS.S土0.4

1 '7.3土0.6

0.0土0.1

O. ~土 0目 l

4-.S土0.2

よD土0./

/6.6士0.3

lワ.9士0.3

3ワ:tz

L.Y. 

(竹，2γ1)反応、の L.Y.t ;rーイ直の関係

・((0 (NHj).5' X) BY2，3 

0(  c. (刊)2Xz) Br 1， 3 
17$ 

2C 

20 

.'l' 。
10ト
.6 

160 

.4 15'0 

ほ⑨'i3
..5' 

140 

10 γ 。!勾
0.; 

の噴菅色付2.tすると r = 4-H，山jl州十出l'(与えら山る(-ィ主がスラぃ経 'l'l Br 1.太ラな

運動工キ/しギーを夫、、 止に供与原ふ lす久きなエネ/レキーを件~'{可あるボ 安鞍待来の

手可所で 1;1(主回) (-佳ゥ，~.j.，ラぃ迂 L. Y.引大ヲ< '.'る傾向ヮ\.t/~' 的らバL る。

(仇， .2.1'l.)反応"のL.Y. ¥: ('Yl， γj反応 τ"の L.'1'. '1¥" これら一連巧イじ今均lごつい"( /;)ラ同 l'時

伺 t値 2志すのはう在日すべヲ事 τある。 一般に l司 (化 Z汎)反応 τ笠到するク!'syオノト 7

トム 1-;) 汁 ()S"e.v め反跳工キルギ-c持つ i考之られ Tいるのに才rl . (1L， I)反応 τ主h¥1る
まD相BγJrZ8y下 7 トアトムの及俳エキ 1し干- 1 -;) - IOZ. e. v. ，ある。 ご町様勺幸。、ら :れら

錯品中で核反tcの結果生;ix'l 7~ ホ 7 ト 7 トム旬、主代、当初芯ぃ」重量1] 工ネル千. - 1持、 T い T

も. ぞれ 11ホァト 7 トムの互Cf'e.フめるよ 1:':':Iリ重芋な国手 T はなく、正 lう当初のエキ

ノ[，;千ーの犬半主夫) 7~ 1室 。、ケリイ色， 1工ネ 1'-'守'ーヰズ倍、につ 1 1}、句、 主 t l 1 .をのネノ

トアトムd)"I_今がきまる tイ土うれる。 えとの~~ .. ‘イ乙管内之島ヰ宣告力れJA..牛王台失 lご重苦'0'
因子 tケ 3 て"う t考之古れる。

呼1) N.Sluto ， 1.Toγnm乱j o..帥~ H.So..n.o Bull. Chem.Soc. )o..po..n ~) 63 (196Z) 
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2A31 
コバルト鎗塩のホット 7 トム化学( 1 7報〕

核異性体転移κ伴うホットアトム効果

東大理化，理研 斎藤信房 O伊藤静子 富永健

C CO(NH3)SX)Br2'3.CCo(en)2X:z-JBr;'3f'(:I;-いて、 (n，n反応f'(.l:j)反跳した臭素原子の一都が配位圏

内tL入り、その割合(配位子収率)がターゲツト錯塩の分光化学系列と関係づけられるととが報告吉れている。本研

究では臭素原子 80mBrが核異性体転移 (1• T.) f'(よj)8日Brf'(在る際、配位圏内 K入る 80Brの量を調べその結果を

(n • r )反応の場合と比較した。
N H4 Brを原子炉で照射し、再結晶 K よj)80mB rで標識された錯塩を調製し、 ドライ 7イ 1 ・エタノールまたは、

液体窒素，氷で冷却し在がら 5時開放置したのち、陽イオン交換樹脂告よぴ陰イオン交換樹脂 K通して、錯イオンと

外闘の臭素イオ Y を分離吸泊、させた。錯イーオンのプラ F シヨンは直ちf'(80 Brの放射能を測定し、一方臭素イオ Y の

フラ Fν ヨンは 8日mBrと 80Brが平衡K達したのち 80Br V 放射能を祖1)定した。測定 Kは GMカウンターを用いたa

さら医、比色法 K よP臭素を定量し濃縮係数を求めた。

結呆は表 lf'(示す。 1.T • f'(よる結果も (n.1 )反応の場合と同じ〈、多少の値の分散はあるが分>t化学系列と相関

関係のあるととを示している。配位圏内 K入る放射性臭素の割合は問じ錯塩については、 1. T .の場合の方が (n.T) 

反応の場合よ bも一般 K低〈、 Xf'(伴う変化の度合はゆるやかである。 (Co(en)3)Br3・5耳20'p配位子収率は、

(古.1)反応では日であるが工 .T.では 2 0/0である。との 2%の白OBrは、配位子のエチレンジア主 Yとヨパルト原

子との結合を切って、直接コバルト原子 K 配位しているか、ちるいは配位子のエチレンジ T~;/ !t 子医直接結合して

いると考えられる。コバルト原子陀直接配位している共素は f "rじしやすいの、で、錯イオンの吸着している樹脂を熱

水で処理した。とれ Kょj)80 Brはエテレ Y ジアミン骨子 K結合して;j;.j)、駿やアルカりの加水分解処理の結果から

て、炭素原子 K結合しているものと恩われ -<'0(Co(en)3JBr3.3H20以外のエチ V ンリ 7 ~ y 錯塩 Kついて、熱

水処理した結果を表 2¥'(示す。

1.1. f'(伴って放出される I線のエネルギーは 36、 48K evで、とれ K よる反跳エネルギーは約 0.0 2 ev f'(すぎ在

い。との健は化学結合エネルギ-f'(比してはるかK 小きいので、上記のよう在現象は (n.nff:応の場合陀考えられる

よう在反跳 K伴う力学的在衝突。効果 Y亡よるもむとは考えられ左い。 8u mBrの工.T.V場合 K は内部転換電子やオー

ジェ電子が放出されて平均約 7の正電荷を帯びるととが知られている。従って上記の I.T.f'(伴うホ y トアトム反応

tむじろ 7章子的 K高〈励起.電離宮れた状態が関与する反応として考えるべ主であろう。

また、上記の鍔t詰をコバルト品自の r線で教射線分解して 002+の日値と工.T・陀よる配位子収率との関係をみる

と G (C 0 2. うの大き h ものが高山配 í~子収率を示す傾向がある。とのととから 1. T .陀伴ラォージユ電子左ど K よる

域射糠l}解ウ:ヒ記の反応。て寄与していると思われる。
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表 1 [ Co(NH3)5XjBr2，3 の配位子収率 (<f，)

I;t料名 (n ，T) 

[ Co(NH3)6jBr3 4.8土且2

[ Co(NH3)SNCSjBr2 5.7土日.3

[ Co(NH3)SN02jBr2 a口土日.3

[ Co(NH3)SOH2JBr3 h 土日 7

[ロO(NH3)SONOJBr2 &8土且1

[ Co(NH3)50N02JBr2 9.0土 0.3

( C 0 (NH 3) 5 F J B r 2 7.3土日.6

( Co(NH3)5Cl，Br2 15.2土 0.4

[ Co(NH3)5BrJBr2~ 17.3土日.6

(CO(NH3)5工JBr 2 15.8土日'.4

表 2 [口o(e n) 2 X2 J Br 1 ，3配位子収率 ("/0)

，;t ;ト

f口o(en)3JBr3・3H2 0 

t-[Co(en)2 (NH3)2JBr3H20 

七ー [Co(en)2 (NCS)2jBr.2/2H20 

c-[Co(en)2 (NCS)2JBl:'.H20 

t-[Co(en)2 Cl2JBr 

c-[Co(en)2Cユ2jBr.H20

七ー〔口 o(en)2Br2JBr 

50 

工.T.(-7 8
0 

) 

Z 6土1.7

6.1土0.9

6.1士 1.3

10.9士 2.1

ι7土1.4 

&0土1.2

且品士1.0

12.3土五日

11.7士1.4

11.3士1.4

{) 

日日土日 1

0.8土且1

4. S土日2

5.日土日 1

16.6土目玉

1 7.9土日1.3

37 土 2

ν 

-1 96 'c 

7. S士0.4

4.9土日.9

7.8士且5

9. S土 1日

1 0.0土且 7

且?土1.5

10.0土 1.4

14.2土1.4

15.8士1.3

1五日土 0.6

・(_'1g:、 1ご6(;

2.3土日.2 2.3土 0.5

2.2土日 1 2.4土日.4

5.5土日.6 5.4士 2.0

4.4土 0.7 4.1土凪7

5目。土0.4 4.1士1.1

5.2士 0.2 4.8土日.7

1日.7士1.4 1 1.2土0.5



2A32 コパルト鋳喝のホザト γUdt寺(才Ig~~) コパ〉叶アン三〉緒ti の Y線古解

章夫搾 者Ii¥ 19島 o写本 徒

目 的. ，争%0 (1 z tI1 1 ぜ 1-:'ψI~í -5 P.~ 射 L 仇詩型 1J コバルト錨 ~l ~初 i二が 11 h 及1I4~
戸[1/当ばt1く続く長tv/) fJ.t端 tτ1l'τ 系統 ff}fJ研究 E竹リい zl-}1.らの及t-1'ヲイ /v付 1(::
~制 ó;' 1 tN_ 司~ pまい (1 '1 - '1、¥、/ト錯H~~勿の H 守凶因子(デーヅ 'Y 卜列車li h\わるいは宮 3

れ為升菌 4古シの配iil寺ヱl--c. i1l考荏 ft1J {. )が電環 1J例 i苔事<fz之を時られ LhIJ

z tl1 らの錆 í l::.~押 E 月主主 Wψ-( 臣、射 1 ゐ'i J 11草科 1ゐ γ線 tJ士、の寝静背射線 n排tþ~ 。、

す』タ丈苦い 11.!1)吐の章、 i警をう~~亀 1 る l 'i 0;総需 'LfJゐc J 12点。I~γ トムを茎ずる故及

J，，， ~ i牢[1.呼 υヲy緯げれ埠草寺 (J'i、か.偽Jh中f及跳牒 tdl J1i: í寺 t包放射線句併の~~寺老化壬

主担 1 ゐ可能 I~主 t 奪えら 111 ふ Zのよう 12小‘Yトア十ム及J二i下根射緯11:守凶 fJ"&;;;.のー

抑i'h 11， 晶bl放射能のヲジit-r 1ソトーア，.~持者野村や仰の定紅 ηh If) (-:: t， ilれ上言Zη

.t ;; (J及M1sh J= tf廷tI'L1 2. 件 11 う反応訓減、掲モ a~ r， 11'μ"( ?l f1. 1) 1"も錯1色令糊m制射謀者ii

Iは tτ1詞 1 る*~ q þ~ 決、建~ J d1ゐ i包毛 (J'(J、れらずコパル十告昔11::~~勿抑協射線タ僻 ðl Mf主(11是

穿 1~ 'L4，Y. '1すれれ i ~， (/ /)、 7 仇?必
ず品川?を着r， 11 前総 dtτ か守つづ‘日て婚生 (J フパ、 /v 十錯 1r 0"初 ρ~~ll-減射線( 1緯)

i乞 111 h 苛荏 I陀を初~l-古文身1急事告白寿 z 才、ザ卜 7 十ム反￡を比較 L t ~i * dl 1筑靖E両手aij-UJ 
手世"b' '1 c: '1 ~ r -1 ~試行仇 e
を聴ちラ主. 誠司1 議官掛《試料~ l-1.耳1v' [1_ ill1 [(0 (NH3)6] X3 (x=ハりヂγ，NOz， 

NO~ 1) Y ~ [(0倒的)sY] X 2 {X， Y =ハvデγ. N~， N匂 (1正)， [(0 (el1)Z Y:a 1 X，・3(X=Bvi'(= 

NH3 'ハvデγ，NCS tJ-i:) fJ、iのアシモ〉鏡晶{;hふ
1 ~.!{.眼前 (1J里~~す 4有名前 fl 60 (0 !jf，射葉童を 1有い，五車号存 /~2 XIOS ../hrの1I!J -(' 

宮緯-¥)__ X ID~ 手苦手 f 頃、射し lし 尚照射 riすべて帯損，安気持存下〈行 1J1 仇。 府射

rl %-鵠lt毒物 111年うる桑 tL 令掛 i 二 F 月完5設中ヒ安富~\ L 1z lO (J[) ~ (3-'::::・トロソーαーナ7トー'"
S昔i牢τLτ 7ロロか Jι ムrf(< :1功虫有維 L 句史党皮主君 1'(1均?及。 尚，錨+孟(-::よ 7て11
f争宗中 fぅピイB離を百z_L '('ずいモ仰が、めゐ tn-[骨組 f草作 ψ のうヒ青餅 i-- よる!~差モ防止ヰゐ

1t.1fl持作11日告桁tnl'進主 lτf守閣を LTz。 照射持竜 I乞討1-7_ Lo~ (1-CO(If)斤otalω
モデロ吋ト L弘樹縛 T''1 )畠 ~.fJ I訟を E設け1. G- (C02+) 1亙 E 計耳~ ['l.o 

話 ~. 'f 専~ <11 f.z Gr ((02+) 1] の一帯F を求書~ L:元;1. 2 tれら &((0幹)1亙di!¥新山地

成、ぞ外国イ芳シ rJ ¥::η1t苛凶困争);'11 I脅1主F搾討 L九

1)前寺住4)イ報者L(-z ;;;:. r ロアンミ γ をも t~ 向車列 [Co(NH3 )6-n (NO)n] X5・見 ず/1外国 4
i{/(X)が同c'rヲ(--/1 G-(('02+)他 11鵠幕内の N02 の紋(筑)ぷ下電11::議t!r-;{ゐ zr fJ;'~ 

b'li1I11， zJ./{lすェトロアシ.ミ γ錨晶 η 梨力守的itlr: r寝dl 1t~ 伺't. -~文司る Z ピが手 2 止t fz. 

末寺直-{lls(:(及1T1.惚 11 l'フ三ツ名指毒事の左手，/1: '7 い tも， [白(NH3)sYJ X2 のようワ γ ラ ~' ，，0 
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2A32 コバルト鈍唱のホ "1トl'u_" 1t守(11g郭)コパ〉叶アン三シ錯晶の Y線官解

章式予聖 者~1言島 o Zみ 徒

目 的. 定者ら 11z tI11 -{ 1亡す I陪-5p_[射 L仇婚 ':l1J コバルト緒 ~l 会初 I~ 11、11ゐ及E

戸I正当れ 1-:持〈及hv1) *及、埼{三 7 いて系統制 tJ 研1t~行(J い zU1らの及1;:;l'ヲ正 1/'-付 4

tf-制。〈事 副首~ p望(...119-ゲ¥、/ト錯H~~加の1t守的因子(デーデ，y トの組tJ.ゎト‘ l~ 宮 3
れる外国 A;f ;/のi!lieiil争'l:L l打者差 ft1J五)。くを雫 11'1生剥 F票<fz どを fi~ られ L hl) 
z似らの錯il::'4-初を房、十 1ドFψt‘瞬、射する'tJ 11 堰科 1 ゐ γ 繰tJ、Jη 寝静矧射線 n 舟J官 b~ 1) 

tJ ，丈ヲ明白的苦のわ1宰モ芳~1 るz. 'i /Jくに脅 zワゐ。 J12ホ吋ト γ十ム f i 1‘、る核反

乱~ i牢(1.j手υぅy緯r事i1県草寺 tJぜかるもJh中て、政跳躍}dl lli: i寺i包放射線句瞬 11~!:寺普 1t 吾

主主1.. 4 ゐ o 能 I~'主 t 理主ら1)1.ゐ。 z のよう 11.小ヴト 7 十ム及 t t1 古文射稗 H:-1 白ヲヮ反" d)-
~~ i' ftl~ ， $七t放射能訓ヲ-;';tl' 1 '/トープp~f意識i~ イト仰の主TíY.'のf1_ ~ 1:: i， 111上すtη

.r 1 (J及:hj七五 f(J'廷t.l1-(2. i手 11 う反応 m 干常識を a~ r， fI'μ"( .1J 1t 1) I~ も錯 f6~ 糊 m 制射線 ~iE

，rtlτl司 1 右手甲目。4 総需~ lれゐ(1:唱。、。、れらずコバル十鋭11:~籾の淵 ff!.~ W 僻ハ W~ (t 1足

穿 I~ 't ;. -i. '(1れれてい fJDVh?S) 
保守 t.:;争着i.， 11前報ペてかヲつつ、‘肌て唯々 fJフパ、ル十錯1t17籾 ρ重枠制射排 (γ緯)

ι 1% 1 ゐ守差拡~ Mi~ L視射線句齢'ti1、ザト 7 十ム反応 E此経 L1. 1~ % 11 :j.荒靖E勝目s1る
手山、 '1e' '1 ~ .r.， l:: ii¥ Jt 11. . 
呈墜 111主. ~)1 ~1 詩句併の試糾}: L. 1.剤ぃ hρ 11 [(0(NH3}6JX3 (x=ハ17'r"/'， NOz 

NのlJぜ)1. [(o(N的)sY] X 2 (X， Y = ハ17.，-"''l， N~， Nの(1正人 [ ('0台11)2五1X'，3 ( X= Bv i '( = 
N時， JI t;J 'r" /， NC Sヮ正 )TJ'Z、ρ アン=ュ錯す益{、わふ

1 &島眼前 IH里 1~ す初養所ハ 60(0 !fr:射華重をffIι¥ る息苦存 1-2 x IOs I'lhrの4をまず
宮dを)_X I D~ 手!f 1 ，1' ~Æ，射 L {1.. 尚!!1l.射 11 すべて事芸品，雪孔存在下〈行ザ 7 仇。 ~l 射
rL%，事者 I I:~材 11 水う争ラ殺 r Lタ拘ヰ Icf司市5設中 i亡空戎、 L1t Co (1I) I! 's-'=='卜ロゾーαーナ7卜ー，，-，

錯 iま'tLτ 7 i;J t1不 IL- ム~(乞 1幼虫骨組 L 匂うを究成主君E' '(1'均?長。 尚，i:昔温れよヲて 11
f者戎ψfうと告併をガz.L -('ずいモ tf)o;' VJゐρf宙誕地作ψのうヒ青桝 1__J::ゐ~~差を防止可ゐ

五m操作11日告?斤 {Hl、g主主(:t脅官官 L1z. y，R射持'i:t<討1..1. Log (1-Co(I[)!.ぁtal(0) 
1: 7。り叩ト Lh曲線 T'It 1皇室 11 \及 ~f 談 (t 1. G (CO円借 E計1-/， [-1.0 
結 票， '1早4d't色合((02:十)1且 dl-者13f.下1<~ 1-:'ホ4.， 2' t.I1 '1 G(白2+)ぽ z試料円縫

T1i.ぞ外国 4芳シ (Ji.η1t常的困争l::11 ，詞\~，壬棟計 L 九
1)前手段4)イ'報者 Lh ;:0十ロアシミア錯す品川系列 [Co(NH3)6-n (NO)n] Xテn {11外国イ

1パX)〆同じ t ~ 1--11 G ((0計)値 (1錯華内の N02 fl紋(叫が、噌4r ;，政'Jr;{る zt 0: WJ. 

mられ. z ù1. 11 ェトロ 7 シ，~ /'錯す量 η梨ガ守的宅金持の 1t事例 'L-u司ゐ zt p，'手 2止t1z. 

:+春日イ司灯及 111. 1也ハ下 γ三〉幸和協列車判{二 7 いtも， [Co (NH3)sYJ X2 ηよ1(J l'予ド、へ。
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アタアジ圭ン錫喝{'1ト1重イ苛 γX1:-il亡して(1-2 l え l:f'( (0 (NH3 )S-Y] C b ~ [(0 (NH3J， Y; Br2 ) 
Y モ主主仇均~ (c 11 G-(('02十)1:Ei 11 --fH 1乞信芳7t学系列の崎 I~ '1足フ t 守化 l官主牝守的ド不
~ it fJ 主のけピ 1~阜 l乞官干 L て毛不可(ff: (1υ わち G- (('02十) j 車。~ 1..) 1~ fJゐ{毛布1tご作ビグ)0 iI'l 

ゐ， f.J;f不吋 i'~ 向 (1 (Co (eVl)2 Y2 ] 61"1" i' Y ~事î.. ['1. l きれモ ;}f'LfI)られゐ。

2)害者y易1ilγ がf司-tめヮ t

t外国 4才?ハ軍事鵠(l() 1"者ゐ E

G-(('。計)1車。、曹は 1ゐ。 zのよ

う fJ 外 f劃~ ;fジの句阜の末を 1t'd 

ヘキサ1l'シ主シコパ、，，-，十事昔1l，

7 線 ~Hi Lf， $'昔f孟列企;CoZ+)値

(Co(NI13)6] X3， t11場~ 1ぐ Br<Cl 

く N02く N03 < F f) III~ (こヴゐ tJ¥‘，

仰の害者f量的系列 h 'tえ{ず[白-

(NH3)sNαJXz， [('o(NH3hjCLJXz， 

[Co(NHJ)sBrJXz 1亡 7 いて唱 11γ-

同+;下η4場向。"y)ゐ。 12r-i'L， N03 
m号}j宰η式守 1[1上ge川崎昂rら

[;t "4‘、.ttゐ場合(ViI1 2 L-tt 11 N03 

白併が祝射線先併を考 Itる l r '1: 

l詞漣 L 1. いゐ l t寿えられる。

LCo(NH3)d 13 

[Co(NH3hJ B勺

[('0 (t¥JH3Jt1 ([3 
[Co(NH~)6 J(NOzi; 

[Co (NH3 )6J(N 03)3 

[(0 (NH3 16J F; 

[Co(NH3)5 N02J Bら
[Co (NH3)，N 031 Brz 
(Co(NH，)5 CL] Br2 
[('0 (NH3)， F 1 BI2 
[(o(NH?}~:/3r J Br2 
[Co (NH3)5 NOZJ((2 

[Co(NH3)S (OCI2 
[Co(NH3)ちBャ]仁lz

支献、

0.21土 0.07

。目 32士0.06 

0. l?2土 O‘02
t.ち21: O. 22 

2.73土 θ‘40

3.61士 O.ろO

o. 16 :t 0.04 
048士 0.04
0.' {，Z士 0.04

1.2ラ土 0.10

2署 41士 0.18

O.48:f:0.02 

2. 0ぢ士 0.08

ヲ.02士 O.之与

1) ('1. Saito， T TominJ宮a a.11d. H. Sano: J. Inorg目的c.l.Chem. 24， 1'i3 '1 (lr6ZJ; 

Bull. Chern. Soc. JapJn 35，ラ65( 1962) i ibid_ 五， 2ヲ0，2ヲ2(/デ65)

z} A. Suぎimori and G. Tsuc.l1i hashi; BuL/. Chem. Soc. Japan 豆， 4-4-9 (961) 

ラ)荷蒔，低野，柏原: 才 7 回放射.jt1 討禍9r~昔議 I 1963孝 /0月(仙剖.

4-)肴鵡， 事永I 'r'r回: 日化'f17年玄講市 1ヲ64年41'1 (宗主)_
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2A33 p放射体の;本;えゆ放射線勾:t.

東北大理 危 1'1~与伶 。来類古寺ip

1 .放射性!司A.U寿司北ぎ的特裏性7i~える」こには‘ 千点ず・生息~ l長核反応'為る"'言語Ji-.ご

をとフいく反跡的果と自己放射線初果 Eあbせ本える必象。"多ゐ.持.=i審決、右-C"干の zキ

ルぞーの太勾.'IJがt7.s.t担主 hh s r.息ぁゐ "1守 1ヲ tPlf1{~'亀る-tJ f:' の白 ê. i女財保対果，j~香零 G
t叩 r'あゐ。 lψ L~線防止続スゲ 7 トゆきぬ lτH る R め、よれ今~ii知体 φ 白E

t主知舘荷主 t= I詞事る炉民 IJ げぬは件.~ lい e
'1 ~ t"義久工キ lレギ - o. 3 ~ 3門eγtごめ五争委 1 1 ，示す;f~ t " ~ ik h4格差 1'&有線培

t l て . F恥vドiε r-eη うl'一砂、t線主4普雪討j河ル玄むt乞 t ゐφf仇ん1勺つ t ハk 己ハI~工 ;;才Fι 引
CωJつを£め. f線工ネ lレギ←'t4t 1= よる2暴走tヲ説射線初来':0勺 1，1.婚を 4 夜討~ ~有み五

z.i夫豪 1，符級品主‘ dく 1才 We.iU今のオ済 t' i'リ精匁 l1 市川 t:::。切毛p線滑1:::l 1 ，;n "在

~ it't併叩赦射音ht可̂'..7.事 Z計数j!." .J'リ沸長 l1主. ;!芯 11，震安るリの p絡の牟均
エネ 1レt"-r~. 1仇l("iIt叩 ~~c エペ・ 7 ト I~ ~荊 l主するニ ι1: t，τ平め(::.. q.(，長勺為よ

い・母(ciつ。戸仰の対'1良)1~/}. tt A主~t. l" よりあこ乃 3 五 .τ 忍わ亨~一段;1;の場復ゅ 6 手

吠克A民主主 eFil1' =.2 /..zρ.}・胸/吋.C411イ (.zpc，}()'f.吃〆)"k ，才ニ吃 y1うLt，;乏勺場合けι持
::: .rJ1()' i.仰 ';1.C/II-/ (2Pt， ).2()吃バ〉老 i押(JT= o 

3、 Ce -f~-I仰を l材p~東成 t L J-A.ヌl三 r， I 拭耕磨患叩吾~1.宰も、~'紋奉悲の平4芸き dt
Jι 立ぢ与~ < 1三J:') ?:岐討し国 1の tう可能星 Eえ拝。こ仇 i三よリ今(Tie3t) )，宇佐勾

逆駄に r'}'ず Fじゅlげる持軍主得ちが‘'布お線材'f1‘あゐ. 1 下ft$~勺字経 E 一免ロ l .ぜれ

そ1止t ~ ~ ~射止幸司 J非淀必放射線初是正坤えしえ今臥官綜1.，三つ、、 τ 芝?り持 J孝彦み L

~) T: o 

『 昔~~愛稗と f 縫主キル'\" .一
盈笠-_!--(.界 zネlレヤー(門tT)

回 1. 皐皐 f~をの若手 j事

11Tc t7，.?'J 0 

品。('o 。、 )p守

J'jデC'" P、き13
:>T."'7R 。‘ 715
7PSr (91'() 。、 t/(ええ生)

~，] ()タ {，(，7f)

/J.d J 72 ( }，53) 

川

崎

川

川

川

伊

H
A
M
 

へ
土
ぽ
)
」
U

;/ 

〆0
0 .ス.~ .15 .d' 

均佐 ( c m-I ) 
1.0 
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2A34 集化エ+ルりパ‘シピ〉漆:夜Lιあ'11~ (?'L，2仇)反あのJヒ管内対1:.，

京北え， ;i j:~)'， 毒伶 Aえ愈敏詰.~ "テミた都議。当t.}t年健康持

1 ) 国的 有機八ロゲ ~1じ令物 κ ぁ.. Iする救瓦j込町 Jじ学的初来r.:)刻1a検制内中で軍2a:

ぐ〉ザー〉を添加し党系につりて智号まある蓮華究増、‘4Tなわれて‘J'li . しす L党少な解明 1;1

1た鳴らされ てけなけ. .f研究でほ臭イじエナルの岬〉ぜ>~客炎民おけて (γし 2 '1'\)友式:' 1<: 

ι7 <:生 8ました 8...ifye.主京房、子の化事的J挙ib"つりて挨討す a• 特民主会9ト手量点ホーよ α熱

線級及丸，::.フけて再結~の去乙生~吻である親タ与の収キ K 討す;， j:方系込 3昆ゑ句動智正つ

1) 'z格的す E。

2) 突験 契4ヒエ十 lレ主‘孟 U'~、〉ピシは充分量著書~ L てf史閉した. 主託委主叫絹総司 t

の E 苅けた. ばふゼ〉ー集イt，:L十 lレ， ぺ〉ぜ、 L一安京， ....::'‘〉ぜ、〉ー泉イt:L ，. Jレー率表

司る電の 3長会?喜 3灸棄を褐色ヵ・ラスアシ 7')レ K1威j王封入 Lて東芝ゑ!NT- 2.0 司望遠命維与

党包装置 q> 1 L十円eずの i重L中性予て常:昆τ・2時間照射した. つ H で'試ネ;を灸仲良免で fil

It.したのち r::，... 10-Jレ色稲垣 ，0，ぢtVtVa. $O~ 巧1( ;'，審決で処3''lL i有柑， ~事機ノ華民今宮量 L 会苛の主文

射能三割えを予 L ナレ-~:1 :..，オウ:..':1ーで行フた。主主民J奇椛/告のー言pにつりて同トレ

ーザーヒ L Z C ，_ rlS 8>Br を加えずスクロマト 7" ラフィー J<: 孟フて~ ft. :r..少 1レに凋圭す 3書p

会"e.タ1kιモ守絞弁I車E測定をイ'1'"親分子収ヨキ左手、めた.

3幻) 結果 L~号察 ぺ〉ゼ‘〉一争奥R蒙主てで叫 1は苫有椛収王牟宇の3愛fil作じ Jr惨 i集主案モ Ivレ4タ守き奪宇( 門 ft);9'イも'¥'0.、

~O， μω2 の s厳~@で凹虚品線~fJ約ヤれτ"dみちフ古たと e 乙句 ζ ヒ 1"<1裂が干脅威友元， Kよフ t ζ 司3育機l侭キf も

たら主れるこヒを示守ものヒ*ぇ Sれ E。 車伝ぺ‘〉也'" -臭化エ十 1レ~干の J育機 ttïtキ

i主べ、シ哲町、与〆の;震設が。~。‘7 t1 Ji の車e.{i] 7:" I手11'目星絡めだわす"すフ"フ戒少してけるか O.ヮ
パ 'fi Jf/..主の減反 7."13 ~自若者氏:fヲ Æ， ;段 h裁タグみられた。 ーヵ奏家主ス沙ピ‘.!.-3.)・eーとして

添10.し医家か主役外傾耳炎~北の収率在不めてみるとノマムゼ・シ勾 1来J愛 κ 肉イまなく l ;ï 1;"ーえ

であるこ¥:. iJ' う L託金 j仁品製外徴兵怠K. fil .Jt\てける k 考えられる。~の ι うね主争&..

応;草岩え Z キ 2 と八、、斗 t'、;...;濃1量の為¥)l'II z・， 1事υ)の及応'叩肉」←-6".k隊員りヒねリ J奇機収j干の

イ色千を tたらす亡の'c. j哲えうれ~ . ιεHs・-t C~Hb ー-7 Ct; H.C6H， -t H' 一一 ω
(6)-j s・+ C2Hs 13)" ー→ G;HsBr-t-C~Hs. ー_.. (2) 隻4ヒエ今 lレK封し川、〉ゼ、ンの議

j草ザ 0え 611!iのゑにつ，)z考5昆号車射での右端収考す 4九 9% ，"ミの親今争収キ 11'.JS'・.i%で

あった. とれ 1<1安イじ L すlレ単語寓押渇令1):;貴司書収辛/j.J ‘ F な K 対す~ 2. f.ヂ弘主フ穀命手伝

~すえ芝り. .!!友会T宇町ミ&怠 1c> 0 .C "をの干有機収寺 I'J. $'2・/% r. IJ;)親夕子 l&零時 43，3

%があフた. 1句本巣 κ俊樹4主力且事起でも l司U終家主得た. との乙ヒ也、う t11:ι 今 Jレ罪事担の

. J;易-iT~向事長 1<: ~長J主知泉 l乞与る J旬機収キのま程加 1-;( 親分予へのとリこみとしてあうのれてリ

a.。
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2A35 有税ヨ行量化令物に恥ける(仇，?V杭)反んの 4仁号制初来

東北大理 塩¥11埠信佐藤毎支持 oイ手穿這P-O島丸捺健決意P

l 前!f.ノ会叱有株主悪化令物 I~ J; It ゐ核友広三号~r..学的事可寒 k フ'^(穀舎を i干、八、魚A噸域反
応中有.;r:H叉キ、z稼及品勾金、、 v_J::ヴて差相伝帆ごヒ主認め氏刷、弓|王杭全ノト回1.ヨウイιメ
十ル、ヨウ ~t 工十 tレ ι つ同 τ( 仇ス悦)ん主?り札ず同刻表1<.)刻司る技討を i千フ下τ 。

2. ケスクロ可トゲラムで粧品干 ι誌めちれる耗ゑ K持費量).， v..ヨウ 4ιメ牛 eレ、ヨザ化工ケ fレ

主格色サラス 7 o-]・ 1νに島空封入 l 東芝一息¥4-MeV中'1生ヲ発生巷痘 E室議、 21}等!旬並中性
手1時十五訟=。フ及。展対後IJ'?夜体巨資守v.:i呆再 L、:孝弘1<"えァ τ荷ネ今、金持、尾に /ij散し
k羽;fk'ij又字左氷めな，親}ij-干収卑、z、ユ司 i易々 、親Iit手以外司せ戒旬、打、スヤロマトゲラ A
K乱れ勾叫粍友の主主税Lラ7-1愛であゐこと向、ち‘ k有栽培ヒ親Iir与kの比骨文月す棋の比ヒ L
T 求められゐ. 8~舛 f支の加組、14与 t 定義3浴中，情的'L"l'fフ氏。放射伎の東1\)豆、事行エ 11..-:型乙

ンヰ1.. -乙ヨシ可 ηンfーで 11'?'k.. 

3 毒~~音域沃定、左与賞式可ゐv.: t ðJ-と売えられゐ O.I~MF のヨワ革ス吋イシジャー E 加えたヲ
ウhI:'..メ」トル、ヨ行化工4--'レのを子有杭収~ ''J tれそれ 2ヲ.770‘18.8 % である a ニ寸l11 (悦，t)
及む 1) の結果ヒ}司私議℃あけ，}・~r. 1:. 4-'しで認めちれ k と wl~議 K 核JJ.，.あの章いに Zる舟宥

杵 ijAキ円支11勺凶。}司{主体交手実原島内宜主'd"ヨウ奪勾う主主v.:t::じ例する咽fユ司ス申'¥':... ;.-'" 

-護主む室温28寺)旬7:¥'J及授、1龍められ'S句、? k.. しずし7'6.cv.:.抑制，し女王易今K 、J:4:-有栽

収卑，-;I増加し宅司犬 M 司、z立後反応、によるそれと1司L"7:‘あ?及。 ス町々ンジャー E加え
な帆場主トヨヴ比メ今 1レ、ヨ匂』乙工今 1レの~有杵収率 d: 6/.7 %‘ 4/.2 %で・{侃 γ}反たけの値
ヒ鞍ぺゐヒヨヴ比メノト 1レで司、臭化エ Jr'レ押す易々 乙)&)株{札，2.川反応司す有¥&帆!孟色号ーし、

ヲウ jt.エ今'f...で、d:(伺，t')反込1>'G Isl 1主主永す，ョ、う R.工今 1レ氏脅 Itる親介事収量手':1.ヲ6.'1-% 

で‘あ')('11. ，rl及品2.1の場ると1司荘及 l."~う，)ヨウ tじエよr'レてー，;): ~ま相域及品をメをめ τ 核反応の

j色町言足めちれ匂い e このごとかう須崎域ffi_Í<:sv.:.~久及らの長。，~色~)札ゐヒ、l~協与す叱念物勾

dじ守的性管が1剖偽するヒJ考えられゐ。 限期したヨヴ 4乙物~78たで抑剥有るとヨ 1ラJ叫今

1!.-7."、tIO~ 1車KIOO%、ヨ乃 4ヒエナル z・16I 跨周後 κ1)6.7%t千.Jtt" thl詮 ~ilキ収キの埠仰

が認められた， この時 η親ふみ収三事。埠加J童が企有特H又キの千れヒ HI正等 L1..、 8害対後初
和、 Kよる必有杵リ文字申埼加q親身手ペの淑男t-粍勾取i込為v..J::ゐもの τ巧ゐ.

1i杵ヨワ率化~物の有;持収率 t)玄 E.C.I、1AC~E， P.F. O. SHI'W 
E妻、府差是 唱E ;~主 '主 主盟主

工z 号陸~ 10守"'1"
全寝付~~ j字事IL~ 手 "1 Jf 

( -n. ，~/>{) (;1、7 % '>4、qr. 
CHlI(1t.:r) qも.2 ，) 47. 1 2) 1t.， r 

4115f (φt，2?t) 41.2 36.斗
(>11.， r) 40、21) I 33." 2) 

0.1'>門F
安有不t''1~ ~年

2~.7 % 

2斗
1) 

18.<1 

1'1 
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7&・ι

10-'I-fF 
~有終・年f ヨ争 殿、タ寺代三年

100 % 84.1 % 

一
5(，.7 47: 6 
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2A36 放射性策費の化学的刻果 lて関する厨究

仁e-PY' - 144系 (千町 3) 

東北大理 温川寿ィ言 。天森 喜怠

1.放射性捜変の化学的勅果 Z椎討す 3掃をえ親根叔種のイヒl字的性t買わて互い lこ損似してい

る系(ヲムヲふ系厚'1)Iこおいて， 吃の穂構を伴日向す 3 こ Eこ I~，棋震予の酸ィι絞め安イヒを詰l

rる系ピと毛に稿刻字手段zこ君えらl-lL30 
144-Ce (144 Pr )ーEDTA錯体系|こおしIZ:， 144 Pr I恋 EDTA):この結合さ切断「しr 件4Ce ~ニ l可

異なる若手動互示すotl) しかし交換反応、速度がi童し!こ ulらの系き N ， 3t域反倍速度 E芳鼻し

ない隈 1)， I l.J4. pr の括合間断の嘗|合;:J;.よ Vdι 学的挙前を定量的 lこ説日同ず 3 こ ζI~困難 E
(2) 

あリ， r司l-=ニラシヲシ禿手'1e既 lこ報告さ Uしてし1;;; Yb-Lu-/77系 三比較す 3こと尽きを<，J
い0 2tこさ 仁ε(PdーEDTA舘体系の l司位体交換反応、;J:;<:t.U量平安反花、の棉植を日用s~、にし
更lこ交相反応、速度定紋を末、め之 11./-4Prの挙動を定量的!こ設闘す3こと互ま試みた。

2. (i) 交執反花、 /科Cεzをむ約 10-4-Mの Ce3+(または F子3十〉来駕室温ィヒナトリウムき

イオシ強度 z調整し， この一定量 lこ Ce-EDTA(または存-EOTA )錆体落葉さ加え 30

pH )ぜ酷酸盟主主用いて調堂し7eo 一定日芹市l毎 lこ， 一定量 Z取リ開イオニ-3t~突樹脂桂( Dowex 

50W-Xg， 50 -100メヅムュ) 1こi室?か 1こ孟しZ:，キしート部介 χ陽イオム部介にかけJ

交換良応、速度定数 E;Kめた。

( l'i) 1科 Pr のイピ，~的苦手動 ( 1 )き用いた落葉室 144-(eが化学的平衡に還した後p 工法、の

ように開イオふ交換相FlEi柱/，通 LZ:， キしート部介ピ暢イオ斗郡伊1，今1130 1叫 Prのγ

社餌能の笠民自主最(また lむ広衆回線)ヰリ. キしート郡イト町~'I合笠井之めた01実蛤|芯す N Z:

~5.00C さ寺子 Lょった。

3. Ci) 交換反応、 交1喫反応、可決の二つの系 e行ほっ定。

本 Ce3十十 CeYーモ--全車 CeY- + Ce3十

本 Ce計 十 PrY-子二二土 木 CeY- + 件ヨ十

署長(2) e 1ぜ， セリ r勺ム 1志望手、担体5態度きある。 こ、互にcY-);;主 EDTA鑑体を表山す。

系(I )の結果よ')， 回ィ立体交栂反応、星度 ，R，J芯

1< =民.e CW) (Cc:y-J 

( 1 ) 

(ユ〉

き景芝山 4三.¥l3。 ζ の結果玄用い Z系 (2)芸停新し， セリウム， 70弓セオジムの i司位体交喰

~íiモ謹護 l主薮百三しと ， 't iA¥を此'¥. ~. 3 x 105 J.・Wloie'WliYl-1 ヨヲよがし Ix. 105.i.・W¥olel~i ト干 l

を得7三。 三正たこの灸件下きの反応~ (2)の平街宣教は ~.I きある。

(ii) 144 prのイビl学的考動 手~CI) d;、よ U (]) I亡つ1IL:， -'tlol¥ち叶l 凶4pyy-0)収率を許可め

;3 ~， 収率 1立 pH1三伏得して 11~こと力rわずフーた。 1判 Ceほ平衡lて達してい Z宅 I併件
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同反lた(2)の平〆街定数に従って自主配伊 l しなけ ~1L 尽ならないが， (i) き得た建度定数から予

想され~値よリ犬壬く~Il L てお 1) ， I lfJ/. pr-EDTA の結合間断があることを示して I I c:)o 結

合室切断して笠L;:た Pr3+ が，工法‘の~~梗反庇機構に従 7 て EDTA と局結合す:3とすi-\ 11寺

系(けにつ 11て

nimej=(除〆血L i 伊丹Y丸一(*PrYつtJ = i匂〔仁♂〕十恨み J(WJ t 
系 (2) につい亡

l v j M+)t n { 内 γ)={~~ J間十〔前)
付FトYつeーゲPrY-片j み Cr;トヨ+J

となり， 更lこI44Ceの停壊交の隔のilt:得力8'pH 1亡依存しない(すなわち tを 144件の平均

寿命，1::， 乙耳石、くこ之耐きを 3 )どイ反匿すL-Ilr-.f，勾配ー!の直線が左辺町対絃ピ pH王 ]0口

ザトすは11手得らI-ll~筈きあ 3. しかし第 l図!こ示す

、、ように，勾配~約一 0.5 きあ，) ，また謹橋信 J:'Jか

なリ lいさい。 tを計算す3し pH I"C依存して広、')

更にこの設屈きはでくとさあリ，工法‘η 仮定 1芯取立

L ~いこL:. Iミ Eよ;;\.
戸‘11' 

、U:量
こ山らの結果!な， ほ )I榊 Pr1てつ 11てほ遺産定数

七~'111さ.(， tが pH1之依存〈結合切断の歩11きが ρH

Iて依存)して 11~， ま1モl芯 (b)IIJ.lI. Ccのβ壊安によ
IJ宝l..=た J桝 Pr1芯4f白lて{J3が， この Pr(IV) が

EDTA E酸化し，その酸イヒ生庶物 Eこの錯停と Ce-

EDTA (または Pr-εDTA)錯体ζ のま喰反庇i童f支

E〉Iーt!~
}‘止、生‘ー

b~ 0ト

~ 

港弘、

」

5，0 b'5 下。
pH 

がi星1、正いうことを仮定す U11ま説日向さ1-!13。 このう 葬i図 p，rの収率乙 pHの関係
ちは) I 'C閲して I~ ， 系 (2) 1;::広 1)~ I叫仕の交墳反 . (1) 叩戸十 ω-;= *R.Y-十 (E?十

fIt-IJ~ ， マつ口重の揖合i::l罰ピきあ 5こヒから|問題が o (2) "'Pr3+ + PrY-ーや内ー+Pr計

a;:， 3 '7. Lトイ屈のセリ内ム I'J'酸任3各業き， EDTA I~ d: 

，)塁走さ ul~が， この洛実 E中和す W¥I~ EDTAの酸

イビ笠liX物1'L ζε(111) が錯4本互作~ことが， 日在収スヘ。ワト IL(J) ~q庄司\ら知ら似てJ:，' 1). (b) 町

機構の方がそF当之考えうiJ( ;?， 0 

(/)撞"1， 丈森， 工穣， 星， 日本イヒ学会著名門主手会(告を京) 19 tLt 

(2) p、合le円十wor十い斗 R， H se廿'5 ， Czln、J.Che'YY1.， 39， 104'1 ( 1 <j 6 11， 
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2A37 
放射性希ガスの固定化の研究

イオy衝撃法によるキセノ :>'-1.5.5の合体

日本原子力研究所化学部 o市技純雄， 川崎美知子

原子力工学的見地から希ガス K対する興味が急速K増大している。第 1 ~亡は原子炉中I'C

生成する核分裂生成物中で大きな割合を占め.大気汚染を防止するため適当 K処理しまく

てはなら念いととと，第 2~は核分裂生成物中の放射性希ガスの中のあるものは科学や工

業の分野で極めて有用左用途が見つかってきたためである。

希ガスは化学的 K不活性であ b人体内 K蓄積しないので種々の目的 K利用するのに特に

好ましい。しかしながら今日迄余 b多く利用されていないのは主として常混常圧で気体で

あるためである。したがって希ガスの利用に関してはその固定化の研究が種々行まわれて

いる。これら固定化の方法は大別して 1)化学結合によるもの. 2)固イ本えの合体K よるもの

の 2つに分けられる。希ガスが化学結合を示すととは Chlathrate 化合物として古〈から知

られて持]i.叉最近は希ガス.特にキセノンの化合物は数多く合成されている。固体物質

への合体の方法もイオン衝拳法.高温高圧I'C$>ける拡散法等多くの研究が念されて$>]i . 

生成物は Kryptonate として種々の目的I'Cその応用が研究されていず。

本研究I'C$>いては希ガスとしてはキセノン- 1 3 3を用い，イオン衝撃法によ bニック

Jレ，銅，アルミニウムの金属板K合体し annealing I'Cよ bその安定性の検討を行在った。

固体へ陽イオンを衝撃するとその 1部は国体表面 K捕獲されるととは sputteringの現象とし

て広〈知られている。

用いた袋重はガラス裂の熱陰極放電管であ !J.管の上部K タングステンのフィラメント

とら旋状のタングステンの陽極があ]i .ζ の陰極一陽極構造から 1 0仰下方に加速電極が

あり，さら Kその下に攻 bはずし可能な試料支

持台がある。との管を真空系 V亡者妥続し 10-'加盟

Ha以下 K 吸引した後キセノン-1 5 3を充損す

る。 ζ の|祭多少の不純物ガスが混入してくるが

不純物ガスと共にイオン化する。との擦の放電

電流は電圧 4 日 V で電流は約 1 0 0 mAの程度で

ある。イオン化された気体のプラズマは高電圧

( 1 ~ 1 0 KV )の下で加速され試料に衝突する。

h
M
E
d勺
噌

h
A
A
M
羽
句
、

図 1 時閣t亡よる Xe-133の放射能変化

ζ の様 K してニツク lレ，鋼.アルミニ由ムの金

属板に合体したキセノンー 133は極めて安定

であ]i.時閣の経過に対して損失は殆ど認めら

れない。(第 1，@ ) 

従来イオン衝撃法による場合には試料 K直接

畑一知一。一抑一p
、ノ

一自

n

一

a

函

何

一

巴
一
仰
同

一却一胸-o 
-o 
-9 

J
d
 

J
'
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負の高電圧をかけて行まわれていたが，加速電極 K よる場合にも同様 K安定 K合体出来る

ととがわかった泊したがってとの様な方法による場合 Kは導体以外の金属酸化物等 K も同

様 K合体出来る。

〉ドー D.Chleck. R.:Maehl， O.Cucchiara and E.Carnevale， Intern.J. of Appl. Radiation and Isotopes， li， 581 

~610(1964). 
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2A38 メスパゥアー効票 η 化学ハの応用('11報)歓11:1?t7lJ月叔射線制ヰ

骨文男五手71<U'空搾珂 4在野 f害拡 028北 健 守幸P叉尋K. 有操作意

目的. る見方的弱品特手中 i乞手持ヨボ長汚~1 干支 n、ら校内乎 íJL 1前打工ネ Itギー荘村

ぃ柑漫 1ゐ役、及E維の n幕開it11;竹 ih1}1， ヨら μ をtt1h'-V瓜作併の持Jlsキ若手中 lτ 宇持コ市長岡
じ持稗 117厚手殺 tらよ 11.. 1J_，.島v乱状 E号tItゐ援事 (1メスパゥア - j.11 牢~ v手11、<K， ，tjH穿R..L. 
Mo'ssb丘uer (~ rん経tv.f.. 系，核抑搾 4 抑4笠りぜ ó11t有戸H干哩子(~ [，，，嗣:s41. 1.. ~くの時現惨事 vdo.、
手。、~~られていん 初'1R1ニ{才主't L 1.初主空宇者 ρ1潟，¥::'f: 1. () fl.が， ;1里托-(11メスパ咋 1-
t/l.ll': 0; it常的 fdI机謹 ρ併刊の仇約 )h、人 l乞f，し附'1u1..， ?抑訓告主 or ズ̂.り正の 1tt0'仰i二1 lJ1 
L ，1，室主的村官マ~子核(百;;.~が t 'U"、減収椋)11J1i:1l富手ボ礎 tJ'L 官、 ~lt ~ '1 u1.τl、ゐ。
メスバ t'J 1-~止収スペゲトル幻想'1 ~ (，_ J 1 l. ~寄られん脅手椅 i宣 l乞 1司速のいゐ昔 (1. 150けler
5~j千t (票結併4府軍手)， Q.uadvupo{e 5plittì n.~ (凶委純 Ifi製)，ガ J'ii‘Recoil-子ree千rac-
tion (愚両彦北の γ緯 ρ訳出ぜ!'f!i，及状的民キ)のう品市智1tfJ正て、わ 1 1.. ， 主(12 S7Fe ([事駿

がZf号7てわる 'kn，1{1ζ 手〈ハ%<知ら似食事者~I:41 i勿tて1lJI 1.. z れらの量。;報帝ヨれ 1
、、 h.
1 O' L りが、ら持品 t乞淵射持 fJ'2' 1>照‘射 Lrl. r手ドガ z ゐ 1t 守幸 ~t ハ研免 tぇメスパ、申 7 一

知牢~ t'.r前LT'! ~)'IJ (1守れ例 Z締 i，，.f1ヂグ{亡スズ ~tt制 tτ1 '̂ 1.♂例を叙呈ゐ(-:.)盈イ1、t)
敏4t47刺 t乞 7い1..11官i%-{l'Jh. 受zi、 3脅~ ~ rJ前報 z}(-:.ひき 7デいて， • ~庄季刊吋ヲ t
守仇鉱山~抑抑制再H忠信桝の副主(<メ Z パ、の 7 ー初壊を t 同 ι !l1射試糾正樹併の 3 、ðJ#.

態{浮?をl 自~ (ぇ骨析する可能桔(~ 1 い1.~最討を z 、み 11 (1.. 

望職百花~託料'r. L 1.Jflぃ良敏 1t 今籾 t苫メスパゥ 1- 初専の丈寄い陀2 ((20..)， 
nHJ..O，. k (Fe (宝Ij)2]， アヱツ鶴牧7シ毛ユマム(t色紗}1'.tv'、持色紗 )I Fe (NH4-)z (S04)2 
6 HzO (毛ール極)， Fe (NH4-J(SOu，2 . 11 Hz 0 (税制 (1人)fJ i.' -( 1nゐ。 探 11:守利主耐の晶0(0

~射撃主を嗣いて全線量 Z X log r 碍'ffl l ぞがシマ錦~，射を '6 fJぃ，照射鉱料げr1;' キ.þ'~~
明言革対七 7い1三d1滝、、d1メスパゥ 7ー初専のう草'1'!モ竹 fJ1 f主。 Fe2(C204-)3・ nH20 (二 7い

'[ (宮常 11-[1罪~，~射 t 三 J ん究官耐をも frυ? h. 

4軍 m 場~ (1 S7Fe (S7COιιS'1fき) t1l 1-励程ボ健 z襲l草紙俸の同打差持エネ 1&ずー
//f， /f Kev '"γ稗吾利岡 1るf)t."議場 'LLて*'Coi! Cu根 1-::事着 L 1~ 季れ戒中高~i'-goooc i' 紋
日奇嗣かれさぜ ktのを刑いた。 上れの幸次 1~ 令羽の材不 E 吸収 4手 'L L 1_ γ、t車線歩 tl<固定
l ~~県三厚長周期毒事M綾(<. 1重緬 L T~ 馳勧弦軍(歯孝償請r. 7ヲぃfヂJ零直 L劫丘‘f動力 Eβl室)

tτf I) 叩止ヰヌ伴 i乞何 l'(-lt:連指ど直持的 lτ1針路動 E竹山ぜ， 九県の吸収 E淫障の eftt~ 1:: 
L '[ ~~'I を L [，z ， 五年5月i!r. 吸収 4手中 ρ >'1Fe 11 事フ訟はず祇 J~ 1'-めゐ T1Yl向着 η1還特工宰ル

イー 1'-~わず台、 rj 善が主ビ z i-l1が柑符遵勧のドザ 10

ヲー初手 1'- .r 1 1...補、われゐ tf)( zのY議

。仏刊の珪Nスイクトル上 f車*からら T1."1111 fJ 1./1.下<I官軍 1乞j:t_。島。仏+主的中に‘ t'‘めらわれる(
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Isomer shift). 111.梓の 1わ Hハ事4勿和 11:Xt都ffb;l世l、zきに 11，持(-:;h' Itる竃
手{乞 Jゐ霊場司配〆o1::旬C， fJ いので持凶菅椎能寺 tτJり';f-励足立争防hご句法 L 接白鳥域限

(~ tす;::.1のτl'/{ b~ ul ft K1 1ftゐ(zのペ仇 11-り 2ε 。ぐ Quadr-upole Splittin'b)' 

続車. メスパ1'J1- ~，氏峠スペク卜 lレハ 7 緑眼前 l 三 J ゐ事化 lす訴事l十(':. i 7 t 説霞の

を。:d十Zれられ h-;， Fez( CJ_ 04-)3・1'1HJ_O (才 t7 lも哲AttJ、文章〈 ヴ工シI!!i~寄生 1 -;;，老エウム

主宰 Lいが k[Fe(~ly)z1 {'主-，'"噛1.'11 R~，射 t 二 J ん雪化 (1 山4'、。、ずめゐ e

4
l
hい
ご
と
U
F
U
〈

Fe2 (C204h・11.HzO 
- Non-ìrradì丘~ted
一-y-Lけadiated
(Pho:totysiS) 

-0.' 01 + 0.1 
Vefocity-ー

+0.2 cmlsec 

作Zえ11"F包'1(C104-)3 冗 Ht0 -{ (主因ド糸 t i' ~<r 緯掃射・光照射のいず仰の場IÐt
司nW，耳:f話料仰スペクト If.，のニ 111 vD.)j'立すに、世qp_劇作 (1 l、才、れ主再 dl9革fi_を3政じI そのかれり

l'書骨 Lい減収?舎がい(1 Ii' l-~ 1!1 L/1.ゐ， z tI) / ヲワ v及作スイゲ卜 1'-'の約五t-()' Q且柑認定の
哲~t (1 an'1 (J'μ眼前l乞 4平手続品中 dl~t 常者 Jt (，対長 1ゐモ 11~芳えられん ρ，'， ¥1，及校スイ7
卜lレ仰約ドモ tt t..f~雑ワモ ðl{11 スイゲ十 If.， (<わち削れ政菅1tU、11昔、ら約Jt;lψA智代 E
t証~1 る博(~ t!;r官、ら抑闘持を 1干rJ'jゼ 11みう。 z11 t "1 tJ スイグト 1"/l1桝本n-(-:. fゐ照射

械や何年注意的ヮ句桁の可能枯(:1い1.. ')ら l亡桟釘壬 nrJ 7 ho 

支 南丈、

1) A. Yu. Aleksandr-ov， N. N. Delyaqin， k. p~ {I1itro千亙れov， しS.Polak and 

v. S. Shpinel; Zh. Eksterim. L. Teor. Fiz. 包， 2074-(1962). 
2) 級事手・事 71<:.著者p.~材・肴蒔: r I回姥工寺』亡が(tゐ同111元章和主宥急名諸条
1964年4fl (守事). 

61 



2AJ9 委えま重司被金右胸 4 附 ssba."er えへ。クトル

火ふ大ま史 o高島実五・え橋茂、

さ永司日比井 17 *~ 1....， 渡嘉』併.-$--手室町議機匹、よ 1./;有機、鉄仏イト物巧 Mos出 l1.er ぇヘ・ク

トlレド寸けて幸正令 L(~ß、p 之本己 1刻婿 llパト匝1'1 主主核押夫 J.~:j主説教絢の Moss ba.l1.el' へ̂・ク

トル効1~を持及か-" i号bれ 3知識、戸づけ-c.， 子穀的毅4を喜 fすなう。

タ験~;主は爺 @I司 ~t .l"7Co r戸線5耳、一回車志向板女吸収体ー Na.I(r.O柑応急-'i :-7" ，vチヤ

シ主 iレ元高%村本の象主用 kVF 14+kev の Y線の S7Fe ，~ .t 3 吸収主 3~~ 定 L ， Porrley i主Ilの
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聞けれ試射のすで， 与ん妹主主， り上ラ喜安鉱 It 主つ己 t ;-ヤ t ヴ・口JlI:l..4A.主手 L刻乞来品 t

事 3ベ歓 T ンがグ窒正;， 9 t:l 4扶主主口仁 11.~有料勾 a 乙 vaA.え水久喜く刻史明言辞て事フ作.

4也の占有料 tP-il Jj九時 3皐元国比較官~ ~もり古削盛乙ぢ官1 "事ゥ人 bん歓喜志，<つけ ';1土産地勺車な
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1-付、"(Ll J • も古 Eんユ円卓リ，:.戎4トのま目忌 1エ免囚 1，芭 j号乙} ，Jt. J. 
スヘ・?ト lν 町ピー JJ!査定 z 信長令者全己勾肉体 lニ1'1 比例任過ご名 3 こ三 ~$H奇 t (0ベ 的.ss-

!，auey ~4え以外の PiU~) l克令L*丹鼠争次・大きり作品阜、 ιι初9+r，1 ~ ~ "'-r;.かった^f ン
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I : 2.' : 4.r 
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l ~、 L ス "'，i ト，1/号制』文台よび・ゐ仰が shtμ 司佐 '0 '1 変 4~ 京りけ。

ユイ歯欽~ 3 偽喜夫司 5品々比之主恥~ " 1::. - J 1iJ手責 ιι 乙の l刻4垂t，刻鬼例*'j，-tiく結論，1t号、
7 "'-fj 品、弓作品ヘ 曳，t:主的，< 1"1 I司号令場企同 z， 1i!!iをま勾ピ日夕な 3 1蘭欲のピー 7 よ~ J昔， l <. 

nヘ滋;;;の場企花."だ妙と弓 I:え 戸対 l 1:' - J 1荷積ιι は丈凡， : I l' tl J.  ;ん俊鉱
のitk，~花什:長制止弓 I : 1 勾 5昆~比のもので団 t・- ?伝1持ι4氷 I: 0田5.) 花仲:ん*'=3 I 

の t司 t・，1 I : 0・.l..'(;tJ?(<.

J. 4~ 勺主主ポ :;_Orv 30 守1. "(‘吃"'-c， ~ι" 't J イ訪の級勾 ~&.þ. 彦次第 1 L <.少なり t;!l， )，ト (~Jφ .fl
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2A40 放射位向伐俸を問、.f.:. 7"，.1/君"ムえJ愛昇XdJ可夫.
1'1技各報応えずにあ・'f.9め献体長ι米主役イ才ゾどの文成民右，

/紗可・{r..rN~ 同下 J.

草寺門以呪ぬら 1:ょうて， アマルずム主投反応左利用 lT=放射fヒ守的余禄法相I いくつか枝

-fされ t " J • こ司すi....，~，思卑 I~ 131吋えす色冷離ていき品1::，・チ利虫色 f角えてお j，放射

悼核宇蓄を他の千件えを。、 5 平静す J の，.:非常t有効マ手段でゐ会主尽われ~. l ~、 L }"-<' 
1レずム交最小被I主に 1まlす品基域的なヂ -1 ，.. /まヒ人ヒtP_-17されて Jヲらす， このす i占を芹用
L ]:. 7ピす Jピ空宇Fキリ、 1史zムJ.不可先，;)"，アマ lレずム小南陸I去にビのよ )!j周争。..l;
1芋す J Q' ~桐ベノ その最l島孝It1:ポめよ?とす JiめT あ J・
序回liT，アマ』しずれ基'19.11す1"ドヮド緑のえ比二ウい t報令す品。

主事責，tつきのよ?に Lてあ'こぶゥ k・ 同 r の寸ウ~~ t. L T-:.ひ d乱の核fft王殿官 (IOS_，15少)

17.. -是菅 φ放射『降水/鯨イ才ゾ疹茨!i:t ，) ，宝寺「ずえを通 C"t応fヰ願寺 s常*Lとのち J ー

走量の企島水線を加えて棺をし， プ A 干守 77・きが，)，ペヒ d・ ニ取引'宣;島 .1，~ fぜ刊の 7ラ

ンア t三宮Jl.，~とリつ 'r ， 別問 ， I$"F周/争 a主主:)1.フk子，'-.¥・リゼ J，一定時所与 t弐

昼食管~-つずフ時ずし蕗iた?の放射飽の荊・タ t iJj'J足すし骨文与す‘l主タド鰍f才刈思決1主

JRR-2 -c" !11?~，す[た Hð o を HαO'!- で iJs..~手ん とれをキfK.lて明後 l 1'-_・なあ氷結イ才ン様

/管内易牢 E桐ヘ長官号令'0It， 三点に 1iuT手伝 '0ぇ fiiTの手1三放射能水邦イ才/1:加えて海i夜も

銅製 LT:..・用い正放射怯干支被1'1=.2.0371ぁょが ;fワ?の混浴均 tあ J・
務i夜守の 1文身才能，t，3. ')手ぜ時間の JU盈ヒピ:l， 1'， 

-Rt=与ムニ旦L(/ a.ーα.

のえ l二f之ヲ 1戒VL r乙。 ここで a..t ，3， ， 1-ぜ'時町 Oの』是 φl忌iえ/"，，1苔リの放射能ノ at 
，. .3， ') iペピ時間 tのl::~の i怠 iた，.J当リめ放射官t， IJ.咽 I芋長 fふ乎 7tjlふりまぜ時間$P~λ)

めと E のi怠iえ，，，，J‘るリの吠射能 R'主走車え t・ゐ』 ρ

それ売れしoN のH2S04，Hα，汁NOjI Hα0令，r、It:I，S04，KC.C1， ，くN03，No. C10+ ， NHq.O付高-
tぴ κOHi事;R'之フ""l半支J安庁内(払 =<*10;圭)~求の，，1清水邦を，広i夜色;*，ì~r '" 
フK頗イ才 :;/i彦ノ芝(I (@あよぴ之 f恥水帰イ才ン)， ;昆ノ支の手う1容も調べド・

んは藤氏号l二比例しノ企/島水揮をの今煮に逆比例すわ路I夜ずの 1f&:i水)flィ才ゾ披

/者 s宇実按乾閉勾て(.2.， ........ 4-2.:J /ザザ'~，Þt )丈域除用に持率 lr. Q' ヲム・之if!J水厳イ才/'，;
〆て!-JHJ:μ 吠よ 1ムd林勝ヒの寿街戸匂色の iじ/fi-rvi:叫 l，私 l芋長 <r. ~・れ J政
wL弄す bとん 1係官、〈ゲ品。戸伊'1どして，ヲド厳イ才ン議j安zツ1Hji仏p.，水鼻音lザ1.，
接点童 .2..，..，1.I ，~， ，) '* ..<f 0 掃すg'CtnI， ，)， 1-1 -<f1t;t /[5'国/会ノバaζAF号ぷ訟のデー1~~I 7.. 
末す。 かの '0I告のl1t珂，$， ~ 1-ぜ Ji:ノい Tれの渇企t J7 メ玖ょの杖射能が水伺~' ~メ全
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棺々忠良l之のサ b氷点政イ才ン町平え成時間

i%-i夜象庁 弘〔令)

I N H2S04 6.0 

I N Hct 7.0 

I N H NOa 4. 0 

IN Hα04 ~.S 

I N No.2S04 /1. S 

IN KCl. 7.0 

IN KN03 9. 0 

I N N~α~ 守.S"

I N kOH /T.O 

I N NHtOH /.2.0 
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2A41 方丈t寸小生幸先勾イ ι学台守 ~T萱カ(ぞ") 2) 

静岡九杖射ィ吟冴 宇中原富尚 o長谷川底]-)争告令本帯主客橋供与

目的. 嘩暖i漆容5浪夜削守 tてでγ‘輸ぺt阻M包‘t勺s吋b(Jl[町j官ザv自巴杖身射寸鵠安初9果1作三よ リドB叫2~Sb(問v列) 1怜=妻炉イ牝に しz、川， ('リい』

H てlは本と吋れ1まてでで"‘肺究古恥てき T花主由が「 吃『一i逗皇勺E研膏究ヒ l (. t門守R則主 e!J主 1ゲj"l.枝封2お舟‘之
な予巳人.疏暖う藩塞z飛夜守の!1守日q価冊E町j左1溢量儲ア吏 IVνηが、‘ムS埼夫l炉三よ y蓬えして幻何日(][)t調警 LJ ぞ勾

持 9広東破壊II哉、よザ;和吋到来i農民(民何事・よぴ玲明).，室長宅!主投討しら。さ$1=句(:n:)t 
f聖位~ ~<千ず杖星保存 l 7.. J 何日(D:)叩モtt!<;逸7I1':=片す Hi世母宅惑に比抹射能様変革、J:Vo'苓

符温葦イ芳日影響五し 5ヘf，ZT夜間今疏噴ヨ在来宇 1".;J;・Iヂ3学定性ど白己批射線拘華I己主
主主作機脅<t-..l;Ii'よぴ HF(，句).，住民す，~桂三友此i呈度的 l之芳容しt.....
す去を iH安崎じー作草身干位保守J:，y.'吉町幸

円下電(m) C米国 不-7 'J ダジ繋句 proヤs~ e，d u"，;t.河原誤‘科号挙法 16 M ")孟母ミ本来ιしノ吃I{t..
1:0含ま<It.1. ¥' ~干机均 ( s'l-H...高、ょが 60Co) 支障去す~ 1三妙 1::エチ 11."エ』テ 1V"Lい代R<⑮it抽

出精製 t，F ヱーテ JV宿主 a真空宇ずj主将乾国人減噂ザヰ末たしてÍ"~fe.(]Ilヲ官有料等竣も調整し

も， 韮私、別冊昔、科帯夜11:I"tFe別号訴;料悲報9 一定菅主N;-守う患婁司成醍!こ拘之-，:，1え 4まえ

号司民同有、よぴ見向(成時芳ー鉄車ょが苛主宰矢yンもユウ向ウ成直交器官):;本荘主同土 t を

伊ア~ Iν ず句 作よ n霊えしらもうを旬いら.モ勺 fい拭乗lますぺ 1午寺教品E句、tJ 氷はと
田義喝水tl司、'1.守二予〉丸。

ii) ~分書生三塁"定三去 1:"e何封特等戎E酢暖ナトリ句内の革委得f主宰堤で~1I士宮 lzh これ l二0.d'ジピ

iν ジ lレ落予定E抑えて， -;r-犠イ才〉の錆z藍互っくにさ 5(=-f<!. Qir)令干皇f苓嘉穂(石糊方二

欽?シモニウ久勺疏墜落我ιア?モニア水E拘えて芳=鉄イ方〉左三定段主セノ主主{¥:;_...t'造住操

作(~よ Y すー欽イ才シじ対二位イ矛ン司令桂1: jj，こ~>三)今能レ応方}室矢イ才> ~含む
主宰z伐と苛=後「ナシの三位殿~""品局室工、‘とがし巳ヰF夜"&.~>ナレーシヨ)/'1]ウシターで::i'l;主 E

g、二五¥¥ fTF.ot Or) l::.計良(問『言T毛主f主昔、 5円fe(1lI)の邑タ寺 E京‘勾五.

結果 i)議室長アマ lν グ《諸l三よ孟;S1fe回叩さえ-:t. 1i東略者7堂 E は町民拡身T従業東~ (:総

容器 100Y"'-..t )何?正 10い.)'-'-/r/.....t1:. L f.e句右，，):1，)." FeClll.) 司干且f苓帯主を LOヤIY'l.I"-' ~ωo r/....R句
向 E 各々変之在場合 9 密室温アマルが~ )::よ 3卓ぇキ/"1'Fe (11)主旦体 4場合 l三事、 11 t， ?'1.8' "v  

?空午主司用、 f孟'E1:.. ~民間の護康晴対事t l:.還r苧は主線問 f革ド険1主し J 1<.主老夫キc.
左控f卒去最注とす札!ず R(九)-==12P.守C ナ H ま Z可で来唱さ札し一方下ε骨主!l.r苧じらぬし ら時津

還走キ lき 7U""3Z、 o~. ~ J'司"r.I! b.人宇且f卒事定書吋瞥'tbす昌 l:=.しらがフ之蓬ぇ宇rl否決少
し R(λ): ー I~ 1乍c..'TH J:;}町七、走のさ恥し
ii汀川ii川[リ)疏萄酸真帯1意主 ι何F昆凶εe(伺E叫)句 色5炭号ぞ、返」阜呈8度E 詞霊主れ T巳主同昆臥(疋勾j左 O. ( ，...._ 2.0 N ''''三各冷偽三場畢度 k し~J 比
枚身射守青能E唯走 E 供H1メ10戸4v胤札ρl什川r吋/ん凧μEι し T花主 k き令社置冒叶寺珂 と 「円守h五(閣m 今包広股臥‘三i迅豆主 l手球画時宝5課揮ま Pが、ぐ、
す M 桂 tけ1r.艮ε"eC何E町j の 3孟~þ吸是‘退遭度 þ" ，退 t 志主-ζ ヒ1l\' <h <:1' )巴.
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iii)むヒ放射能弗度品、よい糸川卓まイ才ン護度勺診亨‘球眼帯度左 0.1N di‘よぴ 0.81'1 とし，
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土-r-，- 一二予作中↑~芋ブ ~ I 同一同 ω
PVJ-7二---;j ----~ i号吋ヒ斗十一一_g_I ~ tU:J -I\M~~倒防
叶えよ~c -̂ - I ~ I骨L吐一一時一 一一一一--<1ト I 1:: コプ H 可~
|由ヘ品 | 責干 ハ L一一一一一一一一一一 | 晶

卜.ぺ、 J常 101
吋
-o lド守f<(:u:)同

零 I I 円及同守巾R句.一…….一….一.旬
...l.. 

仇).I:!"')，c.c)，(d，l・O.&N、1+>.>0午
&.).守): 0.1 N 同 SO争

0， 3. gメrB，・長抑/0-ち0，'r.3則。ー!
ム，牛?メ ID-'， )<7.~氏 tJ， φ2.，メ/()
(>(<R "l.刈L 凧μι I .，. I.....~) 

0， 0門，・ 2・1I'}l'D-μM，C.， 2.iメ /P寸門

口l、'¥->( IO-"M. ><，2.lI')< 'D-~ <])S-.~<J O-"M 
O. / N. Hzs04ト

(::.字 S ヒ~え 5 れ位。長 1 '7 1<る今 I巷会 11.þt放射it~ が S.][Ì S 1II.. 7.... ~，<九寸 l事'5:n:く SlIl ，.，ま
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Li bby)のモヂ Iレ/-::0 H、~ "I2 '1 1-::.乙r
'b~、 l d: ¥，リ支暗ま糸、 1.r.是返す主ヒ M

う幸吉号より秀容すれ (d"' Dtj-.t:: ~ i 

C且ーのオド F~C勾ヒ下乞llIf.) ')ブ、'}、y ジt

姐の暴く訟法。止さ lτ まん

1) す‘ト1qts....比rd， 恥叫S.T.........y"-: r..'..... A汎‘(yst，.R..よ吋.{1'1J::?) 2)• τ l::......b.""; R"d，'.-i1・t.ドf，'l!，I> (1守Sc!')
:n..石祐司 JI~吾容号制町主主〔特) '2.'1'_ U~t'o). 村神号.長砂川 t 王星工I>.þl~高・同問 r:lr'~計守党時乞啓 L門川
γ). 'J'吉iIveヤ.... ，，""叫且.W.D.ds刊・ J.p~yJ ι11"'....， t:皇制 (I~S'~J. b).VJ.下 Libby: 寸 Þ~5
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2A.42 :孝司虫縮令リン面食生基宇 mリンのl司{主イ卒交換 jえjt:

九えヲ望 人格友 。与左長 Eえ

ー般 1"才)しトリン融措のが熱脱水|乞より持えの縮会ドリシ磁温が念放されるが: k f lz13 

オ)レト，) ~磁土島町イ也 lてニリ〉面支温などを広務物j首とす 3 場令がある。 32p T'ヲべ)レ Lt: 1ヒ合

拘 tl司株な方法で4示板されi リ〉イ七念拘内放射4も守白:Jpf完1亡判明主れ t川る。!::: ?で
放射性のす}レトリシ荷主ナトリウムと非放射性のニリン磁ナトリウム..;1:'，発効 j篭"-L'生試

す3摘必リ〉畝塩ノ k ヒよ rf 三リ〉磁ナトリウム 16，咋が分 }&1キ I~ 均ー円分あ L '( vJ る

のかF あれ)1 手 ~i2 の1:._ T' 示すよう I~ 印古守備ti してりるのず， ま女持討セれていなしl。

32p 十 p-o--p一一 32p-O--p-0-r 

本;t:ff'{ 11よニ誌の主うな 32pが備1iした縮4トリン白色埴が生息えする11条件の検対 ならが(，加
熱日記永 l之よる織令リン醜埠の生成機樺主特定するの(，ゆ雪な蕃産試料左侍否目的で行なわ

れた。 まず 32'P炉、偏在し た北砂勃左うるため lては出発幼績)句の l司住イネ交壊かあゥマ 1;1なら

なけのτ;今回は〉たの三式 lて示すよう(-::才 Jレトリシ抜埠ιニリシ酸塩勺同f主体女持jj_たlて
つけ τ若蒸し氏。

A) No.H/2PO斗十 Na.4-?z 0'7一一→

B) Na2ト|叩Oキ+ Na.'t f2. 0'7 --→ 

c) No.3 32'P 04- 十 NClLj. P2. 0'7一一→

ごの空母ti;l;j g2PでヲベJレした方ルト，)ン敵 J ナトリウムノ ニナトリヴ""， 三ナトリウ
ムにそれぞれ~毛)レのニリン磁四ナトリヴム五加七 τ 電気炉申で・加熱(4-0D~ ι 000 わする。

主の生是正拘~ f室イ才;交換ヲロマト 7ラフ戎7."1，ト融L-/ k~ -7) 司~ ./左え号する。 1)ンの
ヒ七色定昔 l立毛 1) プ'f~ (V)ーモリプデ'パV1)混やま主宰 E聞け Z行つ九 な治分離した%.0¥:

dトのをえ射能左合門力ウ:..9ーで'削えら それぞ*-のリ L の比故射能左耳広事る。

加熱従水!こよ 7 生段ヰ b 存宿命リ L 畝換の棋風~ 1;;試料のカロ熱冷却ヲ伶イヰ， J;'.I: 0"' Nι/p七じ

いょっ 1 主萌己ざ<fLe何で; 前誌のめノ B)j c) の鴻必の生反物It-祥("な川口

A)では弘そ勃綾であるこリン敵場句他 l亡三リシ暁士主回ソシ政塩害析、生厳守るのて; ォ

}し卜リ〉敵塩とニリン前極的向イ主体交検反応き A 義的 1<~@1員三事る〉と It で手な日。 しかし
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3
2
-pが均一 i之介両己されるを与Jb-b'J: ~トo tb放射能 l苫 4 史1."な 11t{t [ポ'告与なレjのてi ギめらl/-L-

h 比放射位在比較~ !;)ごヒ Kよ7 7.阿倍支携の 1支今dt定す b二七 0・aでfる. 加熱i.in~ 
A念f.l. I亡あ 1)"7. νJ <.止/22P でラベ)l.-L t， %)レ~ 9ム隙 r タト y ラ 4霊童 /;1:初期 1三岳りてユリ
〉政 I畠 I~ きッ試料 tJ\' 均一北京るの 7'~ &.五三生滋:鈎の比放射能 l誼 A 史?あるがU 毒 ì~k l星友

tあげ".tL 1ま"~ト琢;在トの比放射能な落ヲの組連芭をす';9。

B) 1立主 ιL てニリ L 酸t主主金放して均 ~1じするのて・庁 IV トリシ械踊 ι ユリン震設事長 t の

i司i主(手交捜 z削定するニ土 I;{倒饗であ診。

c) ゆ反たで1喜与れる物j電11射手巻物j責ι向ーで';t)レト yン敵極 ιムリン政'泡のみで'ある。

この系で 11)自凋J立た (400.C，ノ 2 氏)-，$.) 7.."もオ Jレトリン街宣埴ιニリ L韻塩司向日 d、なリ司 l司

4主体全拾が‘みら鳥 toooヒノ 2孟l"S:リ1，"品交ヰ安及;t:'1;1 t 会 lτ キ街 I~ 遣し て u る。

以上 a こ kずらノ 庁 jレトリン政 F ナト 3ク4ノ エナ'ト yウ.q 1<1 t/:，車史的イト3 晶l更で，-リン
磁場比哲るニ上〈院去のノ 合ょがオ )V ト y ン加えI毎ι 手~ ~ t!建埠 l古田非自主主 0'K 1零1H大能同志， ，，) 

T 同 j主体~;f空色げう L ヒが'わが勺 f亡。 オ走って '"32pl'ヲぺル Lf:三オ}し Lリ今百b主主主とニリシ畝

塩 E忠義ち拘j責ιしろ 3:l.pポ，}OO 0/0偽;(1:.した縮会リシ磁塩乏生えさせ晶ニ主¥d;できなり。
むる JにL怠夜中l"11.樗礼司{除iキI=-;h' 1) Dず ν トリン政II %ン ι二::.-I} ン疏イオシ鞠 l句のリ

ンの丈堆?;..):::・ 1;\ おこらを 0) ので'(~記長...)ノ 本実号令でみられる Na.3 fOtι Naf 1之07 の支域及品 11

5主 I~ ~ぺぎ乙 ι1・あ b。
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3A44. LJ02料品中の不4特+生枝分すまねい戎芯(み 1t~) 

東Yヤ: 。大井主 ね仁三郎
凍与カ?不 吋

|ん。，t，核i芳1匁2生&丹入0)UO} みが、 jの4拡広昔叡占に〉、川¥( ¥立多 <.0敦まゐが1考よろぶ℃ 不利ヰ埠?芝主，)牲d拘9宇妓兵
づ介?習生よλt六か、バ均可吻め 1ごフ 、¥11今 テ-タ i以喜 l司~'L-\'(ピ'~戟R時吉 d 吹 è ¥1屯 tい'〉b 吻市市→木L ゆJR吠g-2r照争拘jL 
た U今Pれ3花E3品もiIは3dω00，，-2吋_)-oωOO(
Zrト-んbり)0玖身 lにこ〉り 1l.5べぺ目)lホえれ9拡設定まえぢよ b拡散フオHィtエ千九千t汁
脅し在。
20 U O2 *結晶 l主号撚公私天~~f¥ J、~ ~.走イ売さホ九主 9 で奇 i。 (l f自宅 ~~O) きす 3"'-g 
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9ょにのtノコイ Jしに 20"-50 Pシイァ。宅九t:.えすこ之により 1300"---7.S00oC IこP黙し宅n
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ナイト Cに号l燃え母j叫3内地足Jsrl古札1，0ーク D-<> ~ゲ 571'介前 L 左 9 ，5均~
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311 1..トーNb 10斗 kCaJ/tnJ tも占。これ59 1~ (])t '( Q i.) I止す-(1::今〈報きd
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Fig. 1. Diffusion constants of Ce， Ru， and zr-Nb 
in irradiated U02 single crystals 
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Fig・2 Diffusion cons tants of Cs and Sr in 
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3A45 U02埠終吉田れ;科撃手ふ!主救命号長生玖紛の務，普文jオ2案反)

穿主守利尻初事堂 犬1干名 oJ5111二三ま?

1. タi報1-=持者;協較的平;捗掛の簿かい私右犠毛色献物(La， /10.ノ Te，I)のUC弘幸指Sh語、

ちaかを伝(へ?ヴ仏乳i弘中){亡ヲい 1事嗣べJ格者主主敬介I11" tあ散時者捗It:.エキ tレギーのあよ
刊の4ι£手め位。
2. V九埠鈍:，，)1"1i i R -{ (2-)( 111句んC/l<<1' ) 1・2崎i肉眼射レI 1品----/DB7旬沌却し州主吏男東

l て臥いた。案骨~t議 Iけ -1鞍 l主主仁した毛の乙 11-/宮前ピ("，本長蒋の耐えばすべてお6J...PHA
t 峨ぃ， γ 線エ汗 2ν て戸文ぺ?ト iレ碍鱗ヰ~ 1<= I 1行亨?f:二。

3. S弘M似M ルらゆ，習塾制維事，拠提し?と V九持永の急車{-::.7711。庁、持続す 3ユヒ主報革し

乞い'}" ニーの主う乍喝fzIC ，1. . J，九散史教t>i:f， VO.2 カ、う技忽~ I/t. fヒ殺寺慈第萩拘i7/f1 -1;P~
サら;1!.pt' Fi := t.跨与- 的り?刊新寄昨今、、.ュペ川知~'f-め
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れしτrdih.財団内作刷ゆ叫(廿A)あき恥に11o{)W1-P~ポ4ÁバDBP) 帥}氏。明
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s2 '1.18土0・1'1 rvl.q C<~M.q) -0.57土0.05 rv-I.'3C十 0.06>
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グ)'t主宝寺えの場7Jo1 T::-11-イオン平子生の;i戒!J>-と学l乙主畏剣的ワ判例、小めろ ιlすり乙司リ。(i;)
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ヅL 大手聖 イ左田俊R罪防サ義清・ 0和;7，市長平
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し 1町中司伝為イオン司警左オ丈府首ι司;t，i'J員同よ Vポめ上手拝'，Y'早，"-応じ Z糾生者!の落度

四l 利史学置

排戒管(長引5"0帆肉佳f.t;c凹)
B 

ロ及希菅(長す i相，向後 I~....) 
A 

-H，e，-(定通)
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'tlじe/;，ι色5主手存 11"トレーサー'ij， ，--J" リポめ Fと
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F事令炉 '1 シ色If'f:7，rl'<.手持牧句 f~与1;.-フ<， 3 'Iつ『ン n・ri"i:.キ'f...t.才完し千?，V'''': At3-t-.(' se.2-十
l書官、士一司....y穿ゑ寺霊咋tJrJt乙 3喝合赤;巧" 1 句作用 li符Z的がめa. pH出塁守宅t1~. つい t
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3A50 金広友⑬の放釘イビ1学的る可{支J

沖Pえ・母、 。吃県逸訓 示リl盟、f吾朗カ04築史夫
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毒夜もする了これうの智識をす戸井ヲジ才グラフ法 ι為政宣伝及率Aト政問わ哨ーゼ孝

之 Dh~ :i i生長の Jナて‘ A主ムる町会1J:L央，~ピパ:"-i究 l話局、五夜}j乙 L え忍仰を衣ι 町ぺる.
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